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第1編 共 通 編 
 

第1章 総  則 
 

第1節 総  則 
1-1-1-1 適  用 

 

1．適用工事 

土木工事共通仕様書（以下「共通仕様書」という。）は、山梨県県土整備部が発注

する河川工事、砂防工事、ダム工事、道路工事、公園工事、下水道工事その他これら

に類する工事（以下「工事」という。）に係る、工事請負契約書（約款を含み以下「契

約書」という。）及び設計図書の内容について、統一的な解釈及び運用を図るととも

に、その他必要な事項を定め、もって契約の適正な履行の確保を図るためのものであ

る。 
 

 

3．優先事項 

契約書に添付されている図面、特記仕様書及び工事数量総括表に記載された事項は

この共通仕様書に優先する。 
 

 

4．設計図書間の不整合 

特記仕様書、契約図面、工事数量総括表の間に相違がある場合、または契約図面か

らの読み取りと契約図面に書かれた数字が相違する場合、受注者は監督員に確認して

指示を受けなければならない。 
 

 

1-1-1-2 用語の定義 
 

3．設計図書 

設計図書とは、工事数量総括表、仕様書、契約図面、現場説明書及び現場説明に対

する質問回答書をいう。 
 

7．契約図面 

  契約図面とは、契約時に設計図書の一部として、契約書に添付されている図面をい

う。 
 

8．現場説明書 

9．質問回答書 

10．図面 

11．工事数量総括表 

12．指示 

13．承諾 
 

 

 

 

第1編 共 通 編 
 

第1章 総  則 
 

第1節 総  則 
 

1-1-1-1 適  用 
 

1．適用工事 

土木工事共通仕様書（以下「共通仕様書」という。）は、山梨県県土整備部が発注

する河川工事、砂防工事、ダム工事、道路工事、公園工事、下水道工事その他これら

に類する工事（以下「工事」という。）に係る、工事請負契約約款（契約書を含み以

下「約款」という。）及び設計図書の内容について、統一的な解釈及び運用を図ると

ともに、その他必要な事項を定め、もって契約の適正な履行の確保を図るためのもの

である。 
 

 

3．優先事項 

約款に添付されている図面、特記仕様書及び工事数量総括表に記載された事項は、

この共通仕様書に優先する。 
 

 

4．設計図書間の不整合 

特記仕様書、図面、工事数量総括表の間に相違がある場合、または図面からの読み

取りと図面に書かれた数字が相違する場合、受注者は監督員に確認して指示を受けな

ければならない。 
 

 

1-1-1-2 用語の定義 
 

3．設計図書 

設計図書とは、工事数量総括表、仕様書、図面、現場説明書及び現場説明に対する

質問回答書をいう。 
 

 

（追加） 

 

7．現場説明書 

8．質問回答書 

9．図面 

10．工事数量総括表 

11．指示 

12．承諾 
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14．協議 

15．提出 

16．提示 

17．報告 

18．通知 

19．連絡 

連絡とは、監督員と受注者または現場代理人の間で、契約書第18条に該当しない事

項または緊急で伝達すべき事項について、口頭、ファクシミリ、電子メールなどの署

名または押印が不要な手段により互いに知らせることをいう。 

なお、後日書面による連絡内容の伝達は不要とする。 

20．納品 

21．電子納品 

22．書面 

23．工事写真 

24．工事帳票 

25．工事書類 

26．契約関係書類 

契約関係書類とは、契約書第9条第5項の定めにより監督員を経由して受注者から発

注者へ、または受注者へ提出される書類をいう。 

27．工事完成図書 

28．電子成果品 

29．工事関係書類 

30．確認 

31．立会 

32．工事検査 

工事検査とは、検査員が契約書第31条、第37条、第38条に基づいて給付の完了の確

認を行うことをいう。 

33．検査員 

検査員とは、契約書第31条第2項の規定に基づき、工事検査を行うために発注者が

定めた者をいう。 

34．同等以上の品質 
 

35．工期 

36．工事開始日 

37．工事着手 

38．工事 

39．本体工事 

40．仮設工事 
 

 

 

13．協議 

14．提出 

15．提示 

16．報告 

17．通知 

18．連絡 

連絡とは、監督員と受注者または現場代理人の間で、約款第18条に該当しない事項

または緊急で伝達すべき事項について、口頭、ファクリミリ、電子メールなどの署名

または押印が不要な手段により互いに知らせることをいう。 

なお、後日書面による連絡内容の伝達は不要とする。 

19．納品 

20．電子納品 

21．書面 

22．工事写真 

23．工事帳票 

24．工事書類 

25．契約関係書類 

契約関係書類とは、約款第9条第5項の定めにより監督員を経由して受注者から発注

者へ、または受注者へ提出される書類をいう。 

26．工事完成図書 

27．電子成果品 

28．工事関係書類 

29．確認 

30．立会 

31．工事検査 

工事検査とは、検査員が約款第31条、第37条、第38条に基づいて給付の完了の確認

を行うことをいう。 

32．検査員 

検査員とは、約款第31条第2項の規定に基づき、工事検査を行うために発注者が定

めた者をいう。 

33．同等以上の品質 

34．工期 

35．工事開始日 

36．工事着手 

37．工事 

38．本体工事 
 

39．仮設工事 
 

 

 



改定 現行 摘 要 

41．工事区域 

42．現場 

43．SI 

44．現場発生品 

45．JIS規格 
 

 

1-1-1-3 設計図書の照査等 
 

2．設計図書の照査 

受注者は、施工前及び施工途中において、自らの負担により契約書第18条第1項第1

号から第5号に係る設計図書の照査を行い、該当する事実がある場合は、監督員にそ

の事実が確認できる資料を書面により提出し、確認を求めなければならない。 

なお、確認できる資料とは、現地地形図、設計図との対比図、取合い図、施工図等

を含むものとする。また、受注者は、監督員から更に詳細な説明または書面の追加の

要求があった場合は従わなければならない。 
 

 

1-1-1-4 施工計画書 
 

1．一般事項 

受注者は、工事請負金額が1,000万円以上の工事については、工事着手前に工事目

的物を完成するために必要な手順や工法等についての施工計画書を監督員に提出し

なければならない。ただし、工事請負金額が1,000万円未満の工事であっても、監督

員が指示する場合は、提出しなければならない。 

受注者は、施工計画書を遵守し工事の施工にあたらなければならない。 
 

 

1-1-1-6 監督員 
 

1．監督員の権限 

当該工事における監督員の権限は、契約書第9条第2項に規定した事項である。 
 

 

1-1-1-8 工事着手 
 

受注者は、特記仕様書に定めのある場合を除き、特別の事情がない限り、契約書に

定める工事始期日以降30日以内に工事に着手しなければならない。 
 

 

1-1-1-11 受注者相互の協力 
 

受注者は、契約書第2条の規定に基づき隣接工事または関連工事の請負業者と相互

に協力し、施工しなければならない。 
 

 

 

 

 

 

40．工事区域 

41．現場 

42．SI 

43．現場発生品 

44．JIS規格 
 

 

1-1-1-3 設計図書の照査等 
 

2．設計図書の照査 

受注者は、施工前及び施工途中において、自らの負担により約款第18条第1項第1号

から第5号に係る設計図書の照査を行い、該当する事実がある場合は、監督員にその

事実が確認できる資料を書面により提出し、確認を求めなければならない。 

なお、確認できる資料とは、現地地形図、設計図との対比図、取合い図、施工図等

を含むものとする。また、受注者は、監督員から更に詳細な説明または書面の追加の

要求があった場合は従わなければならない。 
 

 

1-1-1-4 施工計画書 
 

1．一般事項 

受注者は、工事請負金額が1,000万円以上の工事については、工事着手前に工事目

的物を完成するために必要な手順や工法等についての施工計画書を監督員に提出し

なければならない。ただし、工事請負金額が1,000万円未満の工事であっても、監督

員が指示する場合は、提出しなければならない。 

受注者は、施工計画書を遵守し工事の施工に当たらなければならない。 
 

 

1-1-1-6 監督員 
 

1．監督員の権限 

当該工事における監督員の権限は、約款第9条第2項に規定した事項である。 
 

 

1-1-1-8 工事着手 
 

受注者は、特記仕様書に定めのある場合を除き、特別の事情がない限り、約款に定

める工事始期日以降30日以内に工事に着手しなければならない。 
 

 

1-1-1-11 受注者相互の協力 
 

受注者は、約款第2条の規定に基づき隣接工事または関連工事の請負業者と相互に

協力し、施工しなければならない。 
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1-1-1-13 工事の一時中止 
 

1．一般事項 

発注者は、契約書第20条の規定に基づき以下の各号に該当する場合においては、あ

らかじめ受注者に対して通知した上で、必要とする期間、工事の全部または一部の施

工について一時中止をさせることができる。 
 

 

1-1-1-15 工期変更 
 

1．一般事項 

契約書第15条第7項、第17条第1項、第18条第5項、第19条、第20条第3項、第21条及

び第43条第2項の規定に基づく工期の変更について、契約書第23条の工期変更協議の

対象であるか否かを監督員と受注者との間で確認する（本条において以下「事前協議」

という。）ものとし、監督員はその結果を受注者に通知するものとする。 

2．設計図書の変更等 

受注者は、契約書第18条第5項及び第19条に基づき設計図書の変更または訂正が行

われた場合、第1項に示す事前協議において工期変更協議の対象であると確認された

事項について、必要とする変更日数の算出根拠、変更工程表その他必要な資料を添付

の上、契約書第23条第2項に定める協議開始の日までに工期変更に関して監督員と協

議しなければならない。 

3．工事の一時中止 

受注者は、契約書第20条に基づく工事の全部もしくは一部の施工が一時中止となっ

た場合、第1項に示す事前協議において工期変更協議の対象であると確認された事項

について、必要とする変更日数の算出根拠、変更工程表その他必要な資料を添付の上、

契約書第23条第2項に定める協議開始の日までに工期変更に関して監督員と協議しな

ければならない。 

4．工期の延長 

受注者は、契約書第21条に基づき工期の延長を求める場合、第1項に示す事前協議

において工期変更協議の対象であると確認された事項について、必要とする延長日数

の算出根拠、変更工程表その他必要な資料を添付の上、契約書第23条第2項に定める

協議開始の日までに工期変更に関して監督員と協議しなければならない。 

5．工期の短縮 

受注者は、契約書第22条第1項に基づき工期の短縮を求められた場合、可能な短縮

日数の算出根拠、変更工程表その他必要な資料を添付し、契約書第23条第2項に定め

る協議開始の日までに工期変更に関して監督員と協議しなければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

1-1-1-13 工事の一時中止 
 

1．一般事項 

発注者は、約款第20条の規定に基づき以下の各号に該当する場合においては、あら

かじめ受注者に対して通知した上で、必要とする期間、工事の全部または一部の施工

について一時中止をさせることができる。 
 

 

1-1-1-15 工期変更 
 

1．一般事項 

約款第15条第7項、第17条第1項、第18条第5項、第19条、第20条第3項、第21条及び

第43条第2項の規定に基づく工期の変更について、約款第23条の工期変更協議の対象

であるか否かを監督員と受注者との間で確認する（本条において以下「事前協議」と

いう。）ものとし、監督員はその結果を受注者に通知するものとする。 

2．設計図書の変更等 

受注者は、約款第18条第5項及び第19条に基づき設計図書の変更または訂正が行わ

れた場合、第1項に示す事前協議において工期変更協議の対象であると確認された事

項について、必要とする変更日数の算出根拠、変更工程表その他必要な資料を添付の

上、約款第23条第2項に定める協議開始の日までに工期変更に関して監督員と協議し

なければならない。 

3．工事の一時中止 

受注者は、約款第20条に基づく工事の全部もしくは一部の施工が一時中止となった

場合、第1項に示す事前協議において工期変更協議の対象であると確認された事項に

ついて、必要とする変更日数の算出根拠、変更工程表その他必要な資料を添付の上、

約款第23条第2項に定める協議開始の日までに工期変更に関して監督員と協議しなけ

ればならない。 

4．工期の延長 

受注者は、約款第21条に基づき工期の延長を求める場合、第1項に示す事前協議に

おいて工期変更協議の対象であると確認された事項について、必要とする延長日数の

算出根拠、変更工程表その他必要な資料を添付の上、約款第23条第2項に定める協議

開始の日までに工期変更に関して監督員と協議しなければならない。 

5．工期の短縮 

受注者は、約款第22条第1項に基づき工期の短縮を求められた場合、可能な短縮日

数の算出根拠、変更工程表その他必要な資料を添付し、約款第23条第2項に定める協

議開始の日までに工期変更に関して監督員と協議しなければならない。 
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1-1-1-16 支給材料及び貸与品 
 

1．一般事項 

受注者は、支給材料及び貸与品を契約書第15条第8項の規定に基づき善良な管理者

の注意をもって管理しなければならない。 

4．引渡場所 

契約書第15条第1項に規定する「引渡場所」は、設計図書または監督員の指示によ

るものとする。 

5．返還 

受注者は、契約書第15条第9項「不用となった支給材料又は貸与品」の規定に基づ

き返還する場合、監督員の指示に従うものとする。 
 

 

1-1-1-18 建設副産物 
 

4．再生資源利用計画 

受注者は、土砂、砕石または加熱アスファルト混合物を工事現場に搬入する場合に

は、法令に基づき、再生資源利用計画を作成し、施工計画書に含め監督員に提出しな

ければならない。 
 

 

1-1-1-20 工事完成検査 
 

1．工事完成通知書の提出 

受注者は、契約書第31条の規定に基づき、工事完成通知書を監督員に提出しなけれ

ばならない。 
 

2．工事完成検査の要件 

（2）契約書第17条第1項の規定に基づき、監督員の請求した改造が完了していること。
 

5．修補期間 

修補の完了が確認された場合は、その指示の日から補修完了の確認の日までの期間

は、契約書第31条第2項に規定する期間に含めないものとする。 
 

 

1-1-1-21-1 出来形検査 
 

1．一般事項 

受注者は、契約書第37条第2項の部分払の確認の請求を行った場合、または、契約書

第38条第1項の工事の完成の通知を行った場合は、出来形部分に係わる検査を受けな

ければならない。 

2．部分払いの請求 

受注者は、契約書第37条に基づく部分払いの請求を行うときは、前項の検査を受け

る前に発注者に出来形検査請求書により検査の請求をしなければならない。 

4．適用規定 

受注者は、当該出来形検査については、第3編3-1-1-6監督員による確認及び立会等

第3項の規定を準用する。  

 

1-1-1-16 支給材料及び貸与品 
 

1．一般事項 

受注者は、支給材料及び貸与品を約款第15条第8項の規定に基づき善良な管理者の

注意をもって管理しなければならない。 

4．引渡場所 

約款第15条第1項に規定する「引渡場所」は、設計図書または監督員の指示による

ものとする。 

5．返還 

受注者は、約款第15条第9項「不用となった支給材料又は貸与品」の規定に基づき

返還する場合、監督員の指示に従うものとする。 
 

 

1-1-1-18 建設副産物 
 

4．再生資源利用計画 

受注者は、土砂、砕石または加熱アスファルト混合物を工事現場に搬入する場合に

は、再生資源利用計画を作成し、施工計画書に含め監督員に提出しなければならない。
 

 

 

1-1-1-20 工事完成検査 
 

1．工事完成通知書の提出 

受注者は、約款第31条の規定に基づき、工事完成通知書を監督員に提出しなければ

ならない。 
 

2．工事完成検査の要件 

（2）約款第17条第1項の規定に基づき、監督員の請求した改造が完了していること。
 

5．修補期間 

修補の完了が確認された場合は、その指示の日から補修完了の確認の日までの期間

は、約款第31条第2項に規定する期間に含めないものとする。 
 

 

1-1-1-21-1 出来形検査 
 

1．一般事項 

受注者は、約款第37条第2項の部分払の確認の請求を行った場合、または、約款第3

8条第1項の工事の完成の通知を行った場合は、出来形部分に係わる検査を受けなけれ

ばならない。 

2．部分払いの請求 

受注者は、約款第37条に基づく部分払いの請求を行うときは、前項の検査を受ける

前に発注者に出来形検査請求書により検査の請求をしなければならない。 

4．適用規定 

受注者は、当該出来形検査については、第3編3-1-1-6監督員による確認及び立会等

第3項の規程を準用する。  

 



改定 現行 摘 要 

1-1-1-21-2 部分検査 
 

4．適用規定 
受注者は、当該検査については、第3編3-1-1-6監督員による確認及び立会等第3項の

規定を準用する。   

 

1-1-1-22 部分使用 
 

2．監督員による検査 

受注者は、発注者が契約書第33条の規定に基づく当該工事に係わる部分使用を行う

場合には、部分検査または監督員による品質及び出来形等の検査（確認を含む）を受

けるものとする。 
 

 

1-1-1-23 施工管理 
 

8．記録及び関係書類 

受注者は、土木工事の施工管理及び規格値を定めた土木工事施工管理基準（出来形

管理基準及び品質管理基準）により施工管理を行い、また、写真管理基準により土木

工事の工事写真による写真管理を行って、その記録及び関係書類を作成、保管し、工

事完成時に監督員へ提出しなければならない。ただし、それ以外で監督員からの請求

があった場合は提示しなければならない。 

なお、土木工事施工管理基準、及び写真管理基準に定められていない工種または項

目については、監督員と協議の上、施工管理、写真管理を行うものとする。 
 

 

1-1-1-24 履行報告 
 

受注者は、契約書第11条の規定に基づき、工事履行報告書を監督員に提出しなければ

ならない。 
 

 

1-1-1-26 工事中の安全確保 
 

1．安全指針等の遵守 

受注者は、土木工事安全施工技術指針（国土交通大臣官房技術審議官通達、平成29

年3月31日）及び建設機械施工安全技術指針（国土交通省大臣官房技術調査課長、国土

交通省総合政策局建設施工企画課長通達、平成17年3月31日）、JIS A 8972（斜面・法

面工事用仮設設備）を参考にして、常に工事の安全に留意し現場管理を行い災害の防

止を図らなければならない。ただし、これらの指針は当該工事の契約条項を超えて受

注者を拘束するものではない。 
 

7．現場環境改善 
 

13．安全衛生協議会の設置 

監督員が、労働安全衛生法（平成27年5月改正 法律第17号）第30条第1項に規定す

る措置を講じる者として、同条第2項の規定に基づき、受注者を指名した場合には、受

注者はこれに従うものとする。 
 

 

1-1-1-21-2 部分検査 
 

4．適用規定 
受注者は、当該検査については、第3編3-1-1-6監督員による確認及び立会等第3項の

規程を準用する。   

 

1-1-1-22 部分使用 
 

2．監督員による検査 

受注者は、発注者が約款第33条の規定に基づく当該工事に係わる部分使用を行う場

合には、部分検査または監督員による品質及び出来形等の検査（確認を含む）を受け

るものとする。 
 

 

1-1-1-23 施工管理 
 

8．記録及び関係書類 

受注者は、土木工事の施工管理及び規格値を定めた土木工事施工管理基準（出来形

管理基準及び品質管理基準）により施工管理を行い、また、写真管理基準により土木

工事の工事写真による写真管理を行って、その記録及び関係書類を作成、保管し、工

事完成時に監督員へ提出しなければならない。ただし、それ以外で監督員からの請求

があった場合は提示しなければならない。 

なお、土木工事施工管理基準、及び写真管理基準に定められていない工種又は項目

については、監督員と協議の上、施工管理、写真管理を行うものとする。 
 

 

1-1-1-24 履行報告 
 

受注者は、約款第11条の規定に基づき、工事履行報告書を監督員に提出しなければな

らない。 
 

 

1-1-1-26 工事中の安全確保 
 

1．安全指針等の遵守 

受注者は、土木工事安全施工技術指針（国土交通大臣官房技術審議官通達、平成21

年3月31日）及び建設機械施工安全技術指針（国土交通省大臣官房技術調査課長、国土

交通省総合政策局建設施工企画課長通達、平成17年3月31日）、JIS A 8972（斜面・法

面工事用仮設設備）を参考にして、常に工事の安全に留意し現場管理を行い災害の防

止を図らなければならない。ただし、これらの指針は当該工事の契約条項を超えて受

注者を拘束するものではない。 
 

7．イメージアップ 
 

13．安全衛生協議会の設置 

監督員が、労働安全衛生法（平成26年6月改正 法律第82号）第30条第1項に規定す

る措置を講じる者として、同条第2項の規定に基づき、受注者を指名した場合には、受

注者はこれに従うものとする。 
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14．安全優先 

受注者は、工事中における安全の確保をすべてに優先させ、労働安全衛生法（平成

27年5月改正 法律第17号）等関連法令に基づく措置を常に講じておくものとする。特

に重機械の運転、電気設備等については、関係法令に基づいて適切な措置を講じてお

かなければならない。 
 

 

1-1-1-30 環境対策 
 

5．排出ガス対策型建設機械 

受注者は、工事の施工にあたり表1-1-1に示す建設機械を使用する場合は、表1-1-1

の下欄に示す「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律」（平成27年6月改定 法

律第50号）に基づく技術基準に適合する特定特殊自動車、または、「排出ガス対策型建

設機械指定要領」（平成3年10月8日付け建設省経機発第249号）、「排出ガス対策型建設

機械の普及促進に関する規程」（最終改訂平成24年3月23日付国土交通省告示第318号）

もしくは「第3次排出ガス対策型建設機械指定要領」（最終改訂平成23年7月13日付国総

環リ第1号）に基づき指定された排出ガス対策型建設機械（以下、「排出ガス対策型建

設機械等」という。）を使用しなければならない。 

排出ガス対策型建設機械等を使用できないことを監督員が認めた場合は、平成7年

度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同

等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業もしくは建設技術

審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用すること

ができるが、これにより難い場合は、監督員と協議するものとする。  

受注者は、トンネル坑内作業において表1-1-2に示す建設機械を使用する場合は、

2011年以降の排出ガス基準に適合するものとして、「特定特殊自動車排出ガスの規制等

に関する法律施行規則」（平成28年11月11日経済産業省・国土交通省・環境省令第2号）

第16条第1項第2号もしくは第20条第1項第2号に定める表示が付された特定特殊自動車

または「排出ガス対策型建設機械指定要領」（平成3年10月8日付け建設省経機発第249

号）もしくは「第3次排出ガス対策型建設機械指定要領」（最終改訂平成23年7月13日付

国総環リ第1号）に基づき指定されたトンネル工事用排出ガス対策型建設機械（以下「ト

ンネル工事用排出ガス対策型建設機械等」という。）を使用しなければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

14．安全優先 

受注者は、工事中における安全の確保をすべてに優先させ、労働安全衛生法（平成

26年6月改正 法律第82号）等関連法令に基づく措置を常に講じておくものとする。特

に重機械の運転、電気設備等については、関係法令に基づいて適切な措置を講じてお

かなければならない。 
 

 

1-1-1-30 環境対策 
 

5．排出ガス対策型建設機械 

受注者は、工事の施工にあたり表1-1-1に示す建設機械を使用する場合は、表1-1-1

の下欄に示す「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律」（平成17年法律第51

号）に基づく技術基準に適合する特定特殊自動車、または、「排出ガス対策型建設機械

指定要領」（平成3年10月8日付け建設省経機発第249号）、「排出ガス対策型建設機械の

普及促進に関する規程」（平成18年3月17日付け国土交通省告示第348号）もしくは「第

3次排出ガス対策型建設機械指定要領」（平成18年3月17日付け国総施第215号）に基づ

き指定された排出ガス対策型建設機械（以下、「排出ガス対策型建設機械等」という。）

を使用しなければならない。 

排出ガス対策型建設機械等を使用できないことを監督員が認めた場合は、平成7年

度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同

等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業もしくは建設技術

審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用すること

ができるが、これにより難い場合は、監督員と協議するものとする。  

受注者は、トンネル坑内作業において表1-1-2に示す建設機械を使用する場合は、

2011年以降の排出ガス基準に適合するものとして、「特定特殊自動車排出ガスの規制等

に関する法律施行規則」（平成18年3月28日経済産業省・国土交通省・環境省令第1号）

第16条第1項第2号もしくは第20条第1項第2号に定める表示が付された特定特殊自動車

または「排出ガス対策型建設機械指定要領」（平成3年10月8日付け建設省経機発第249

号）もしくは「第3次排出ガス対策型建設機械指定要領」（平成18年3月17日付け国総施

第215号）に基づき指定されたトンネル工事用排出ガス対策型建設機械（以下「トンネ

ル工事用排出ガス対策型建設機械等」という。）を使用しなければならない。 
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8．特定調達品目 

受注者は、資材（材料及び機材を含む）、工法、建設機械または目的物の使用にあ

たっては、環境物品等「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成27

年9月改正 法律第66号 。「グリーン購入法」という。）第2条に規定する環境物

品等をいう。）」の使用を積極的に推進するものとする。 

（1）グリーン購入法第6条の規定に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」

で定める特定調達品目を使用する場合には、原則として、判断の基準を満たすものを

使用するものとする。なお、事業ごとの特性、必要とされる強度や耐久性、機能の確

保、コスト等の影響により、これにより難い場合は、監督員と協議する。 

（2）グリーン購入法に基づく環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工

事の配慮事項に留意すること。 
 

 

1-1-1-31 文化財の保護 
 

1．一般事項 

受注者は、工事の施工にあたって文化財の保護に十分注意し、使用人等に文化財の

重要性を十分認識させ、工事中に文化財を発見したときは直ちに工事を中止し、設計

図書に関して監督員に協議しなければならない。 

2．文化財等発見時の処置 

受注者が、工事の施工にあたり、文化財その他の埋蔵物を発見した場合は、発注者

との契約に係る工事に起因するものとみなし、発注者が、当該埋蔵物の発見者として

の権利を保有するものである。 
 

 

1-1-1-32 交通安全管理 
 

1．一般事項 

受注者は、工事用運搬路として、公衆に供する道路を使用する時は、積載物の落下

等により、路面を損傷し、あるいは汚損することのないようにするとともに、特に第

三者に工事公害による損害を与えないようにしなければならない。 

なお、第三者に工事公害による損害を及ぼした場合は、契約書第28条によって処置

するものとする。 
 

4．交通安全法令の遵守 

受注者は、供用中の公共道路に係る工事の 施工にあたっては、交通の安全につい

て、監督員、道路管理者及び所轄警察署と打合せを行うとともに、道路標識、区画線

及び道路標示に関する命令（平成28年7月15日改正 内閣府・国土交通省令第2号 ）、

道路工事現場における標示施設等の設置基準（建設省道路局長通知、昭和37年8月30

日）、道路工事現場における表示施設等の設置基準の一部改正について（局長通知 平

成18年3月31日 国道利37号・国道国防第205号）、道路工事現場における工事情報板及

び工事説明看板の設置について（国土交通省道路局路政課長、国道・防災課長通知 平

成18年3月31日 国道利38号・国道国防第206号）及び道路工事交通保安施設設置基準

（山梨県県土整備部、平成28年4月）に基づき、安全対策を講じなければならない。

8．特定調達品目 

受注者は、資材、工法、建設機械または目的物の使用にあたっては、環境物品等「国

等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成15年7月改正 法律第119号 。

「グリーン購入法」という。）第2条に規定する環境物品等をいう。）」の使用を積極的

に推進するものとする。 

グリーン購入法第6条の規定に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」

で定める特定調達品目を使用する場合には、原則として、判断の基準を満たすものを

使用するものとする。なお、事業ごとの特性、必要とされる強度や耐久性、機能の確

保、コスト等の影響により、これにより難い場合は、監督員と協議する。 
 

（追加） 

 

 

1-1-1-31 文化財の保護 
 

1．一般事項 

受注者は、工事の施工に当たって文化財の保護に十分注意し、使用人等に文化財の

重要性を十分認識させ、工事中に文化財を発見したときは直ちに工事を中止し、設計

図書に関して監督員に協議しなければならない。 

2．文化財等発見時の処置 

受注者が、工事の施工に当たり、文化財その他の埋蔵物を発見した場合は、発注者

との契約に係る工事に起因するものとみなし、発注者が、当該埋蔵物の発見者として

の権利を保有するものである。 
 

 

1-1-1-32 交通安全管理 
 

1．一般事項 

受注者は、工事用運搬路として、公衆に供する道路を使用する時は、積載物の落下

等により、路面を損傷し、あるいは汚損することのないようにするとともに、特に第

三者に工事公害による損害を与えないようにしなければならない。 

なお、第三者に工事公害による損害を及ぼした場合は、約款第28条によって処置す

るものとする。 
 

4．交通安全法令の遵守 

受注者は、供用中の公共道路に係る工事の 施工にあたっては、交通の安全につい

て、監督員、道路管理者及び所轄警察署と打合せを行うとともに、道路標識、区画線

及び道路標示に関する命令（平成26年5月26日改正 内閣府・国土交通省令第1号 ）、

道路工事現場における標示施設等の設置基準（建設省道路局長通知、昭和37年8月30

日）、道路工事現場における表示施設等の設置基準の一部改正について（局長通知 平

成18年3月31日 国道利37号・国道国防第205号）、道路工事現場における工事情報板及

び工事説明看板の設置について（国土交通省道路局路政課長、国道・防災課長通知 平

成18年3月31日 国道利38号・国道国防第206号）及び道路工事交通保安施設設置基準

（山梨県県土整備部、平成28年4月）に基づき、安全対策を講じなければならない。
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10．通行許可 

受注者は、建設機械、資材等の運搬にあたり、車両制限令（平成26年5月28日改正

政令第187号）第3条における一般的制限値を超える車両を通行させるときは、道路法

第47条の2に基づく通行許可を得ていることを確認しなければならない。また、道路交

通法施行令（平成28年7月15日改正 政令第258号）第22条における制限を超えて建設

機械、資材等を積載して運搬するときは、道路交通法（平成27年9月改正 法律第76

号）第57条に基づく許可を得ていることを確認しなければならない。 
 

 

1-1-1-33 施設管理 
 

受注者は、工事現場における公物（各種公益企業施設を含む。）または部分使用施設

（契約書第33条の適用部分）について、施工管理上、契約図書における規定の履行を以

っても不都合が生ずるおそれがある場合には、その処置について監督員と協議できる。

なお、当該協議事項は、契約書第9条の規定に基づき処理されるものとする。 
 

 

1-1-1-34 諸法令の遵守 
 

3．不適当な契約図書の処置 

受注者は、当該工事の計画、契約図面、仕様書及び契約そのものが第1項の諸法令

に照らし不適当であったり矛盾していることが判明した場合には速やかに監督員と協

議しなければならない。 
 

 

1-1-1-35 官公庁等への手続等 
 

5．コミュニケーション 

受注者は、工事の施工にあたり、地域住民との間に紛争が生じないように努めなけ

ればならない。 

6．苦情対応 

受注者は、地元関係者等から工事の施工に関して苦情があり、受注者が対応すべき

場合は誠意をもってその解決にあたらなければならない。 
 

 

1-1-1-38 不可抗力による損害 
 

1．工事災害の報告 

受注者は、災害発生後直ちに被害の詳細な状況を把握し、当該被害が契約書第29条

の規定の適用を受けると思われる場合には、直ちに工事災害通知書を監督員を通じて

発注者に通知しなければならない。 

2．設計図書で定めた基準 

契約書第29条第1項に規定する「設計図書で基準を定めたもの」とは、以下の各号

に掲げるものをいう。 
 

 

 

 

10．通行許可 

受注者は、建設機械、資材等の運搬にあたり、車両制限令（平成26年5月28日改正

政令第424号）第3条における一般的制限値を超える車両を通行させるときは、道路法

第47条の2に基づく通行許可を得ていることを確認しなければならない。また、道路交

通法施行令（平成26年4月改正 政令第169号）第22条における制限を超えて建設機械、

資材等を積載して運搬するときは、道路交通法（平成26年6月改正 法律第69号）第57

条に基づく許可を得ていることを確認しなければならない。 
 

 

1-1-1-33 施設管理 
 

受注者は、工事現場における公物（各種公益企業施設を含む。）または部分使用施設

（約款第33条の適用部分）について、施工管理上、契約図書における規定の履行を以っ

ても不都合が生ずるおそれがある場合には、その処置について監督員と協議できる。

なお、当該協議事項は、約款第9条の規定に基づき処理されるものとする。 
 

 

1-1-1-34 諸法令の遵守 
 

3．不適当な契約図書の処置 

受注者は、当該工事の計画、図面、仕様書及び契約そのものが第1項の諸法令に照

らし不適当であったり矛盾していることが判明した場合には速やかに監督員と協議し

なければならない。 
 

 

1-1-1-35 官公庁等への手続等 
 

5．コミュニケーション 

受注者は、工事の施工に当たり、地域住民との間に紛争が生じないように努めなけ

ればならない。 

6．苦情対応 

受注者は、地元関係者等から工事の施工に関して苦情があり、受注者が対応すべき

場合は誠意をもってその解決に当たらなければならない。 
 

 

1-1-1-38 不可抗力による損害 
 

1．工事災害の報告 

受注者は、災害発生後直ちに被害の詳細な状況を把握し、当該被害が約款第29条の

規定の適用を受けると思われる場合には、直ちに工事災害通知書を監督員を通じて発

注者に通知しなければならない。 

2．設計図書で定めた基準 

約款第29条第1項に規定する「設計図書で基準を定めたもの」とは、以下の各号に

掲げるものをいう。 
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3．その他 

契約書第29条第2項に規定する「受注者が善良な管理者の注意義務を怠ったことに

基づくもの」とは、設計図書及び契約書第26条に規定する予防措置を行ったと認めら

れないもの及び災害の一因が施工不良等受注者の責によるとされるものをいう。 
 

 

1-1-1-39 特許権等 
 

1．一般事項 

受注者は、特許権等を使用する場合、設計図書に特許権等の対象である旨明示が無

く、その使用に関した費用負担を契約書第8条に基づき発注者に求める場合、権利を

有する第三者と使用条件の交渉を行う前に、監督員と協議しなければならない。 

3．著作権法に規定される著作物 

発注者が、引渡しを受けた契約の目的物が著作権法（平成28年5月27日改正 法律第

51号第2条第1項第1号）に規定される著作物に該当する場合は、当該著作物の著作権

は発注者に帰属するものとする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．その他 

約款第29条第2項に規定する「受注者が善良な管理者の注意義務を怠ったことに基

づくもの」とは、設計図書及び約款第26条に規定する予防措置を行ったと認められな

いもの及び災害の一因が施工不良等受注者の責によるとされるものをいう。 
 

 

1-1-1-39 特許権等 
 

1．一般事項 

受注者は、特許権等を使用する場合、設計図書に特許権等の対象である旨明示が無

く、その使用に関した費用負担を約款第8条に基づき発注者に求める場合、権利を有

する第三者と使用条件の交渉を行う前に、監督員と協議しなければならない。 

3．著作権法に規定される著作物 

発注者が、引渡しを受けた契約の目的物が著作権法（平成22年12月3日改正 法律第

65号第2条第1項第1号）に規定される著作物に該当する場合は、当該著作物の著作権

は発注者に帰属するものとする。 
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第2章 土  工 
 

第3節 河川土工・砂防土工 
 

1-2-3-1 一般事項 
 

2．地山の土及び岩の分類 

地山の土及び岩の分類は、表1-2-1によるものとする。 

受注者は、設計図書に示された現地の土及び岩の分類の境界を確められた時点で、

監督員の確認を受けなければならない。 

また、受注者は、設計図書に示された土及び岩の分類の境界が現地の状況と一致し

ない場合は、契約書第18条第1項の規定により監督員の指示を受けなければならない。

なお,確認のための資料を整備及び保管し,監督員の請求があった場合は速やかに提

示しなければならない。 
 

 

1-2-3-3 盛土工 
 

4．狭隘箇所等の締固め 

受注者は、構造物の隣接箇所や狭い箇所の盛土工について、タンパ・振動ローラ等

の小型締固め機械により仕上がり厚を20cm以下で入念に締固めなければならない。 

また、樋管等の構造物がある場合には、過重な偏土圧のかからないように盛土し、

締固めなければならない。 
 

15．一段階の盛土高さ 

軟弱地盤上の盛土工の施工の一段階の盛土高さは設計図書によるものとし、受注者

は、その沈下や周囲の地盤の水平変位等を監視しながら盛土を施工し、監督員の承諾

を得た後、次の盛土に着手しなければならない。 
 

17．押え盛土の施工計画 

受注者は、砂防土工における斜面対策としての盛土工（押え盛土）を行うにあたり、

盛土量、盛土の位置ならびに盛土基礎地盤の特性等について現状の状況等を照査した

上で、それらを施工計画に反映しなければならない。 
 

 

第4節 道路土工 
 

1-2-4-1 一般事項 
 

 3.構造物取付け部 

    受注者は、盛土と橋台や横断構造物との取付け部である裏込めや埋戻し部分は、供

用開始後に構造物との間の路面の連続性を損なわないように、適切な材料を用いて入

念な締固めと排水工の施工を行わなければならない。 

なお、構造物取付け部の範囲は、「道路橋示方書・同解説 Ⅳ 下部構造編 8.9橋

台背面アプローチ部」（日本道路協会、平成24年3月）及び「道路土工 盛土工指針 5-8

盛土と他の構造物との取付け部の構造」（日本道路協会、平成22年4月）を参考とする。
 

第2章 土  工 
 

第3節 河川土工・砂防土工 
 

1-2-3-1 一般事項 
 

2．地山の土及び岩の分類 

地山の土及び岩の分類は、表1-2-1によるものとする。 

受注者は、設計図書に示された現地の土及び岩の分類の境界を確められた時点で、

監督員の確認を受けなければならない。 

また、受注者は、設計図書に示された土及び岩の分類の境界が現地の状況と一致し

ない場合は、約款第18条第1項の規定により監督員の指示を受けなければならない。

なお,確認のための資料を整備及び保管し,監督員の請求があった場合は速やかに提

示しなければならない。 
 

 

1-2-3-3 盛土工 
 

4．狭隘箇所等の締固め 

受注者は、構造物の隣接箇所や狭い箇所の盛土工について、タンパ・振動ローラ等

の小型締固め機械により締固めなければならない。 

また、樋管等の構造物がある場合には、過重な偏土圧のかからないように盛土し、

締固めなければならない。 
 

15．一段階の盛土高さ 

軟弱地盤上の盛土工の施工の一段階の盛土高さは設計図書によるものとし、受注者

は、その沈下や周囲の地盤の水平変位等を監視しながら盛土を施工し、監督員の承諾

を得た後、以下の盛土に着手しなければならない。 
 

17．押え盛土の施工計画 

受注者は、砂防土工における斜面対策としての盛土工（押え盛土）を行うに当たり、

盛土量、盛土の位置ならびに盛土基礎地盤の特性等について現状の状況等を照査した

上で、それらを施工計画に反映しなければならない。 
 

 

第4節 道路土工 
 

1-2-4-1 一般事項 
 

3.構造物取付け部 

    受注者は、盛土と橋台や横断構造物との取付け部である裏込めや埋戻し部分は、供

用開始後に構造物との間の路面の連続性を損なわないように、適切な材料を用いて入

念な締固めと排水工の施工を行わなければならない。 

なお、構造物取り付け部の範囲は、「道路橋示方書・同解説 Ⅳ 下部構造編 8.9

橋台背面アプローチ部」（日本道路協会、平成24年3月）及び「道路土工 盛土工指針

4-10盛土と他の構造物との取付け部の構造」（日本道路協会、平成22年4月）を参考と

する。 
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6．湧水処理 

受注者は、工事箇所において工事目的物に影響をおよぼすおそれがあるような予期

できなかった湧水が発生した場合には、工事を中止し、監督員と協議しなければなら

ない。ただし緊急を要する場合には応急措置をとった後、直ちにその措置内容を監督

員に通知しなければならない。 
 

 

1-2-4-3 路体盛土工 
 

9．狭隘箇所等の締固め 

受注者は、構造物の隣接箇所や狭い箇所の路体盛土工の施工については、タンパ、

振動ローラ等の小型締固め機械により仕上がり厚を20cm以下で入念に締固めなければ

ならない。 
 

 

1-2-4-4 路床盛土工 
 

7．狭隘箇所等の締固め 

受注者は、構造物の隣接箇所や狭い箇所の路床盛土の施工については、タンパ、振

動ローラ等の小型締固め機械により仕上がり厚を20cm以下で入念に締固めなければな

らない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．湧水処理 

受注者は、工事箇所に工事目的物に影響をおよぼすおそれがあるような予期できな

かった湧水が発生した場合には、工事を中止し、監督員と協議しなければならない。

ただし緊急を要する場合には応急措置をとった後、直ちにその措置内容を監督員に通

知しなければならない。 
 

 

1-2-4-3 路体盛土工 
 

9．狭隘箇所等の締固め 

受注者は、構造物の隣接箇所や狭い箇所の路体盛土工の施工については、タンパ、

振動ローラ等の小型締固め機械により締固めなければならない。 
 

 

 

1-2-4-4 路床盛土工 
 

7．狭隘箇所等の締固め 

受注者は、構造物の隣接箇所や狭い箇所の路床盛土の施工については、タンパ、振

動ローラ等の小型締固め機械により締固めなければならない。 
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第3章 無筋・鉄筋コンクリート 
 

第3節 レディーミクストコンクリート 
 

1-3-3-2 工場の選定 
 

1．一般事項 

（２）JISマーク表示認証製品を製造している工場（工業標準化法の一部を改正する法律

（平成16年6月9日公布 法律第95号）に基づき国に登録された民間の第三者機関

（登録認証機関）により製品にJISマーク表示する認証を受けた製品を製造してい

る工場）が工事現場近くに見あたらない場合は、使用する工場について、設計図

書に指定したコンクリートの品質が得られることを確かめたうえ、その資料によ

り監督員の確認を得なければならない。 
 

 

1-3-4-4 材料の計量及び練混ぜ 
 

2．材料の計量 

（4）連続ミキサを使用する場合、各材料は容積計量してよいものとする。 

その計量誤差は、ミキサの容量によって定められる規定の時間あたりの計量分を

質量に換算して、「表1-3-2計量の許容誤差」の値以下とする。 

なお、受注者は、ミキサの種類、練混ぜ時間などに基づき、規定の時間あたりの

計量分を適切に定めなければならない。 
 

 

第5節 運搬・打設 
 

1-3-5-2 準備 
 

2．打設前の確認 

受注者は、コンクリートの打込み前に型枠、鉄筋等が設計図書に従って配置されて

いることを確かめなければならない。 
 

 

1-3-5-4 打設 
 

5．コンクリートポンプ使用時の注意 

受注者はコンクリートポンプを用いる場合は、「コンクリートのポンプ施工指針（案

5章圧送」（土木学会、平成24年6月）の規定による。これにより難い場合は、監督員の

承諾を得なければならない。また、受注者はコンクリートプレーサ、ベルトコンベヤ、

その他を用いる場合も、材料の分離を防ぐようこれらを配置しなければならない。 
 

 

1-3-5-6 沈下ひび割れに対する処置 
 

2．沈下ひび割れの防止 

受注者は、沈下ひび割れが発生した場合、タンピングや再振動を行い、これを修復

しなければならない。 

再振動にあたっては、その時期をあらかじめ定めるなどコンクリートの品質の低下

を招かないように注意して行わなければならない。 

第3章 無筋・鉄筋コンクリート 
 

第3節 レディーミクストコンクリート 
 

1-3-3-2 工場の選定 
 

1．一般事項 

（２）JISマーク表示認証製品を製造している工場（工業標準化法の一部を改正する法律（平

成16年6月9日公布 法律第95号）に基づき国に登録された民間の第三者機関（登録

認証機関）により製品にJISマーク表示する認証を受けた製品を製造している工場）

が工事現場近くに見当たらない場合は、使用する工場について、設計図書に指定し

たコンクリートの品質が得られることを確かめたうえ、その資料により監督員の確

認を得なければならない。 
 

 

1-3-4-4 材料の計量及び練混ぜ 
 

2．材料の計量 

（4）連続ミキサを使用する場合、各材料は容積計量してよいものとする。 

その計量誤差は、ミキサの容量によって定められる規定の時間当たりの計量分を

質量に換算して、「表1-3-2計量の許容誤差」の値以下とする。 

なお、受注者は、ミキサの種類、練混ぜ時間などに基づき、規定の時間当たりの

計量分を適切に定めなければならない。 
 

 

第5節 運搬・打設 
 

1-3-5-2 準備 
 

2．打設前の確認 

受注者は、コンクリートの打込み前に型わく、鉄筋等が設計図書に従って配置され

ていることを確かめなければならない。 
 

 

1-3-5-4 打設 
 

5．コンクリートポンプ使用時の注意 

受注者はコンクリートポンプを用いる場合は、「コンクリートのポンプ施工指針（案

5章圧送」（土木学会、平成24年6月）の規定による。これにより難い場合は、監督員の

承諾を得なければならない。また、受注者はコンクリートプレーサ、ベルトコンベア、

その他を用いる場合も、材料の分離を防ぐようこれらを配置しなければならない。 
 

 

1-3-5-6 沈下ひび割れに対する処置 
 

2．沈下ひび割れの防止 

受注者は、沈下ひびわれが発生した場合、タンピングや再振動を行い、これを修復

しなければならない。 

再振動にあたっては、その時期をあらかじめ定めるなどコンクリートの品質の低下

を招かないように注意して行わなければならない。 



改定 現行 摘 要 

1-3-5-7 打継目 
 

1．一般事項 

打継目の位置及び構造は、契約図面の定めによるものとする。ただし、受注者は、

やむを得ず契約図面で定められていない場所に打継目を設ける場合、構造物の強度、

耐久性、水密性及び外観を害しないように、その位置、方向及び施工方法を定め、監

督員と協議しなければならない。 
 

 

第6節 鉄筋工 
 

1-3-6-1 一般事項 
 

2．照査 

受注者は、施工前に、設計図書に示された形状及び寸法で、鉄筋の組立が可能か、

また打込み及び締固め作業を行うために必要な空間が確保出来ていることを確認しな

ければならない。不備を発見したときは監督員に協議しなければならない。 
 

 

1-3-6-4 組立て 
 

2．配筋・組立 

受注者は、契約図面に定めた位置に、鉄筋を配置し、コンクリート打設中に動かな

いよう十分堅固に組み立てなければならない。 

なお、必要に応じて契約図面に示されたもの以外の組立用鉄筋等を使用するものと

する。受注者は、鉄筋の交点の要所を、直径 0.8mm以上のなまし鉄線、またはクリッ

プで緊結し、鉄筋が移動しないようにしなければならない。また、設計図書に特別な

組立用架台等が指定されている場合は、それに従うものとする。 
 

 

第9節 寒中コンクリート 
 

1-3-9-2 施工 
 

6．凍結融解害コンクリートの除去 

受注者は、凍結融解によって害を受けたコンクリートを除かなければならない。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-3-5-7 打継目 
 

1．一般事項 

打継目の位置及び構造は、図面の定めによるものとする。ただし、受注者は、やむ

を得ず図面で定められていない場所に打継目を設ける場合、構造物の強度、耐久性、

水密性及び外観を害しないように、その位置、方向及び施工方法を定め、監督員と協

議しなければならない。 
 

 

第6節 鉄筋工 
 

1-3-6-1 一般事項 
 

2．照査 

受注者は、施工前に、設計図書に示された形状および寸法で、鉄筋の組立が可能か、

また打込みおよび締固め作業を行うために必要な空間が確保出来ていることを確認し

なければならない。不備を発見したときは監督員に協議しなければならない。 
 

 

1-3-6-4 組立て 
 

2．配筋・組立 

受注者は、図面に定めた位置に、鉄筋を配置し、コンクリート打設中に動かないよ

う十分堅固に組み立てなければならない。 

なお、必要に応じて図面に示されたもの以外の組立用鉄筋等を使用するものとする

受注者は、鉄筋の交点の要所を、直径 0.8mm以上のなまし鉄線、またはクリップで緊

結し、鉄筋が移動しないようにしなければならない。また、設計図書に特別な組立用

架台等が指定されている場合は、それに従うものとする。 
 

 

第9節 寒中コンクリート 
 

1-3-9-2 施工 
 

6．凍結融解害コンクリートの除去 

受注者は、凍結融解によって害をうけたコンクリートを除かなければならない。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第2編 材 料 編 
 

第1章 一般事項 
 

第2節 工事材料の品質 
 

1．一般事項 

受注者は、工事に使用した材料の品質を証明する、試験成績表、性能試験結果、ミ

ルシート等の品質規格証明書を受注者の責任において整備、保管し、監督員または検

査員の請求があった場合は速やかに提示しなければならない。ただし、設計図書で品

質規格証明書等の提出を定められているものについては、監督員へ提出しなければな

らない。 

なお、JIS規格品のうちJISマーク表示が認証されJISマーク表示がされている材

料・製品等（以下、「JISマーク表示品」という）については、JISマーク表示状態を

示す写真等確認資料の提示に替えることができる。 

2．中等の品質 

契約書第13条第1項に規定する「中等の品質」とは、JIS規格に適合したものまたは、

これと同等以上の品質を有するものをいう。 

4．見本・品質証明資料 

受注者は、設計図書において監督員の試験もしくは確認及び承諾を受けて使用する

ことを指定された工事材料について、見本または品質を証明する資料を工事材料を使

用するまでに監督員に提出し、確認を受けなければならない。 

なお、JISマーク表示品については、JISマーク表示状態の確認とし見本または品質

を証明する資料の提出は省略できる。 
 

 

表 2-2-1 「海外建設資材品質審査・証明」対象資材 

区分／細別 品目 

対応 JIS 規

格 

（参考） 

Ⅰセメント ポルトランドセメント JIS R 5210

高炉セメント JIS R 5211

シリカセメント JIS R 5212

フライアッシュセメント JIS R 5213

Ⅱ鋼材 1 構造物用圧延鋼材 一般構造用圧延鋼材 JIS G 3101

溶接構造用圧延鋼材 JIS G 3106

鉄筋コンクリート用棒鋼 JIS G 3112

溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材 JIS G 3114

2 軽量形鋼 一般構造用軽量形綱 JIS G 3350

3 鋼管 一般構造用炭素綱鋼管 JIS G 3444

配管用炭素綱鋼管 JIS G 3452

第2編 材 料 編 
 

第1章 一般事項 
 

第2節 工事材料の品質 
 

1．一般事項 

受注者は、工事に使用した材料の品質を証明する、試験成績表、性能試験結果、ミ

ルシート等の品質規格証明書を受注者の責任において整備、保管し、監督員または検

査員の請求があった場合は速やかに提示しなければならない。ただし、設計図書で提

出を定められているものについては、監督員へ提出しなければならない。 

なお、JIS規格品のうちJISマーク表示が認証されJISマーク表示がされている材

料・製品等（以下、「JISマーク表示品」という）については、JISマーク表示状態を示

す写真等確認資料の提示に替えることができる。 
 

 

2．中等の品質 

約款第13条第1項に規定する「中等の品質」とは、JIS規格に適合したものまたは、

これと同等以上の品質を有するものをいう。 

4．見本・品質証明資料 

受注者は、設計図書において指定された工事材料について、見本または品質を証明

する資料を工事材料を使用するまでに監督員に提出し、確認を受けなければならない

なお、JISマーク表示品については、JISマーク表示状態の確認とし見本または品質

を証明する資料の提出は省略できる。 
 

 

 

表 2-2-1 「海外建設資材品質審査・証明」対象資材 

区分／細別 品目 

対応 JIS 規

格 

（参考） 

Ⅰセメント ポルトランドセメント JIS R 5210

高炉セメント JIS R 5211

シリカセメント JIS R 5212

フライアッシュセメント JIS R 5213

Ⅱ鋼材 1 構造物用圧延鋼材 一般構造用圧延鋼材 JIS G 3101

溶接構造用圧延鋼材 JIS G 3106

鉄筋コンクリート用棒鋼 JIS G 3112

溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材 JIS G 3114

2 軽量形鋼 一般構造用軽量形綱 JIS G 3350

3 鋼管 一般構造用炭素綱鋼管 JIS G 3444

配管用炭素綱鋼管 JIS G 3452



改定 現行 摘 要 

配管用アーク溶接炭素綱鋼管 JIS G 3457

一般構造用角形鋼管 JIS G 3466

4 鉄線 鉄線 JIS G 3532

5 ワイヤロープ ワイヤロープ JIS G 3525

6 プレストレスト 

  コンクリート 

  用鋼材 

ＰＣ鋼線及び PC 綱より線 JIS G 3536

ＰＣ綱棒 JIS G 3109

ピアノ線材 JIS G 3502

硬鋼線材 JIS G 3506

7 鉄鋼 鉄線 JIS G 3532

溶接金網 JIS G 3551

ひし形金網 JIS G 3552

  8 鋼製ぐい 

  及び鋼矢板 

鋼管ぐい JIS A 5525

Ｈ形綱ぐい JIS A 5526

熱間圧延鋼矢板 JIS A 5528

鋼管矢板 JIS A 5530

9 鋼製支保工 一般構造用圧延鋼材 JIS G 3101

六角ボルト JIS B 1180

六角ナット JIS B 1181

摩擦接合用高力六角ボルト、 

六角ナット、平座金のセット 
JIS B 1186

Ⅲ 瀝青材料 
舗装用石油アスファルト 

日本道路 

規定規格 

石油アスファルト乳剤 JIS K 2208

Ⅳ 割ぐり石及び骨材 割ぐり石 JIS A 5006

道路用砕石 JIS A 5001

アスファルト舗装用骨材 JIS A 5001

フィラー（舗装用石灰石粉） JIS A 5008

コンクリート用砕石及び砕砂 JIS A 5005

コンクリート用スラグ骨材 JIS A 5011

道路用鉄鋼スラグ JIS A 5015

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配管用アーク溶接炭素綱鋼管 JIS G 3457

一般構造用角形鋼管 JIS G 3466

4 鉄線 鉄線 JIS G 3532

5 ワイヤロープ ワイヤロープ JIS G 3525

6 プレストレスト 

  コンクリート 

  用鋼材 

ＰＣ鋼線及び PC 綱より線 JIS G 3536

ＰＣ綱棒 JIS G 3109

ピアノ線材 JIS G 3502

硬鋼線材 JIS G 3506

7 鉄鋼 鉄線 JIS G 3532

溶接金網 JIS G 3551

ひし形金網 JIS G 3552

  8 鋼製ぐい 

  及び鋼矢板 

鋼管ぐい JIS A 5525

Ｈ型綱ぐい JIS A 5526

熱間圧延鋼矢板 JIS A 5528

鋼管矢板 JIS A 5530

9 鋼製支保工 一般構造用圧延鋼材 JIS G 3101

六角ボルト JIS B 1180

六角ナット JIS B 1181

摩擦接合用高力六角ボルト、 

六角ナット、平座金のセット 
JIS B 1186

Ⅲ 瀝青材料 
舗装用石油アスファルト 

日本道路 

規定規格 

石油アスファルト乳剤 JIS K 2208

Ⅳ 割ぐり石及び骨材 割ぐり石 JIS A 5006

道路用砕石 JIS A 5001

アスファルト舗装用骨材 JIS A 5001

フィラー（舗装用石灰石粉） JIS A 5008

コンクリート用砕石及び砕砂 JIS A 5005

コンクリート用スラグ骨材 JIS A 5011

道路用鉄鋼スラグ JIS A 5015

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第2章 土木工事材料 
 

第6節 セメント及び混和材料 
 

2-2-6-2 セメント 
 

2．普通ポルトランドセメントの規定 

コンクリート構造物に使用する普通ポルトランドセメントは、本条3項、4項の規定

に適合するものとする。 

なお、小規模工種で、1工種あたりの総使用量が10m3未満の場合は、本条項の適用を

除外することができる。 
 

 

第7節 セメントコンクリート製品 
 

2-2-7-1 一般事項 
 

2．塩化物含有量 

セメントコンクリート中の塩化物含有量は、コンクリート中に含まれる塩化物イオ

ン（Cl-）の総量で表すものとし、練混ぜ時の全塩化物イオンは0.30㎏/m3以下とする

ものとする。 

なお、受注者は、これを超えるものを使用する場合は、設計図書に関して監督員の

承諾を得なければならない。 
 

 

第8節 瀝青材料 
 

2-2-8-3 再生用添加剤 

再生用添加剤の品質は、労働安全衛生法施行令（平成28年11月改正 政令第343号）に

規定されている特定化学物質を含まないものとし、表2-2-24、表2-2-25、表2-2-26の規

格に適合するものとする。 
 

 

第10節 目地材料 
 

2-2-10-1 注入目地材 
 

1．一般事項 

注入目地材は、コンクリート版の膨張、収縮に順応し、コンクリートとよく付着し、

しかもひび割れが入らないものとする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2章 土木工事材料 
 

第6節 セメント及び混和材料 
 

2-2-6-2 セメント 
 

2．普通ポルトランドセメントの規定 

コンクリート構造物に使用する普通ポルトランドセメントは、本状3項、4項の規定

に適合するものとする。 

なお、小規模工種で、1工種当たりの総使用量が10m3未満の場合は、本条項の適用を

除外することができる。 
 

 

第7節 セメントコンクリート製品 
 

2-2-7-1 一般事項 
 

2．塩化物含有量 

セメントコンクリート中の塩化物含有量は、コンクリート中に含まれる塩化物イオ

ン（Cl-）の総量で表すものとし、練りまぜ時の全塩化物イオンは0.30㎏/m3以下とす

るものとする。 

なお、受注者は、これを超えるものを使用する場合は、設計図書に関して監督員の

承諾を得なければならない。 
 

 

第8節 瀝青材料 
 

2-2-8-3 再生用添加剤 

再生用添加剤の品質は、労働安全衛生法施行令（平成26年7月改正 政令第269号）に

規定されている特定化学物質を含まないものとし、表2-2-24、表2-2-25、表2-2-26の規

格に適合するものとする。 
 

 

第10節 目地材料 
 

2-2-10-1 注入目地材 
 

1．一般事項 

注入目地材は、コンクリート版の膨張、収縮に順応し、コンクリートとよく付着し、

しかもひびわれが入らないものとする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第12節 道路標識及び区画線 
 

2-2-12-1 道路標識 
 

（4）反射シート 

標示板に使用する反射シートは、ガラスビーズをプラスチックの中に封入したレ

ンズ型反射シートまたは、空気層の中にガラスビーズをプラスチックで覆ったカプ

セルレンズ型反射シートとし、その性能は表2-2-27、表2-2-28に示す規格以上のも

のとする。 

また、反射シートは、屋外にさらされても、著しい色の変化、ひび割れ、剥れが

生じないものとする。 

なお、受注者は、表2-2-27、表2-2-28に示した品質以外の反射シートを用いる場

合には、監督員の確認を受けなければならない。 
 

 

表2-2-27 封入レンズ型反射シートの反射性能 

観測角° 入射角° 白 黄 赤 青 緑 

12’ 

(0.2°) 

5° 70 50 15 4.0 9.0 

30° 30 22 6.0 1.7 3.5 

20’ 

(0.33°) 

5° 50 35 10 2.0 7.0 

30° 24 16 4.0 1.0 3.0 

2° 
5° 5.0 3.0 0.8 0.2 0.6 

30° 2.5 1.5 0.4 0.1 0.3 

［注］試験及び測定方法は、JIS Z 9117（再帰性反射材）によ

る。  

 

表2-2-28 カプセルレンズ型反射シートの反射性能 

観測角° 入射角° 白 黄 赤 青 緑 

12’ 

(0.2°) 

5° 250 170 45 20 45 

30° 150 100 25 11 25 

20’ 

(0.33°) 

5° 180 122 25 14 21 

30° 100 67 14 8.0 12 

2° 
5° 5.0 3.0 0.8 0.3 0.6 

30° 2.5 1.8 0.4 0.1 0.3 

 

［注］試験及び測定方法は、JIS Z 9117 （再帰性反射材）に

よる。  

 
 

 

 

第12節 道路標識及び区画線 
 

2-2-12-1 道路標識 
 

（4）反射シート 

標示板に使用する反射シートは、ガラスビーズをプラスチック－の中に封入した

レンズ型反射シートまたは、空気層の中にガラスビーズをプラスチック－で覆った

カプセルレンズ型反射シートとし、その性能は表2-2-27、表2-2-28に示す規格以上

のものとする。 

また、反射シートは、屋外にさらされても、著しい色の変化、ひびわれ、剥れが

生じないものとする。 

なお、受注者は、表2-2-27、表2-2-28に示した品質以外の反射シートを用いる場

合には、監督員の確認を受けなければならない。 
 

表2-2-27 封入レンズ型反射シートの反射性能 

観測角° 入射角° 白 黄 赤 青 緑 

12’ 

(0.2°)

5° 70 50 15 4.0 9.0 

30° 30 22 6.0 1.7 3.5 

20’ 

(0.2°)

5° 50 35 10 2.0 7.0 

30° 24 16 4.0 1.0 3.0 

2° 
5° 5.0 3.0 0.8 0.2 0.6 

30° 2.5 1.5 0.4 0.1 0.3 

［注］試 験 及び 測定方法 は、JIS Z 9117（再 帰性反 射材 ）に よ

る 。  

 

表2-2-28 カプセルレンズ型反射シートの反射性能 

観測角° 入射角° 白 黄 赤 青 緑 

12’ 

(0.2°)

5° 250 170 45 20 45 

30° 150 100 25 11 25 

20’ 

(0.2°)
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30° 100 67 14 8.0 12 

2° 
5° 5.0 3.0 0.8 0.3 0.6 
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［注］試 験 及び 測定方法 は、JIS Z 9117 （再 帰性反 射材 ）に

よ る。  
 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第3編 土木工事共通編 
 

第1節 総  則 
3-1-1-2 請負代金内訳書 

 

1．請負代金内訳書 

受注者は、契約書第3条に請負代金内訳書（以下「内訳書」という。）を規定された

ときは、内訳書を発注者に提出しなければならない。 
 

 

3-1-1-3 工程表 
 

受注者は、契約書第3条に規定する工程表を作成し、監督員を経由して発注者に提出

しなければならない。 
 

 

3-1-1-6 監督員による確認及び立会等 
 

5．遵守義務 

受注者は、契約書第9条第2項第3号、第13条第2項または第14条第1項もしくは同条

第2項の規定に基づき、監督員の立会を受け、材料の確認を受けた場合にあっても、契

約書第17条及び第31条に規定する義務を免れないものとする。 
 

 

 

表3-1-1  段階確認一覧表 

種  別 細  別 確認時期 

共通（全工種） 

丁張 設置完了時 

掘削・床掘 
土(岩)質の変化した時 

掘削・床掘完了時 

材料 施工前 

配筋 鉄筋組立完了時 

埋戻し 埋戻し前 注3 

指定仮設工  設置完了時 

矢板工(任意仮設を除く) 
鋼矢板 

鋼管矢板 

打込時 

打込完了時 

安定処理工 

表層混合処理・路床安定処理 処理完了時 

置換 掘削完了時 

サンドマット 処理完了時 

バーチカルドレーン工 

サンドドレーン 

袋詰式サンドドレーン 

ペーパードレーン等 

施工時 

施工完了時 

 
 

（以下表省略） 

第3編 土木工事共通編 
 

第1節 総  則 
 

3-1-1-2 請負代金内訳書 
 

1．請負代金内訳書 

受注者は、約款第3条に請負代金内訳書（以下「内訳書」という。）を規定されたと

きは、内訳書を監督員を通じて発注者に提出しなければならない。 
 

 

3-1-1-3 工程表 
 

受注者は、約款第3条に規定する工程表を作成し、監督員を経由して発注者に提出し

なければならない。 
 

 

3-1-1-6 監督員による確認及び立会等 
 

5．遵守義務 

受注者は、約款第9条第2項第3号、第13条第2項または第14条第1項もしくは同条第2

項の規定に基づき、監督員の立会を受け、材料の確認を受けた場合にあっても、約款

第17条及び第31条に規定する義務を免れないものとする。 
 

 

 

表3-1-1  段階確認一覧表 

種  別 細  別 確認時期 

共通（全工種） 

丁張 設置完了時 

掘削・床掘 
土(岩)質の変化した時 

掘削・床掘完了時 

材料 施工前 

配筋 鉄筋組立完了時 

埋戻し 埋戻し前 注3 

指定仮設工  設置完了時 

矢板工(任意仮設を除く) 
鋼矢板 

鋼管矢板 

打込時 

打込完了時 

安定処理工 

表層混合処理・路床安定処理 処理完了時 

置換 掘削完了時 

サンドマット 処理完了時 

バーチカルドレーン工 

サンドドレーン 

袋詰式サンドドレーン 

ペーパードレーン 

施工時 

施工完了時 

 
 

（以下表省略） 



改定 現行 摘 要 

3-1-1-13 提出書類 
 

2．設計図書に定めるもの 

契約書第9条第5項に規定する「設計図書に定めるもの」とは請負代金額に係わる請

求書、代金代理受領諾申請書、遅延利息請求書、監督員に関する措置請求に係わる書

類及びその他現場説明の際指定した書類をいう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-1-13 提出書類 
 

2．設計図書に定めるもの 

約款第9条第5項に規定する「設計図書に定めるもの」とは請負代金額に係わる請求

書、代金代理受領諾申請書、遅延利息請求書、監督員に関する措置請求に係わる書類

及びその他現場説明の際指定した書類をいう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第2章 一般施工 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編Ⅱ鋼橋編） （平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編Ⅳ下部構造編） （平成24年3月） 

日本道路協会 鋼道路橋施工便覧 （平成27年3月） 

日本道路協会 鋼道路橋防食便覧 （平成26年3月） 

日本道路協会 舗装調査・試験法便覧 （平成19年6月） 

日本道路協会 アスファルト舗装工事共通仕様書解説 （平成4年12月） 

日本道路協会 転圧コンクリート舗装技術指針（案） （平成2年11月） 

建設省 薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針 （昭和49年7月） 

建設省 薬液注入工事に係る施工管理等について （平成2年9月） 

日本薬液注入協会 薬液注入工法の設計・施工指針            （平成元年6月） 

国土交通省 仮締切堤設置基準（案）        （平成26年12月一部改正） 

環境省 水質汚濁に係わる環境基準について           （平成28年3月） 

日本道路協会 防護柵の設置基準・同解説 （平成28年12月）

日本道路協会 杭基礎施工便覧 （平成27年3月） 
 

（省略） 

国土交通省 土木構造物設計マニュアル（案）に係わる設計・施工の手引き（案）

[樋門編] （平成13年12月）

国土交通省 道路土工構造物技術基準            （平成27年3月） 

労働省 騒音障害防止のためのガイドライン （平成4年10月） 

厚生労働省 手すり先行工法等に関するガイドライン （平成21年4月） 

土木学会 コンクリート標準示方書（規準編）                 （平成25年11月）

山梨県県土整備部 土木工事設計マニュアル 道路編Ⅰ（道路編） 

山梨県県土整備部 土木工事設計マニュアル 道路編Ⅱ（橋梁編） 

山梨県県土整備部 土木工事設計マニュアル 河川・砂防編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2章 一般施工 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編Ⅱ鋼橋編） （平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編Ⅳ下部構造編） （平成24年3月） 

日本道路協会 鋼道路橋施工便覧 （昭和60年2月） 

日本道路協会 鋼道路橋防食便覧 （平成26年3月） 

日本道路協会 舗装調査・試験便覧 （平成19年6月） 

日本道路協会 アスファルト舗装工事共通仕様書解説 （平成4年12月） 

日本道路協会 転圧コンクリート舗装技術指針（案） （平成2年11月） 

建設省 薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針 （昭和49年7月） 

建設省 薬液注入工事に係る施工管理等 （平成2年9月） 

日本薬液注入協会 薬液注入工法の設計・施工指針 （平成元年6月） 

国土交通省 仮締切堤設置基準（案）       （平成26年12月一部改正） 

環境省 水質汚濁に係わる環境基準について       （平成26年11月） 

日本道路協会 防護柵の設置基準・同解説 （平成20年1月） 

日本道路協会 杭基礎施工便覧 （平成19年1月） 
 

（省略） 

国土交通省 土木構造物設計マニュアル（案）に係わる設計・施工の手引き（案）

[樋門編] （平成13年12月）
 

（追加） 

労働省 騒音障害防止のためのガイドライン （平成4年10月） 

厚生労働省 手すり先行工法等に関するガイドライン （平成21年4月） 

土木学会 コンクリート標準示方書（規準編）                 （平成24年11月）

山梨県県土整備部 土木工事設計マニュアル 道路編Ⅰ（道路編） 

山梨県県土整備部 土木工事設計マニュアル 道路編Ⅱ（橋梁編） 

山梨県県土整備部 土木工事設計マニュアル 河川・砂防編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第3節 共通的工種 
 

3-2-3-2 材 料 
 

6．視線誘導標の形状及び性能 
 

（1）反射体 

② 受注者は、色が白色または橙色で以下に示す色度範囲にある反射体を用いなけ

ればならない。 

白色 0.31+0.25x≧y≧0.28+0.25x 

 0.50≧x≧0.41 

橙色 0.44≧y≧0.39 

 y≧0.99-x 

ただし、x、yはJIS Z 8781-3（測量色-第三部：CIE三刺激値）の色度座標であ

る。 
 

（2）支 柱 

④ 塗装仕上げする鋼管の場合 

3）受注者は、熱硬化性アクリル樹脂塗装以上の塗料を用いて、20μm以上の塗装

厚で仕上げ塗装しなければならない。 
 

 

3-2-3-5 縁石工 
 

1．一般事項 

縁石工の施工にあたり、縁石ブロック等は、あらかじめ施工した基盤の上に据付け

るものとする。敷モルタルの配合は、1：3（セメント：砂）とし、この敷モルタルを

基礎上に敷均した後、縁石ブロック等を契約図面に定められた線形及び高さに合うよ

う十分注意して据付けなければならない。 
 

 

3-2-3-12 プレテンション桁製作工（購入工） 
 

 2．適用規定 
（3）コンクリートの施工について、以下の規定により製作されたもの。 

  ② 蒸気養生を行う場合は、コンクリートの打込み後2時間以上経過してから加熱

を始めて製作されたもの。また、養生室の温度上昇は1時間あたり15度以下とし、

養生中の温度は65度以下として製作されたものとする。 
 

 

3-2-3-13 ポストテンション桁製作工 
 

 3．PC緊張の施工 
（3）プレストレッシングに先立ち、以下の調整及び試験を行わなければならない。 
  ① 引張装置のキャリブレーション 
  ② PC鋼材のプレストレッシングの管理に用いる摩擦係数及びPC鋼材の見かけのヤ

ング係数を求める試験。 
 

 

 

第3節 共通的工種 
 

3-2-3-2 材 料 
 

6．視線誘導標の形状及び性能 
 

（1）反射体 

② 受注者は、色が白色または橙色で以下に示す色度範囲にある反射体を用いなけ

ればならない。 

白色 0.31+0.25x≧y≧0.28+0.25x 

 0.50≧x≧0.41 

橙色 0.44≧y≧0.39 

 y≧0.99-x 

ただし、x、yはJIS Z 8701（色の表示方法-XYZ表色系及びX10Y10Z10表色系）

の色度座標である。 

（2）支 柱 

④ 塗装仕上げする鋼管の場合 

3）受注者は、熱硬化性アクリル樹脂塗装以上の塗料を用いて、20μm以上の塗装

で仕上げ塗装しなければならない。 
 

 3-2-3-5 縁石工 
 

1．一般事項 

縁石工の施工にあたり、縁石ブロック等は、あらかじめ施工した基盤の上に据付け

るものとする。敷モルタルの配合は、1：3（セメント：砂）とし、この敷モルタルを

基礎上に敷均した後、縁石ブロック等を図面に定められた線形及び高さに合うよう十

分注意して据付けなければならない。 
 

 

3-2-3-12 プレテンション桁製作工（購入工） 
 

  2．適用規定 
 （3）コンクリートの施工について、以下の規定により製作されたもの。 
 ② 蒸気養生を行う場合は、コンクリートの打込み後2時間以上経過してから加熱

を始めたもの。また、養生室の温度上昇は1時間あたり15度以下とし、養生中の温

度は65度以下として製作されたものとする。 
 

 

3-2-3-13 ポストテンション桁製作工 
 

3．PC緊張の施工 
（3）プレストレッシングに先立ち、以下の調整及び試験を行わなければならない。 
  ① 引張装置のキャリプレーション 
  ② PC鋼材のプレストレッシングの管理に用いる摩擦係数及びPC鋼材の見かけヤン

グ係数を求める試験。 
 

 

 



改定 現行 摘 要 

4．グラウトの施工 
（2）受注者は、使用グラウトについて事前に以下の試験及び測定を行い、設計図書に示す

品質が得られることを確認しなければならない。ただし、この場合の試験及び測

定は、現場と同一条件で行うものとする。 
  ① 流動性試験 
 （3）グラウトの施工については、ダクト内に圧縮空気を通し、導通があること及びダク

トの気密性を確認した後、グラウト注入時の圧力が高くなりすぎないように管理

し、ゆっくり行う。また、排出口より一様な流動性のグラウトが流出したことを

確認して作業を完了しなければならない。 
 

6．主桁製作設備の施工 

主桁製作設備の施工については、以下の規定によるものとする。 

  （1）主桁製作台の製作については、プレストレッシングにより、有害な変形、沈下な

      どが生じないようにするものとする。 

7．プレグラウトPC鋼材 

プレグラウトPC鋼材を使用する場合は、以下の規定によるものとする。 
 

 

3-2-3-14 プレキャストセグメント主桁組立て工 
 

  2．ブロック組立て施工 
ブロックの組立ての施工については、以下の規定によるものとする。 

（1）プレキャストブロックの接合に用いる接着剤の使用にあたり材質がエポキシ樹脂

系接着剤で強度、耐久性及び水密性がブロック同等以上で、かつ、表3-2-3に示す

条件を満足するものを使用しなければならない。エポキシ樹脂系接着剤を使用する

場合は、室内で密封し、原則として製造後6ヶ月以上経過したものは使用してはな

らない。これ以外の場合は、設計図書によるものとする。 
なお、接着剤の試験方法は「コンクリート標準示方書・（規準編）」（土木学会、 平

成25年11月）における、JSCE-H 101-2013プレキャストコンクリート用樹脂系接着

剤（橋げた用）品質規格（案）による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得

なければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

4．グラウトの施工 
（2）受注者は、使用グラウトについて事前に以下の試験及び測定を行い、設計図書に示す

品質が得られることを確認しなければならない。ただし、この場合の試験及び測

定は、現場と同一条件で行うものとする。 
  ① 流動試験 
（3）グラウトの施工については、ダクト内に圧縮空気を通し、導通があること及び 

ダクトの機密性を確認した後、グラウト注入時の圧力が高くなりすぎないよいうに

管理し、ゆっくり行う。また、排出口より一様な流動性のグラウトが流出したこと

を確認して作業を完了しなければならない。 
 

 6．主桁製作設備の施工 

主桁製作設備の施工については、以下の規定によるものとする。 

  （1）主桁製作台の施工については、プレストレッシングにより、有害な変形、沈下な

      どが生じないようにするものとする。 
 

7．プレグラウトPC鋼材 

プレグラウトPC鋼材を使用する場合は、以下の規定によるもおとする。 
 

 

3-2-3-14 プレキャストセグメント主桁組立て工 
 

2．ブロック組立て施工 
ブロックの組立ての施工については、以下の規定によるものとする。 

（1）プレキャストブロックの接合に用いる接着剤の使用にあたり材質がエポキシ樹脂

系接着剤で強度、耐久性及び水密性がブロック同等以上で、かつ、表3-2-3に示す条

件を満足するものを使用しなければならない。エポキシ樹脂系接着剤を使用する場

合は、室内で密封し、原則として製造後6ヶ月以上経過したものは使用してはなら

ない。これ以外の場合は、設計図書によるものとする。 
なお、接着剤の試験方法はJSCE-H-2013プレキャストコンクリート用樹脂系接着

剤（橋げた用）品質規格（案）「コンクリート標準示方書・（基準編）」（土木学会、

平成25年11月）による。これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならな

い。 
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表3-2-3 エポキシ樹脂系接着剤の品質規格の標準 

品質項目 単 位 品質規格 試験温度 養生条件 

未
硬
化
の
接
着
剤 

外 観 - 

有害と認められる異物の

混入が なく、材料分離 

が生じていないこと 

春秋用 

23±2℃ 

夏用 

30±2℃ 

冬用 

10±2℃ 

－ 粘 度 MPa･s 1×104～10×104 

可 使 時 間 時間 2以上 

だれ最小厚さ mm 0.3以上 

硬
化
し
た
接
着
剤 

密    度 g/cm3 1.1～1.7 

23±2℃ 

23± 

2℃ 

 

7日間 

引 張 強 さ Ｎ/mm2 12.5以上 

圧 縮 強 さ Ｎ/mm2 50.0以上 

引 張 せ ん 断 

接 着 強 さ 
Ｎ/mm2 12.5以上 

接 着 強 さ Ｎ/mm2 6.0以上 

  

 

3-2-3-23 現場継手工 
 

  1．一般事項 
 

表3-2-5 無機ジンクリッチペイントを塗装する場合の条件 

項        目 条    件 

接触面片面あたりの最小乾燥塗膜厚 50μm 以上 

接触面の合計乾燥塗膜厚 100～200μm 

乾燥塗膜中の亜鉛含有量 80％以上 

亜鉛末の粒径（50％平均粒径） 10μm 程度以上 

  

  3．ボルトの締付け 

（5）ボルトの締付けを耐力点法によって行う場合は、JIS B 1186（摩擦接合用高力六角ボ

ルト・六角ナット・平座金のセット）に規定された第2種の呼びM20、M22、M24を標

準とし、耐遅れ破壊特性の良好な高力ボルトを用い、専用の締付け機を使用して本

締付けを行わなければならない。 

 （6）ボルトの締付け機、測定器具などの検定は、下記に示す時期に行いその精度を確認

しなければならない。 

   ・軸力計は現場搬入直前に1回、その後は3ヶ月に1回検定を行う。 

   ・トルクレンチは現場搬入時に1回、搬入後は1ヶ月に1回検定を行う。 

   ・ボルト締付け機は現場搬入前に1回点検し、搬入後は3ヶ月に1回検定を行う。ただ

し、トルシア形高力ボルト専用締付け機は検定の必要はなく、整備点検を行えば

よい。 
 

 

 

表3-2-3 エポキシ樹脂系接着剤の品質規格の標準 

品質項目 単 位 品質規格 試験温度 養生条件 

未
硬
化
の
接
着
剤 

外

観 
- 

有害と認められる異物

の混入が なく、材料分

離 が生じていないこ

春秋用 

23±2℃  

夏用 

30±2℃  

冬用 

10±2℃

－ 粘 MPa･s 1×104～ 1×105 

可 使 時間 2以上 

だれ最小厚さ mm 0.3以上 

硬
化
し
た
接
着
剤

比 - 1.1～ 1.7 

23±2℃  

23± 

2℃  

 

7日間 

引 張 Ｎ/mm2 12.5以上 

圧 縮 Ｎ/mm2 50.0以上 

引 張 せ ん

断

Ｎ/mm2 12.5以上 

接 着 Ｎ/mm2 6.0以上 

 
 

3-2-3-23 現場継手工 
 

  1．一般事項 
 

表3-2-5 無機ジンクリッチペイントを塗装する場合の条件 

項         目  条     件  

接触面片面あたりの最小乾燥塗膜厚 50μ m  

接触面の合計乾燥塗膜厚 100～ 200μ m 

乾燥塗膜中の亜鉛含有量 80％以上 

亜鉛末の粒径（50％平均粒径） 10μ m 程度以上 

 
 

 3．ボルトの締付け 

（5）ボルトの締付けを耐力点方によって行う場合は、JIS B 1186（摩擦接合用高力六角ボ

ルト・六角ナット・平座金のセット）に規定された第2種の呼びM20、M22、M24を標

準とし、耐遅れ破壊特性の良好なボルトを用い、専用の締付け機を使用して本締め

を行わなければならない。 

 （6）ボルトの締付け機、測量器具などの検定を現地施工に先立ち現地搬入直前に1回、

      搬入後はトルクレンチは1ヶ月毎にその他の機器は3ヶ月毎に点検を行い、精度を 

を確認しなければならない。 
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  4．締付けボルト軸力 

 （5）耐力点法によって締付ける場合の締付けボルト軸力は、使用する締付け機に対し

   て一つの製造ロットから5組の供試セットを無作為に抽出して試験を行った場合 

の平均値が、表3-2-9に示すボルトの軸力の範囲に入るものとする。 
 

 5．ボルトの締付け順序 

受注者は、ボルトの締付けを、連結板の中央のボルトから順次端部ボルトに向かっ

て行い、2度締めを行わなければならない。順序は、図3-2-1のとおりとする。 

なお、予備締め後には締め忘れや共まわりを容易に確認できるようにボルトナット

及び座金にマーキングを行わなければならない。 
 

7．締付け確認 

（3）回転法及び耐力点法による場合は、全数についてマーキングによる外観確認を 行

わなければならない。 
 

 

3-2-3-24 伸縮装置工 
 

1．一般事項 

受注者は伸縮装置の据付けについては、施工時の気温を考慮し、設計時の標準温度

で橋と支承の相対位置が標準位置となるよう温度補正を行って据付け位置を決定しな

ければならない。また、監督員または検査員から請求があった場合は速やかに提示し

なければならない。 
 

 

3-2-3-25 銘板工 
 

 1．一般事項 
 

＜鋼橋の場合＞               ＜コンクリート橋の場合＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図3-2-2 銘板の寸法及び記載事項 

○ ○橋 
２０○○年○○月 
山梨県県土整備部 
道示（２０１２）B活荷重 
使用鋼材：○○○○ 
設    計：○○設計事務所 
製    作：○○○会社 

8mm 

200m 

300mm 

○ ○橋 
２０○○年○○月 
山梨県県土整備部 
道示（２０１２）B活荷重 
定着方式：○○○○ 
設    計：○○設計事務所 
施    工：○○○会社 

200m 

300mm 

8mm

13mm 

 

 

 

 

 

4．締付けボルト軸力 

 （5）耐力点方によって締付ける場合の締付けボルト軸力は、使用する締付け機に対し

   て一つの製造ロットから5組の供試体セットを無作為に抽出して試験を行った場合

の平均値が、表3-2-9に示すボルトの軸力の範囲に入るものとする。 
 

5．ボルトの締付け順序 

受注者は、ボルトの締付けを、連結板の中央のボルトから順次端部ボルトに向かっ

て行い、2度締めを行わなければならない。順序は、図3-2-1のとおりとする。 

なお、予備締め後には締め忘れや共まわりを容易に確認できるようにボルト及び座

金にマーキングを行わなければならない。 
 

7．締付け確認 

（3）回転法及び耐力転法による場合は、全般についてマーキングによる外観確認を 行わ

なければならない。 
 

 

3-2-3-24 伸縮装置工 
 

1．一般事項 

受注者は伸縮装置の据付については、施工時の気温を考慮し、設計時の標準温度で

橋と支承の相対位置が標準位置となるよう温度補正を行って据付位置を決定しなけれ

ばならない。また、監督員または検査員から請求があった場合は速やかに提示しなけ

ればならない。 
 

 

3-2-3-25 銘板工 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

○ ○ 橋 

20 ○ ○ 年 ○ ○ 月 
山梨県県土整備部 

道 示（2001）Ｂ活荷重 

使用鋼材：○ ○ ○ ○ 

設  計：○○○会社 

製  作：○○○会社 

板厚 8㎜、字厚 5㎜、計 13㎜ 

300㎜ 

8
㎜

13㎜ 

2
0
0
㎜

 

図3-2-2 銘板の寸法及び記載事項 
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3-2-3-26 多自然型護岸工 
 

 5．柳枝の施工 

受注者は、柳枝の施工については、のりごしらえ後、ます形に、杭を垂直に打ち込

むとともに、杭頭を打ちそろえなければならない。 
 

 

3-2-3-28 プレキャストカルバート工 
 

4．プレキャストパイプの施工 

受注者は、プレキャストパイプの施工については、ソケットのあるパイプの場合は

ソケットをカルバートの上流側または高い側に向けて設置しなければならない。ソケ

ットのないパイプの接合は、カラー接合または印ろう接合とし、接合部はモルタルで

コーキングし、漏水が起こらないように施工しなければならない。 
 

 

3-2-3-29 側溝工 
 

8．管の据付 

受注者は、基礎工の上に通りよく管を据付けるとともに、管の下面及びカラーの周

囲にはコンクリートまたは固練りモルタルを充填し、空隙や漏水が生じないように施

工しなければならない。 
 

10．異常時の処置 

受注者は、コルゲートパイプの布設については、砂質土または軟弱地盤が出現した

場合には、施工する前に設計図書に関して監督員と協議しなければならない。 

12．コルゲートパイプの布設条件 

受注者は、コルゲートパイプの布設条件（地盤条件・出来形等）については設計図

書によるものとし予期しない沈下のおそれがあって、上げ越しが必要な場合には、設

計図書に関して監督員と協議しなければならない。 
 

 

3-2-3-31 現場塗装工 

9．塗装の禁止条件 
 

表3-2-10 塗装禁止条件 
 

（表省略） 

注）※印を付した塗料を低温時に塗布する場合は、低温用の塗料を用いなければならない。

（1）降雨等で表面が濡れているとき。 

（2）風が強いとき、及び塵埃が多いとき。 

（3）塗料の乾燥前に降雨、降雪、降霜のおそれがあるとき。 

（4）炎天で鋼材表面の温度が高く塗膜にアワを生ずるおそれのあるとき。 

（5）その他監督員が不適当と認めたとき。 
 

 

13．下塗 

（4）受注者は、支承等の機械仕上げ面に、防錆油等を塗布しなければならない。 
 

 

3-2-3-26 多自然型護岸工 
 

5．柳枝の施工 

受注者は、流枝の施工については、のりごしらえ後、ます形に、杭を垂直に打ち込

むとともに、杭頭を打ちそろえなければならない。 
 

 

3-2-3-28 プレキャストカルバート工 
 

4．プレキャストパイプの施工 

受注者は、プレキャストパイプの施工については、ソケットのあるパイプの場合は

ソケットをカルバートの上流側または高い側に向けて設置しなければならない。ソケ

ットのないパイプの接合は、から接合または印ろう接合とし、接合部はモルタルでコ

ーキングし、漏水が起こらないように施工しなければならない。 
 

 

3-2-3-29 側溝工 
 

8．管の据付 

受注者は、基礎工の上に通りよく管を据付けるとともに、管の下面及びからの周囲

にはコンクリートまたは固練りモルタルを充填し、空隙あるいは漏水が生じないよう

に施工しなければならない。 
 

10．異常時の処置 

受注者は、コルゲートパイプの布設については、砂質土または軟弱地盤が出現した

ばあいには、施工する前に設計図書に関して監督員と協議しなければならない。 

12．コルゲートパイプの布設条件 

受注者は、コルゲートパイプの敷設条件（地盤条件・出来形等）については設計図

書によるものとし予期しない沈下のおそれがあって上げ越しが必要な場合には、設計

図書に関して監督員と協議しなければならない。 
 

 

3-2-3-31 現場塗装工 
 

9．塗装の禁止条件 
 

表3-2-10 塗装禁止条件 
 

（表省略） 

注）※印を付した塗料を低温時に塗布する場合は、低温用の塗料を用いなければならない。

（1）降雨等で表面が濡れているとき。 

（2）風が強いとき、及び塵埃が多いとき。 

（3）塗料の乾燥前に降雨、雪、霜のおそれがあるとき。 

（4）炎天で鋼材表面の温度が高く塗膜にアワを生ずるおそれのあるとき。 

（5）その他監督員が不適当と認めたとき。 
 

 

13．下塗 

（4）受注者は、支承等の機械仕上げ面に、防食油等を塗布しなければならない。 
 

 



改定 現行 摘 要 

16．検査 

（3）受注者は、同一工事、同一塗装系、同一塗装方法により塗装された500m2単位毎に

25点（1点あたり5回測定）以上塗膜厚の測定をしなければならない。ただし、1ロ

ットの面積が200m2に満たない場合は10m2ごとに1点とする。 

（6）受注者は、次に示す要領により塗膜厚の判定をしなければならない。 

① 塗膜厚測定値（5回平均）の平均値は、目標塗膜厚合計値の90％以上とするも

のとする。 

② 塗膜厚測定値（5回平均）の最小値は、目標塗膜厚合計値の70％以上とするも

のとする。 

③ 塗膜厚測定値（5回平均）の分布の標準偏差は、目標塗膜厚合計値の20％を越

えないものとする。ただし、標準偏差が20％を超えた場合、測定値の平均値が目

標塗膜厚合計値より大きい場合は合格とする。 

④ 平均値、最小値、標準偏差のうち1つでも不合格の場合はさらに同数の測定を

行い、当初の測定値と合わせて計算した結果が管理基準値を満足すれば合格とし

不合格の場合は、最上層の塗料を増し塗りして、再検査しなければならない。

（7）受注者は、塗料の缶貼付ラベルを完全に保ち、開封しないままで現場に搬入し、

塗料の品質、製造年月日、ロット番号、色彩及び数量を監督員に提示しなければな

らない。 

また、受注者は、塗布作業の開始前に出荷証明書、塗料成績表（製造年月日、ロ

ット番号、色採、数量を明記）を確認し、記録、保管し、監督員にまたは検査員の

請求があった場合は速やかに提示しなければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16．検査 

（3）受注者は、同一工事、同一塗装系、同一塗装方法により塗装された500m2単位毎に

25点（1点当たり5回測定）以上塗膜厚の測定をしなければならない。ただし、1ロ

ットの面積が200m2に満たない場合は10m2ごとに1点とする。 

（6）受注者は、次に示す要領により塗膜厚の判定をしなければならない。 

① 塗膜厚測定値（5回平均）の平均値は、目標塗膜厚（合計値）の90％以上とす

るものとする。 

② 塗膜厚測定値（5回平均）の最小値は、目標塗膜厚（合計値）の70％以上とす

るものとする。 

③ 塗膜厚測定値（5回平均）の分布の標準偏差は、目標塗膜厚（合計）の20％を

越えないものとする。ただし、平均値が標準塗膜厚以上の場合は合格とするもの

とする。 

④ 平均値、最小値、標準偏差のうち1つでも不合格の場合はさらに同数の測定を

行い、当初の測定値と合わせて計算した結果が基準値を満足すれば合格とし、不

合格の場合は、塗増し、再検査しなければならない。 

（7）受注者は、塗料の缶貼付ラベルを完全に保ち、開封しないままで現場に搬入し、

使用しなければならない。 

また、受注者は、塗布作業の開始前に出荷証明書、塗料成績表（製造年月日、ロ

ット番号、色採、数量を明記）の確認を監督員に受けなければならない。 
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3-2-3-32 かごマット工 
 

1．一般事項 

かごマットの構造及び要求性能については、「鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準

（案）」（平成21年4月24日改定）（以下「鉄線籠型基準」という。）によるほか、契約

図面及び以下による。 
 

 

表3-2-11 要求性能の確認方法 

項目 要求性能 
確認方法 

試験方法 試験条件 基準値 

線材に要求さ

れる性能 

母材の 

健全性 

母材が健全であ

ること 

JIS H 0401の間接

法で使用する試験

液によるめっき溶

脱後の母材鉄線の

写真撮影 

めっきを剥いだ状態

での母材鉄線の表面

撮影 

母材に傷が付いて

いないこと 

強度 

洗掘時の破断抵

抗及び洗掘に追

随する屈とう性

を有する鉄線籠

本体の一部とし

て機能するため

に必要な強度を

有すること 

引張試験 

(JIS G 3547 に準拠

） 

- 
引張強さ 

290N/mm2以上 

耐久性 

淡水中での耐用

年数30年程度を

確保すること 

腐食促進試験 

（JIS G 0594に準拠）

塩化物イオン濃度

0ppm 

試験時間 

1,000時間 

めっき残存量 

30g/m2以上 

線材摩耗試験 
回転数 

20,000回転 

均質性 

性能を担保する

品質の均質性を

確保しているこ

と 

 

鉄線籠型基準「8．線材の品質管理」に基づくこと 

環境 

適合性 

周辺環境に影響

を与える有害成

分を溶出しない

こと 

 

鉄線籠型基準「1．適用河川」に基づくこと 

上記性能に加

えて蓋材に要

求される性能 

摩擦抵抗 

（短期 

性能型） 

作業中の安全の

ために必要な滑

りにくさ有する

こと 

面的摩擦試験 

または 

線的摩擦試験 

- 
摩擦係数 

0.90以上 

摩擦抵抗 

（長期 

性能型） 

供用後における

水辺の安全な利

用のために必要

な滑りにくさを

有すること 

線材摩耗試験の 

線的摩擦試験 

または 

面材摩耗試験の 

面的摩擦試験 

［線材摩耗試験の場合

］ 

回転数2,500回転 

［面材摩耗試験の場合

］ 

回転数100回転 

 

摩擦係数 

0.90以上 

（初期摩耗後） 

［注1］表3-2-11の確認方法に基づく公的機関による性能確認については、1回の実施でよいものとし、

その後は、均質性の確保の観点から、鉄線籠型基準「8．線材の品質管理」に基づき、定期的に

線材の品質管理試験（表3-2-13）を行うものとする。 

［注2］めっき鉄線以外の線材についても、鉄線籠型基準「7．線材に要求される性能」に基づく要求性

能を満足することを確認した公的試験機関による審査証明を事前に監督員に提出し、確認を受け

なければならない。  

 

 

 

 

3-2-3-32 かごマット工 
 

1．一般事項 

かごマットの構造及び要求性能については、「鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準

（案）」（平成21年4月24日改定）（以下「鉄線籠型基準」という。）によるほか、図面

及び以下による。 
 

 

表3-2-11 要求性能の確認方法 

項目 要求性能 
確認方法 

試験方法 試験条件 基準値 

線材に要求さ

れる性能 

母材の 

健全性 

母材が健全であ

ること 

JIS H 0401の間接

法で使用する試験

液によるめっき溶

脱後の母材鉄線の

写真撮影 

めっきを剥いだ状態

での母材鉄線の表面

撮影 

母材に傷が付いて

いないこと 

強度 

洗掘時の破断抵

抗及び洗掘に追

随する屈とう性

を有する鉄線籠

本体の一部とし

て機能するため

に必要な強度を

有すること 

引張試験 

(JIS G 3547 に準拠

） 

- 
引張強さ 

290N/mm2以上 

耐久性 

淡水中での耐用

年数30年程度を

確保すること 

腐食促進試験 

（JIS G 0594に準拠） 

塩素イオン濃度0ppm 

試験時間 

1,000時間 
めっき残存量 

30g/m2以上 

線材摩耗試験 
回転数 

20,000回転 

均質性 

性能を担保する

品質の均質性を

確保しているこ

と 

 

鉄線籠型基準「8．線材の品質管理」に基づくこと 

環境 

適合性 

周辺環境に影響

を与える有害成

分を溶出しない

こと 

 

鉄線籠型基準「1．適用河川」に基づくこと 

上記性能に加

えて蓋材に要

求される性能

摩擦抵抗 

（短期 

性能型） 

作業中の安全の

ために必要な滑

りにくさ有する

こと 

面的摩擦試験 

または 

線的摩擦試験 

- 
摩擦係数 

0.90以上 

摩擦抵抗 

（長期 

性能型） 

供用後における

水辺の安全な利

用のために必要

な滑りにくさを

有すること 

線材摩耗試験の 

線的摩擦試験 

または 

面材摩耗試験の 

面的摩擦試験 

［線材摩耗試験の場合

］ 

回転数2,500回転 

［面材摩耗試験の場合

］ 

回転数100回転 

 

摩擦係数 

0.90以上 

（初期摩耗後） 

［注1］表3-2-11の確認方法に基づく公的機関による性能確認については、1回の実施でよいものとし、

その後は、均質性の確保の観点から、鉄線籠型基準「8．線材の品質管理」に基づき、定期的に

線材の品質管理試験（表3-2-13）を行うものとする。 

［注2］めっき鉄線以外の線材についても、鉄線籠型基準「7．線材に要求される性能」に基づく要求性

能を満足することを確認した公的試験機関による審査証明を事前に監督員に提出し、確認を受け

なければならない。  
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第4節 基礎工  

3-2-4-4 既製杭工 
 

3．試験杭の施工 

受注者は、試験杭の施工に際して、設計図書に従って試験杭を施工しなければなら

ない。また、設計図書に示されていない場合には、各基礎ごとに、試験杭を施工しな

ければならない。 

なお、設計図書に示されていない場合には、各基礎ごとに設計図書に示す工事目的

物の基礎杭の一部として使用できるように最初の一本を試験杭として施工してもよい

また、一本だけで施工管理のための十分な情報が得られない場合は、次に施工する

杭も試験杭として実施することで不足する情報を補足し、以降の杭施工に反映する者

とする。 
 

11．中掘り杭工法による既製杭工施工 

受注者は、中掘り杭工法で既製杭工を施工する場合には、掘削及び沈設中は土質性

状の変化や杭の沈設状況などを観察し、杭先端部及び杭周辺地盤を乱さないように、

沈設するとともに必要に応じて所定の位置に保持しなければならない。また、先端処

理については、試験杭等の打止め条件に基づいて、最終打止め管理を適正に行わなけ

ればならない。杭の掘削・沈設速度は杭径や土質条件によって異なるが、試験杭によ

り確認した現場に適した速度で行う。 

なお、施工管理装置は、中堀り掘削・沈設及びセメントミルク噴出撹拌方式の根固

部の築造時、コンクリート打設方式の孔底処理に必要な施工管理項目について常時表

示・記録できるものを選定する。 
 

14．杭支持層の確認・記録 

受注者は、杭の施工を行うにあたり、JIS A 7201（遠心力コンクリートくいの施工

標準）7施工7.4くい施工で、7.4.2埋込み工法を用いる施工の先端処理方法が、セメン

トミルク噴出撹拌方式または、コンクリート打設方式の場合は、杭先端が設計図書に

示された支持層付近に達した時点で支持層の確認をするとともに、確認のための資料

を整備及び保管し、監督員の請求があった場合は、速やかに提示するとともに、工事

完成時に監督員へ提出しなければならない。セメントミルクの噴出撹拌方式の場合は、

受注者は、過度の掘削や長時間の撹拌などによって杭先端周辺の地盤を乱さないよう

にしなければならない。 
 

21．鋼管杭・Ｈ鋼杭の現場継手  

（5）受注者は、降雪雨時、強風時に露天で鋼管杭及びＨ鋼杭の溶接作業を行ってはな

らない。風はセルフシールドアーク溶接の場合には10m/sec以内、ガスシールドア

ーク溶接の場合には2m/sec以内とする。ただし、作業が可能なように、遮へいした

場合等には、設計図書に関して監督員の承諾を得て作業を行うことができる。また、

気温が5℃以下の時は溶接を行ってはならない。ただし、気温が-10～＋5℃の場合

で、溶接部から100mm以内の部分がすべて＋36℃以上に予熱した場合は施工できる。
 

 

 

第4節 基礎工  
 

3-2-4-4 既製杭工 
 

3．試験杭の施工 

受注者は、試験杭の施工に際して、設計図書に従って試験杭を施工しなければなら

ない。また、設計図書に示されていない場合には、各基礎ごとに、試験杭を施工しな

ければならない。 

なお、設計図書に示されていない場合には、各基礎ごとに設計図書に示す工事目的

物の基礎杭の一部として使用できるように最初の一本を試験杭として施工してもよい
 

（追加） 

 

 

11．中掘り杭工法による既製杭工施工 

受注者は、中掘り杭工法で既製杭工を施工する場合には、掘削及び沈設中は土質性

状の変化や杭の沈設状況などを観察し、杭先端部及び杭周辺地盤を乱さないように、

沈設するとともに必要に応じて所定の位置に保持しなければならない。また、先端処

理については、試験杭等の打止め条件に基づいて、最終打止め管理を適正に行わなけ

ればならない。 
 

（追加） 

 

 

 

14．杭支持層の確認・記録 

受注者は、杭の施工を行うにあたり、JIS A 7201（遠心力コンクリートくいの施工

標準）⑧施工8.3くい施工で、8.3.2埋込み工法を用いる施工の先端処理方法が、セメ

ントミルク噴出撹拌方式または、コンクリート打設方式の場合は、杭先端が設計図書

に示された支持層付近に達した時点で支持層の確認をするとともに、確認のための資

料を整備及び保管し、監督員の請求があった場合は、速やかに提示するとともに、工

事完成時に監督員へ提出しなければならない。セメントミルクの噴出撹拌方式の場合

は、受注者は、過度の掘削や長時間の撹拌などによって杭先端周辺の地盤を乱さない

ようにしなければならない。 
 

21．鋼管杭・Ｈ鋼杭の現場継手  

（5）受注者は、降雪雨時、強風時に露天で鋼管杭及びＨ鋼杭の溶接作業を行ってはな

らない。ただし、作業が可能なように、遮へいした場合等には、設計図書に関して

監督員の承諾を得て作業を行うことができる。また、気温が5℃以下の時は溶接を

行ってはならない。ただし、気温が-10～＋5℃の場合で、溶接部から100mm以内の

部分がすべて＋36℃以上に予熱した場合は施工できる。 
 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

3-2-4-5 場所打杭工 
 

1．試験杭 

受注者は、試験杭の施工に際して設計図書に従って試験杭を施工しなければならな

い。また、設計図書に示されていない場合には、各基礎ごとに、試験杭を施工しなけ

ればならない。 

なお、設計図書に示されていない場合には、各基礎ごとに、設計図書に示す工事目

的物の基礎杭の一部として使用できるように最初の一本を試験杭として施工しても

よい。 

また、一本だけで施工管理のための十分な情報が得られない場合は、次に施工する

杭も試験杭として実施することで不足する情報を補足し、以降の杭施工に反映するも

のとする。 
 

9．鉄筋かごの建込み 

受注者は、場所打杭工における鉄筋かごの建込み中及び建込み後に、湾曲、脱落座

屈などを防止するとともに、鉄筋かごには、設計図書に示されたかぶりが確保できる

ように、スペーサーを同一深さ位置に4ヶ所以上、深さ方向3m間隔程度で取付けなけ

ればならない。特に杭頭部は、位置がずれやすいことから鉄筋かご円周長に対し500

～700mmの間隔で設置するものとする。 
 

12．コンクリート打設 

受注者は、場所打杭工のコンクリート打込みにあたっては、トレミー管を用いたプ

ランジャー方式によるものとし、打込み量及び打込み高を常に計測しなければならな

い。これにより難い場合は、設計図書に関して監督員の承諾を得なければならない。

また、受注者は、トレミー管下端とコンクリート立上り高の関係をトレミー管の位置、

コンクリート打込み数量より検討し、トレミー管をコンクリートの上面からに打込み

開始時を除き、2m以上入れておかなければならない。 
 

14．オールケーシング工法の施工 

受注者は、オールケーシング工法の施工におけるケーシングチュ-ブの引抜きにあ

たり、鉄筋かごの共上りを起こさないようにするとともに、引抜き最終時を除き、ケ

ーシングチュ-ブ下端をコンクリートの上面から2m以上コンクリート内に挿入してお

かなければならない。 
 

17．鉄筋かご建込み時の孔壁崩壊防止 

受注者は、リバース工法、アースドリル工法、ダウンザホールハンマー工法及び大

口径ボーリングマシン工法において鉄筋かごを降下させるにあたり、孔壁に接触させ

て孔壁崩壊を生じさせてはならない。 
 

 

 

 

 

 

 

3-2-4-5 場所打杭工 
 

1．試験杭 

受注者は、試験杭の施工に際して設計図書に従って試験杭を施工しなければならな

い。また、設計図書に示されていない場合には、各基礎ごとに、試験杭を施工しなけ

ればならない。 

なお、設計図書に示されていない場合には、各基礎ごとに、設計図書に示す工事目

的物の基礎杭の一部として使用できるように最初の一本を試験杭として施工しても

よい。 
 

（追加） 

 

 

9．鉄筋かごの建込み 

受注者は、場所打杭工における鉄筋かごの建込み中及び建込み後に、湾曲、脱落座

屈などを防止するとともに、鉄筋かごには、設計図書に示されたかぶりが確保できる

ように、スペーサーを同一深さ位置に4箇所以上、深さ方向5m間隔以下で取付けなけ

ればならない。 
 

 

12．コンクリート打設 

受注者は、場所打杭工のコンクリート打込みにあたっては、トレミー管を用いたプ

ランジャー方式によるものとし、打込み量及び打込み高を常に計測しなければならな

い。これにより難い場合は、設計図書に関して監督員の承諾を得なければならない。

また、受注者は、トレミー管下端とコンクリート立上り高の関係をトレミー管の位置、

コンクリート打込み数量より検討し、トレミー管をコンクリート内に打込み開始時を

除き、2m以上入れておかなければならない。 
 

14．オールケーシング工法の施工 

受注者は、オールケーシング工法の施工におけるケーシングチュ-ブの引抜きにあ

たり、鉄筋かごの共上りを起こさないようにするとともに、引抜き最終時を除き、ケ

ーシングチュ-ブ下端をコンクリート打設面より2m以上コンクリート内に挿入してお

かなければならない。 
 

17．鉄筋かご建込み時の溝壁崩壊防止 

受注者は、リバース工法、アースドリル工法、ダウンザホールハンマー工法及び大

口径ボーリングマシン工法において鉄筋かごを降下させるにあたり、孔壁に接触させ

て孔壁崩壊を生じさせないようにしなければならない。 
 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

3-2-4-9 鋼管矢板基礎工 
 

1．試験杭の施工 

受注者は、鋼管矢板基礎工の施工においては、設計図書に従って試験杭として鋼管

矢板を施工しなければならない。また、設計図書に示されていない場合には、各基礎

ごとに、試験杭として鋼矢板を施工しなければならない。 

なお、設計図書に示されていない場合には、各基礎ごとに、設計図書に示す工事目

的物の基礎杭の一部として使用できるように最初の一本を試験杭として施工しても

よい。 
 

13．建込み精度管理 

受注者は、鋼管矢板の建込みに際しては、導枠のマーキング位置に鋼管矢板を設置

し、トランシットで二方向から鉛直性を確認しながら施工しなければならない。受注

者は、打込みを行う際には、鋼管矢板を閉合させる各鋼管矢板の位置決めを行い、建

込みや精度を確認後に行わなければならない。建込み位置にずれや傾斜が生じた場合

には、鋼管矢板を引抜き、再度建込みを行わなければならない。 
 

 

第5節 石・ブロック積（張）工 
 

3-2-5-3 コンクリートブロック工 
 

4．コンクリートブロック工の空張の積上げ 

受注者は、コンクリートブロック工の空張の積上げにあたり、胴がい及び尻がいを

用いて固定し、胴込め材及び裏込め材を充填した後、天端付近に著しい空隙が生じな

いように入念に施工し、締固めなければならない。 

5．コンクリートブロック工の練積または練張の施工 

受注者は、コンクリートブロック工の練積または練張の施工にあたり、合端を合わ

せ尻がいを用いて固定し、胴込めコンクリートを充填した後に締固め、合端付近に空

隙が生じないようにしなければならない。 
 

 

第6節 一般舗装工 
 

3-2-6-3 アスファルト舗装の材料 
 

8.下層路盤の材料規格 

下層路盤に使用する粒状路盤材は、以下の規格に適合するものとする。 

（1）下層路盤に使用する粒状路盤材は、粘土塊、有機物、ごみ等を有害量含まず、表

3-2-17の規格に適合するものとする。 

 

表3-2-17 下層路盤の品質規格  

（表省略） 

［注4］ エージング期間は、製鋼スラグを用いた鉄鋼スラグの通常エージングに適用す

る。ただし、電気炉スラグを3ケ月以上通常エージングした後の水浸膨張比が0.6％以

下となる場合及び製鋼スラグを促進エージングした場合は、施工実績などを参考にし

膨張性が安定したことを十分確認してエージング期間を短縮することができる。 

3-2-4-9 鋼管矢板基礎工 
 

1．試験杭の施工 

受注者は、鋼管矢板基礎工の施工においては、設計図書に従って試験杭として鋼管

矢板を施工しなければならない。また、設計図書に示されていない場合には、各基礎

ごとに、試験杭を施工しなければならない。 

なお、設計図書に示されていない場合には、各基礎ごとに、設計図書に示す工事目

的物の基礎杭の一部として使用できるように最初の一本を試験杭として施工しても

よい。 
 

13．建込み精度管理 

受注者は、鋼管矢板の建込みに際しては、導枠のマーキング位置に鋼管矢板を設置

シートランシットで二方向から鉛直性を確認しながら施工しなければならない。受注

者は、打込みを行う際には、鋼管矢板を閉合させる各鋼管矢板の位置決めを行い、建

込みや精度を確認後に行わなければならない。建込み位置にずれや傾斜が生じた場合

には、鋼管矢板を引抜き、再度建込みを行わなければならない。 
 

 

第5節 石・ブロック積（張）工 
 

3-2-5-3 コンクリートブロック工 
 

4．コンクリートブロック工の空張の積上げ 

受注者は、コンクリートブロック工の空張の積上げにあたり、胴がい及び尻がいを

用いて固定し、胴込め材及び裏込め材を充填した後、天端付近に著しい空げきが生じ

ないように入念に施工し、締固めなければならない。 

5．コンクリートブロック工の練積または練張の施工 

受注者は、コンクリートブロック工の練積または練張の施工にあたり、合端を合わ

せ尻かいを用いて固定し、胴込めコンクリートを充填した後に締固め、合端付近に空

隙が生じないようにしなければならない。 
 

 

第6節 一般舗装工 
 

3-2-6-3 アスファルト舗装の材料 
 

8.下層路盤の材料規格 

下層路盤に使用する粒状路盤材は、以下の規格に適合するものとする。 

（1）下層路盤に使用する粒状路盤材は、粘土塊、有機物、ごみ等を有害量含まず、表

3-2-17の規格に適合するものとする。 

 

表3-2-17 下層路盤の品質規格  

（表省略） 

［注4］ エージング期間は、製鋼スラグを用いた鉄鋼スラグの通常エージングに適用す

る。ただし、電気炉スラグを3ケ月以上通常エージングしたあとの水浸膨張比が0.6％

以下となる場合及び製鋼スラグを促進エージングした場合は、施工実績などを参考に

し、膨張性が安定したことを十分確認してエージング期間を短縮することができる。



改定 現行 摘 要 

16．剥離防止対策 

  剥離防止対策 

（1）フィラーの一部に消石灰やセメントを用いる場合は、その使用量は、アスファル

ト混合物全質量に対して1～3％を標準とする。 

（2）剥離防止剤を用いる場合は、その使用量は、アスファルト全質量に対して0.3％以

上とする。 
 

 

3-2-6-9 排水性舗装工 
 

3．バインダ（アスファルト）の標準的性状 

ポーラスアスファルト混合物に用いるバインダ（アスファルト）はポリマー改質ア

スファルトH型とし、表3-2-28の標準的性状を満足するものでなければならない。 

 

表3-2-28 ポリマー改質アスファルトH型の標準的性状 

    種類 H型   

項目    付加記号   H型-F 

軟化点 ℃ 80.0以上 

伸度 
  （7℃）  cm - - 

  （15℃） cm 50以上 - 

タフネス（25℃）  Ｎ・m 20以上 - 

テナシティ（25℃） Ｎ・m - - 

粗骨材の剥離面積率 ％ - - 

フラース脆化点 ℃ - -12以下 

曲げ仕事量（-20℃） kPa - 400以上 

曲げスティフネス（-20℃） MPa - 100以下 

針入度（25℃） 1/10mm 40以上 

薄膜加熱質量変化率 ％ 0.6以下 

薄膜加熱後の針入度残留率 ％ 65以下 

引火点 ℃ 260以上 

密度（15℃） g/c㎥ 試験表に付記 

最適混合温度 ℃ 試験表に付記 

最適締固め温度 ℃ 試験表に付記 

 
 

7．施工方法 

（2）混合物の舗設は、通常の混合物より高い温度で行う必要があること、温度低下が

通常の混合物より早いこと及び製品により望ましい温度が異なることから、特に温

度管理には十分注意し速やかに敷均し、転圧を行わなければならない。 
 

 

 

16．はく離防止対策 

  はく離防止対策 

（1）フィラーの一部に消石灰やセメントを用いる場合は、その使用量は、アスファル

ト混合物全質量に対して1～3％を標準とする。 

（2）はく離防止剤を用いる場合は、その使用量は、アスファルト全質量に対して0.3％

以上とする。 
 

 

3-2-6-9 排水性舗装工 
 

3．バインダ（アスファルト）の標準的性状 

ポーラスアスファルト混合物に用いるバインダ（アスファルト）はポリマー改質ア

スファルトH型とし、表3-2-28の標準的性状を満足するものでなければならない。 

 

表3-2-28 ポリマー改質アスファルトH型の標準的性状 

    種類 H型   

項目   付加記号   H型-F 

軟化点 ℃ 80.0以上 

伸度 
  （7℃）  cm - - 

  （15℃） cm 50以上 - 

タフネス（25℃）  Ｎ・m 20以上 - 

テナシティ（25℃） Ｎ・m - - 

粗骨材のはく離面積率 ％ - - 

フラース脆化点 ℃ - -12以下 

曲げ仕事量（-20℃） kPa - 400以上 

曲げスティフネス（-20℃） MPa - 100以下 

針入度（25℃） 1/10mm 40以上 

薄膜加熱質量変化率 ％ 0.6以下 

薄膜加熱後の針入度残留率 ％ 65以下 

引火点 ℃ 260以上 

密度（15℃） g/c㎥ 試験表に付記 

最適混合温度 ℃ 試験表に付記 

最適締固め温度 ℃ 試験表に付記 

 
 

7．施工方法 

（2）混合物の舗設は、通常の混合物より高い温度で行う必要がある上、温度低下が通

常の混合物より早いこと及び製品により望ましい温度が異なることから、特に温度

管理には十分注意し速やかに敷均し、転圧を行わなければならない。 
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3-2-6-11 グースアスファルト舗装工 
 

6．接着剤の塗布 

表3-2-33(2) シート系床版防水層(流し貼り型、加熱溶着型、常温粘着型)ﾌﾟﾗｲﾏｰの品質

種類 

項目 

溶剤型 水性型 水性型 試験方法 

指触乾燥時間 

(23℃)分 

60分以内 60分以内 180分以内 JIS K5600-1 *1 

不揮発分％ 20以上 50以上 35以上 JISK6833 -1,2 

*2 

作業性 塗り作業に支障のないこと JIS K5600-1 *1 

耐水性 5日間で異常のないこと JIS K5600-1 *1 

［注1］＊1 適用する床版の種類に応じた下地剤を使用する 

＊2 試験方法はJIS K6833-1,2,JISK6387-1,2などを参考に実施する 

［注2］塗膜系床版防水層（アスファルト加熱型）のﾌﾟﾗｲﾏｰは上表の品質による 
 

9．設計アスファルト量の決定 

設計アスファルト量の決定については、以下の各規定による。 

（1）示方配合されたアスファルトプラントにおけるグースアスファルト混合物は表

3-2-36の基準値を満足するものでなければならない。 
 

12．敷均しの施工 

（3）受注者は、表面が湿っていないときに混合物を敷均すものとする。作業中雨が降

り出した場合には、直ちに作業を中止しなければならない。 
 

 

3-2-6-12 コンクリート舗装工 
 

4．加熱アスファルト安定処理の規定 

（14）受注者は、加熱アスファルト安定処理混合物の舗設作業を監督員が承諾した場合

を除き、気温が5℃以下のときに施工してはならない。また、雨が降り出した場合、

敷均し作業を中止し、すでに敷均した箇所の混合物を速やかに締固めて仕上げを完

了させなければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2-6-11 グースアスファルト舗装工 
 

表3-2-33(2) シート系床版防水層(流し貼り型、加熱溶着型、常温粘着型)ﾌﾟﾗｲﾏｰの品質 

種類

項目 

溶剤型 水性型 水性型 試験方法 

指触乾燥時間 

(23℃)分 

60分以内 60分以内 180分以内 JIS K5600-1 *1 

不揮発分％ 20以上 50以上 35以上 JISK6833 -1,2 

*2 

作業性 塗り作業に支障のないこと JIS K5600-1 *1 

耐水性 5日間で異常のないこと JIS K5600-1 *1 

［注1］＊1 適用する床版の種類に応じた下地剤を使用する 

＊2 試験方法はJIS K6833-1,2,JISK6387-1,2などを参考に実施する 

［注2］と幕系床版防水層（アスファルト加熱型）のﾌﾟﾗｲﾏｰは上表の品質による 
 

9．設計アスファルト量の決定 

設計アスファルト量の決定については、以下の各規定による。 

（1）示方配合されたグースアスファルト混合物は表3-2-36の基準値を満足するもので

なければならない。 
 

 

12．敷均しの施工 

（3）受注者は、表面が湿っていないときに混合物を敷ならすものとする。作業中雨が

降り出した場合には、直ちに作業を中止しなければならない。 
 

 

3-2-6-12 コンクリート舗装工 
 

4．加熱アスファルト安定処理の規定 

（14）受注者は、加熱アスファルト安定処理混合物の舗設作業を監督員が承諾した場合

を除き、気温が5℃以下のときに施工してはならない。また、雨が降り出した場合、

敷均し作業を中止シースでに敷均した箇所の混合物を速やかに締固めて仕上げを

完了させなければならない。 
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12．コンクリート舗装のコンクリート養生の規定 

（3）受注者は、養生期間を原則試験によって定めるものとし、その期間は、現場養生

を行った供試体の曲げ強度が配合強度の70％以上となるまでとする。 

交通への開放時期は、この養生期間の完了後とする。ただし、設計強度が4.4MPa

未満の場合は、現場養生を行った供試体の曲げ強度が3.5MPa以上で交通解放を行う

こととする。 

後期養生については、その期間中、養生マット等を用いてコンクリート版の表面

を隙間なく覆い、完全に湿潤状態になるよう散水しなければならない。 

なお、養生期間を試験によらないで定める場合には、普通ポルトランドセメント

の場合は2週間、早強ポルトランドセメントの場合は1週間、中庸熱ポルトランドセ

メント、フライアッシュセメントＢ種及び高炉セメントB種の場合は3週間とする。

ただし、これらにより難い場合は、第1編1-1-1-4第1項の施工計画書に、その理由、

施工方法等を記載しなければならない。 
 

 

3-2-6-17 オーバーレイ工 
 

5．わだち掘れ補修の規定 

受注者は、わだち掘れ補修の施工については、本条第2項、第3項、第4項により施

工面を整備した後、第3編第2章第6節一般舗装工のうち該当する項目の規定に従って

舗設を行わなければならない。 
 

 

9．パッチングの施工の時期、箇所等 
 

 

12．クラック処理の施工 

受注者は、クラック処理の施工に先立ち、ひび割れ中のゴミ、泥などを圧縮空気で

吹き飛ばすなどの方法により清掃するものとし、ひび割れの周囲で動く破損部分は

取り除かなければならない。また、湿っている部分については、バーナーなどで加

熱し乾燥させなければならない。 
 

 

3-2-6-19 コンクリート舗装補修工 
 

11．目地の補修 

受注者は、目地の補修において注入目地材により舗装版のひび割れ部の補修を行う

場合には、注入できるひび割れはすべて注入し、注入不能のひび割れは、施工前に

設計図書に関して監督員と協議しなければならない。 

14．目地補修禁止の状態 

受注者は、目地補修において目地及びひび割れ部が湿っている場合は、注入及び張

付け作業を行ってはならない。 
 

 

 

 

12．コンクリート舗装のコンクリート養生の規定 

（3）受注者は、養生期間を原則試験によって定めるものとし、その期間は、現場養生

を行った供試体の曲げ強度が配合強度の70％以上となるまでとする。 

交通への開放時期は、この養生期間の完了とする。ただし、設計強度が4.4MPa

未満の場合は、現場養生を行った供試体の曲げ強度が3.5MPa以上で交通解放を行う

こととする。 

工期養生については、その期間中養生マット等を用いてコンクリート版の表面を

隙間なく覆い、完全に湿潤状態になるよう散水しなければならない。 

なお、養生期間を試験によらないで定める場合には、普通ポルトランドセメント

の場合は2週間、早強ポルトランドセメントの場合は1週間、中庸熱ポルトランドセ

メント、フライアッシュセメントＢ種及び高炉セメントB種の場合は3週間とする。

ただし、これらにより難い場合は、第1編1-1-1-4第1項の施工計画書に、その理由、

施工方法等を記載しなければならない。 
 

 

3-2-6-17 オーバーレイ工 
 

5．わだち掘れ補修の規定 

受注者は、わだち掘れ補修の施工については、前記第2項、第3項、第4項により施

工面を整備した後、第3編第2章第6節一般舗装工のうち該当する項目の規定に従って

舗設を行わなければならない。 
 

 

9．パッチンクの施工の時期、箇所等 
 

 

12．クラック処理の施工 

受注者は、クラック処理の施工に先立ち、ひびわれ中のゴミ、泥などを圧縮空気で

吹き飛ばすなどの方法により清掃するものとし、ひびわれの周囲で動く破損部分は

取り除かなければならない。また、湿っている部分については、バーナーなどで加

熱し乾燥させなければならない。 
 

 

3-2-6-19 コンクリート舗装補修工 
 

11．目地の補修 

受注者は、目地の補修において注入目地材により舗装版のひびわれ部の補修を行う

場合には、注入できるひびわれはすべて注入し、注入不能のひびわれは、施工前に

設計図書に関して監督員と協議しなければならない。 

14．目地補修禁止の状態 

受注者は、目地補修において目地及びひびわれ部が湿っている場合は、注入及び張

付け作業を行ってはならない。                                             
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第7節 地盤改良工 
 

3-2-7-3 置換工 
 

3．締固め管理 

受注者は、構造物基礎の置換工にあたり、構造物に有害な沈下及びその他の影響が

生じないように十分に締め固めなければならない。 
 

 

3-2-7-4 表層安定処理工 
 

3．表層安定処理 

受注者は、表層混合処理を行うにあたり、安定材に生石灰を用いこれを貯蔵する

場合は、地表面 50cm以上の水はけの良い高台に置き、水の侵入、吸湿を避けなけれ

ばならない。 

なお、受注者は、生石灰の貯蔵量が 500㎏超える場合は、消防法の適用を受ける

ので、これによらなければならない。 
 

 

第10節 仮設工 
 

3-2-10-5 土留・仮締切工 
 

24．止水シートの設置 

受注者は、止水シートの設置にあたり、突起物やシートの接続方法の不良により漏

水しないように施工しなければならない。側壁や下床版等のコンクリートの打継部で

は必要に応じて増張りを施すものとする。 
 

 

3-2-10-9 地中連続壁工（壁式） 
 

3．鉄筋かごの製作精度の確保 

連壁鉄筋を深さ方向に分割して施工する場合には、受注者は、建て込み時の接続精

度が確保できるように、各鉄筋かごの製作精度を保たなければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第7節 地盤改良工 
 

3-2-7-3 置換工 
 

3．締固め管理 

受注者は、構造物基礎の置換工に当たり、構造物に有害な沈下及びその他の影響が

生じないように十分に締め固めなければならない。 
 

 

3-2-7-4 表層安定処理工 
 

3．表層安定処理 

受注者は、表層混合処理を行うにあたり、安定材に生石灰を用いこれを貯蔵する

場合は、地表面 50cm以上の水はけの良い高台に置き、水の侵入、吸湿を避けなけれ

ばならない。 

なお、受注者は、生石灰の貯蔵量が 500㎏越える場合は、消防法の適用を受ける

ので、これによらなければならない。 
 

 

第10節 仮設工 
 

3-2-10-5 土留・仮締切工 
 

24．止水シートの設置 

受注者は、止水シートの設置にあたり、突起物やシートの接続方法の不良により漏

水しないように施工しなければならない。 
 

 

 

3-2-10-9 地中連続壁工（壁式） 
 

3．鉄筋かごの製作精度の確保 

壁鉄筋を深さ方向に分割して施工する場合には、受注者は、建て込み時の接続精度

が確保できるように、各鉄筋かごの製作精度を保たなければならない。 
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第12節 工場製作工（共通） 
 

3-2-12-2 材 料 
 

3．溶接材料 

受注者は、溶接材料の使用区分を表3-2-46に従って設定しなければならない。 
 

表3-2-46 溶接材料区分 

使 用 区 分  使 用 す る 溶 接 材 料  

強度の同じ鋼材を溶接

する場合 
母材の規格値と同等またはそれ以上の機械的

性質を有する溶接材料  

強度の異なる鋼材を溶

接する場合 
低強度側の母材の規格値と同等またはそれ以

上の機械的性質を有する溶接材料  

じ ん 性 の 同 じ 鋼 材

を溶接する場合 
母材の要求値と同等またはそれ以上のじん性

を有する溶接材料 

じ ん 性 の 異 な る 鋼

材を溶接する場合 
低じん性側の母材の要求値と同等またはそれ

以上のじん性を有する溶接材料 

耐 候 性 鋼 と 普 通 鋼

を溶接する場合 
普通鋼の母材と同等またはそれ以上の機械的

性質、じん性を有する溶接材料 

耐 候 性 鋼 と 耐 候 性

鋼を溶接する場合 
母材と同等またはそれ以上の機械的性質、じ

ん性及び耐候性を有する溶接材料 

  

 

3-2-12-3 桁製作工 
 

（1）原 寸 

① 受注者は、工作に着手する前に原寸図を作成し、図面の不備や製作上に支障が

ないかどうかを確認しなければならない。ただし、コンピュータによる原寸シス

テム等を使用する場合で、原寸図を用いずに図面の不備や製作上の問題点を確認

できる場合は、原寸図の作成を省略するものとする。 

② 受注者は、原寸図の一部または全部を省略する場合は、設計図書に関して監督

員の承諾を得なければならない。 

③ 原寸図を作成する場合、受注者は、JIS B 7512 （鋼製巻尺）の1級に合格した

鋼製巻尺を使用しなければならない。 

なお、これにより難い場合は、設計図書に関して監督員の承諾を得なければな

らない。 

④ 受注者は、現場と工場の鋼製巻尺の使用にあたって、温度補正を行わなければ

ならない。なお、桁に鋼製巻尺を添わせる場合には、桁と同温度とみなせるため

温度補正の必要はない。 
 

第12節 工場製作工（共通） 
 

3-2-12-2 材 料 

3．溶接材料 

受注者は、溶接材料の使用区分を表3-2-46に従って設定しなければならない。 
 

表3-2-46 溶接材料区分 

 使 用 区 分 

強度の同じ鋼材を溶接

する場合 
母材の規格値と同等またはそれ以上の機械的

性質を有する溶接材料  

強度の異なる鋼材を溶

接する場合 
低強度側の母材の規格値と同等またはそれ以

上の機械的性質を有する溶接材料  

じ ん 性 の 同 じ 鋼 材

を溶接する場合 
母材の要求値と同等またはそれ以上のじん性

を有する溶接材料 

じ ん 性 の 異 な る 鋼

材を溶接する場合 
低じん性側の母材の要求値と同等またはそれ

以上のじん性を有する溶接材料 

耐 候 性 鋼 と 普 通 鋼

を溶接する場合 
普通鋼の母材と同等またはそれ以上の機械的

性質、じん性を有する溶接材料 

耐 候 性 鋼 と 耐 候 性

鋼を溶接する場合 
母材と同等またはそれ以上の機械的性質、じ

ん性及び耐候性を有する溶接材料 

  

 

3-2-12-3 桁製作工 
 

（1）原 寸 

① 受注者は、工作に着手する前に原寸図を作成し、図面の不備や製作上に支障が

ないかどうかを確認しなければならない。 
 

 

 

② 受注者は、原寸図の一部または全部を省略する場合は、設計図書に関して監督

員の承諾を得なければならない。 
 

③ 受注者は、JIS B 7512 （鋼製巻尺）の1級に合格した鋼製巻尺を使用しなけれ

ばならない。 

なお、これにより難い場合は、設計図書に関して監督員の承諾を得なければな

らない。 

④ 受注者は、現場と工場の鋼製巻尺の使用にあたって、温度補正を行わなければ

ならない。 
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（2）工 作 

③ 受注者は、主要部材の切断を自動ガス切断法、プラズマアーク切断法またはレ

ーザー切断法により行わなければならない。また、フィラー・タイプレート、形

鋼、板厚10mm以下のガセット・プレート及び補剛材は、せん断により切断してよ

いが、切断線に肩落ち、かえり、不揃い等のある場合は縁削りまたはグラインダ

ー仕上げを行って平滑に仕上げるものとする。 
 

（4）溶接施工試験 

② 受注者は、溶接施工試験にあたって、品質管理基準に規定された溶接施工試験

項目から該当する項目を選んで行わなければならない。 

4）再試験は、当初試験時の個数の2倍とする。 
 

（6）材片の組合わせ精度 

① 開先溶接 

ルート間隔の誤差：規定値±1.0mm以下 

板厚方向の材片の偏心：ｔ≦50 mm薄い方の板厚の10％以下 

50mm＜ｔ5mm以下 

ｔ：薄い方の板厚 

裏当て金を用いる場合の密着度：0.5mm以下 

開先角度：規定値±10゜ 
 

（8）予 熱 

受注者は、鋼種及び溶接方法に応じて、溶接線の両側100mm及びアークの前方

100mm範囲の母材を表3-2-51により予熱することを標準とする。 

なお、鋼材のPCM値を低減すれば予熱温度を低減できる。この場合の予熱温度は

表3-2-52とする。 
 

表3-2-52 予熱温度の標準を適用する場合のPCMの条件 （％）
 

鋼 種

鋼材の 

板厚(mm） 

SM400 SMA400W 
SM490 

SM490Y 

SM520 

SM570 

SMA490W 

SMA570W 

25以下 0.24以下 0.24以下 0.26以下 0.26以下 0.26以下 

25を超え50以下 0.24以下 0.24以下 0.26以下 0.27以下 0.27以下 

50を超え100以下 0.24以下 0.24以下 0.27以下 0.29以下 0.29以下 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）工 作 

③ 受注者は、主要部材の切断を自動ガス切断法、プラズマアーク切断法またはレ

ーザー切断法により行わなければならない。また、フィラー・タイプレート、形

鋼、板厚10mm以下のガセット・プレート、補剛材は、せん断により切断してよい

が、切断線に肩落ち、かえり、不揃い等のある場合は縁削りまたはグラインダー

仕上げを行って平滑に仕上げるものとする。 

（4）溶接施工試験 

② 受注者は、溶接施工試験にあたって、品質管理基準に規定された溶接施工試験

項目から該当する項目を選んで行わなければならない。 

4）再試験は、最初の個数の2倍とする。 
 

（6）材片の組合わせ精度 

① 開先溶接 

ルート間隔の誤差：規定値±1.0mm以下 

板厚方向の材片の偏心：ｔ≦50 薄い方の板厚の10％以下 

50＜ｔ5mm以下 

ｔ：薄い方の板厚 

裏当金を用いる場合の密着度：0.5mm以下 

開先角度：規定値±10゜ 
 

（8）予 熱 

受注者は、鋼種及び溶接方法に応じて、溶接線の両側100mm及びアークの前方

100mm範囲の母材を表3-2-51により予熱することを標準とする。 
 

 

 

 

 

（追加） 
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（9）溶接施工上の注意 

④ 受注者は、部分溶込み開先溶接の施工において、連続した溶接線を2種の溶接

法で施工する場合は、前のビードの端部をはつり、欠陥のないことを確認してか

ら次の溶接を行わなければならない。ただし、手溶接または半自動溶接で、クレ

ータの処理を行う場合は行わなくてもよいものとする。 

⑦ 受注者は、サブマージアーク溶接法またはその他の自動溶接法を使用する場合

継手の途中でアークを切らないようにしなければならない。 

ただし、やむを得ず途中でアークが切れた場合は、前のビードの終端部をはつ

り、欠陥のないことを確認してから次の溶接を行うものとする。 
 

（11）溶接の検査 

① 受注者は、工場で行う完全溶込み突合せ溶接継手のうち主要部材の突合わせ継

手を、放射線透過試験、超音波探傷試験で、表3-2-53に示す1グループごとに1継

手の抜取り検査を行わなければならない。 

ただし、監督員の指示がある場合には、それによるものとする。 

 

表3-2-53 主要部材の完全溶込みの突合せ継手の非破壊試験検査率 
 

（表省略） 

 

② 受注者は、現場溶接を行う完全溶込みの突合せ溶接継手のうち、鋼製橋脚のは

り及び柱、主桁のフランジ及び腹板、鋼床版のデッキプレートの溶接部について

は、表3-2-54に示す非破壊試験に従い行わなければならない。 

また、その他の部材の完全溶込みの突合せ溶接継手において、許容応力度を工

場溶接の同種の継手と同じ値にすることを設計図書に明示された場合には、継手

全長にわたって非破壊試験を行うものとする。 

 

表3-2-54 現場溶接を行う完全溶込みの突合せ溶接継手の非破壊試験検査率 
 

部  材  放射線透過試験 超音波探傷試験 
撮影箇所  検査長さ 

鋼製橋脚のはり及び柱  

継手全長を原則とする  主桁のフランジ（鋼床版

を除く）及び腹板  

鋼床版のデッキプレート  

継 手 の 始 終 端 で 連 続 し て 

50cm （2枚）、中間部で1m

につき 1ヶ所（1枚）及びワ

イヤ継ぎ部で1ヶ所（1枚）

を原則とする。 

継手全長を原則とする 

  

 

 

 

（9）溶接施工上の注意 

④ 受注者は、部分溶込み開先溶接の施工において、連続した溶接線を2種の溶接

法で施工する場合は、前のビードの端部をはつり、欠陥のないことを確認してか

ら以下の溶接を行わなければならない。ただし、手溶接または半自動溶接で、ク

レータの処理を行う場合は行わなくてもよいものとする。 

⑦ 受注者は、サブマージアーク溶接法またはその他の自動溶接法を使用する場合

継手の途中でアークを切らないようにしなければならない。 

ただし、やむを得ず途中でアークが切れた場合は、前のビードの終端部をはつ

り、欠陥のないことを確認してから以下の溶接を行うものとする。 
 

（11）溶接の検査 

① 受注者は、工場で行う突合せ溶接継手のうち主要部材の突合わせ継手を、放射

線透過試験、超音波探傷試験で、表3-2-52に示す1グループごとに1継手の抜取り

検査を行わなければならない。 

ただし、監督員の指示がある場合には、それによるものとする。 

 

表3-2-52 主要部材の完全溶込みの突合せ継手の非破壊試験検査率 
 

（表省略） 

 

② 受注者は、現場溶接を行う完全溶込みの突合せ溶接継手のうち、鋼製橋脚のは

り及び柱、主桁のフランジ及び腹板、鋼床版のデッキプレートの溶接部について

は、表3-2-53に示す非破壊試験に従い行わなければならない。 

また、その他の部材の完全溶込みの突合せ溶接継手において、許容応力度を工

場溶接の同種の継手と同じ値にすることを設計図書に明示された場合には、継手

全長にわたって非破壊試験を行うものとする。 
 

 

表3-2-53 現場溶接を行う完全溶込みの突合せ溶接継手の非破壊試験検査率 
 

部  材  放射線透過試験 超音波探傷試験 
撮影箇所  検査長さ 

鋼製橋脚のはり及び柱  

継手全長を原則とする  主桁のフランジ（鋼床版

を除く）及び腹板  

鋼床版のデッキプレート  

継 手 の 始 終 端 で 連 続 し て 

50cm （2枚）、中間部で1m

につき 1箇所（1枚）及びワ

イヤ継ぎ部で1箇所（1枚）

を原則とする。 

継手全長を原則とする 
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③ 受注者は、放射線透過試験による場合で板厚が25mm以下の試験の結果について

は、次の規定を満足する場合に合格とする。 

引張応力を受ける溶接部JIS Z 3104（鋼溶接継手の放射線透過試験方法） 付

属書4「透過写真によるきずの像の分類方法」に示された2類以上 

圧縮応力を受ける溶接部JIS Z 3104（鋼溶接継手の放射線透過試験方法） 付

属書4「透過写真によるきずの像の分類方法」に示された3類以上 

なお、上記規定を満足しない場合で、検査ロットのグループが1つの継手から

なる場合には、試験を行ったその継手を不合格とする。また、検査ロットのグル

ープが2つ以上の継手から成る場合は、そのグループの残りの各継手に対し、非

破壊試験を行い合否を判定するものとする。 

受注者は、不合格となった継手をその継手全体を非破壊試験によって検査し、

欠陥の範囲を確認のうえ、本項（12）の欠陥部の補修の規定に従い補修しなけれ

ばならない。また、補修部分は上記の規定を満足するものとする。 

受注者は、現場溶接を行う完全溶込み突合せ溶接継手の非破壊試験結果が上記

の規定を満足しない場合は、次の処置をとらなければならない。 
 

⑤ 受注者は、主要部材の突合わせ継手及び断面を構成するT継手、角継手に関し

ては、ビード表面にピットを発生させてはならない。  

⑥ 外部きずの検査について、磁粉探傷試験または浸透探傷試験を行う者は、それ

ぞれの試験の種類に応じたJIS Z 2305（非破壊試験技術者の資格及び認証）に規

定するレベル2以上の資格を有していなければならない。なお、極間法を適用する

場合には、磁粉探傷試験の資格のうち、極間法に限定された磁粉探傷試験のレベ

ル2以上の資格を有するものとする。 

内部きずの検査について、放射線透過試験または超音波探傷試験を行う者は、

それぞれの試験の種類に応じてJIS Z 2305（非破壊試験技術者の資格及び認証）

に基づく次の1)～3)に示す資格を有していなければならない。 
 

 

 

（12）欠陥部の補修 

受注者は、欠陥部の補修を行わなければならない。この場合、補修によって母材

に与える影響を検討し、注意深く行うものとする。 

補修方法は、表3-2-55に示すとおり行うものとする。これ以外の場合は、設計図

書に関して監督員の承諾を得なければならない。 

なお、補修溶接のビードの長さは40mm以上とし、補修にあたっては予熱等の配慮

を行うものとする。 
 

 

 

 

 

 

③ 受注者は、放射線透過試験による場合で板厚が25mm以下の試験の結果について

は、以下の規定を満足する場合に合格とする。 

引張応力を受ける溶接部JIS Z 3104（鋼溶接継手の放射線透過試験方法） 付

属書4「透過写真によるきずの像の分類方法」に示された2類以上 

圧縮応力を受ける溶接部JIS Z 3104（鋼溶接継手の放射線透過試験方法） 付

属書4「透過写真によるきずの像の分類方法」に示された3類以上 

なお、上記規定を満足しない場合で、検査ロットのグループが1つの継手から

なる場合には、試験を行ったその継手を不合格とする。また、検査ロットのグル

ープが2つ以上の継手から成る場合は、そのグループの残りの各継手に対し、非

破壊試験を行い合否を判定するものとする。 

受注者は、不合格となった継手をその継手全体を非破壊試験によって検査し、

欠陥の範囲を確認のうえ、本項（12）の欠陥部の補修の規定に従い補修しなけれ

ばならない。また、補修部分は上記の規定を満足するものとする。 

受注者は、現場溶接を行う完全溶込み突合せ溶接継手の非破壊試験結果が上記

の規定を満足しない場合は、以下の処置をとらなければならない。 
 

 

⑤ 受注者は、主要部材の突合わせ継手及び断面を構成するT継手、かど継手に関

しては、ビード表面にピットを発生させてはならない。 

⑥ 外部きずの検査について、磁粉探傷試験または浸透探傷試験を行う者は、それ

ぞれの試験の種類に応じたJIS Z 2305（非破壊試験－技術者の資格及び認証）に

規定するレベル2以上の資格を有していなければならない。 

内部きずの検査について、放射線透過試験又は超音波探傷試験を行う者は、そ

れぞれの試験の種類に応じてJIS Z 2305（非破壊試験－技術者の資格及び認証）

に基づく次の1)～3)に示す資格を有していなければならない。 
 

 

 

 

（12）欠陥部の補修 

受注者は、欠陥部の補修を行わなければならない。この場合、補修によって母材

に与える影響を検討し、注意深く行うものとする。 

補修方法は、表3-2-54に示すとおり行うものとする。これ以外の場合は、設計図

書に関して監督員の承諾を得なければならない。 

なお、補修溶接のビードの長さは40mm以上とし、補修にあたっては予熱等の配慮

を行うものとする。 
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表3-2-55 欠陥の補修方法 
 

 欠  陥  の  種  類  補 修  方  法  

1 アークストライク  

母材表面に凹みを生じた部分は溶接肉盛りの後

グラインダー仕上げする。わずかな痕跡のある

程度のものはグラインダー仕上げのみでよい  

2 組立溶接の欠陥  
欠陥部をアークエアガウジング等で除去し、必

要であれば再度組立溶接を行う。  

3 溶接われ  
われ部分を完全に除去し、発生原因を究明して、

それに応じた再溶接を行う。  

4 溶接ビード表面のピット  
エアアークガウジングでその部分を除去し、再

溶接する。  

5 オーバーラップ  グラインダーで削りを整形する。  

6 溶接ビード表面の凹凸  グラインダー仕上げする。  

7 アンダーカット  
程度に応じて、グラインダー仕上げのみ、また

は溶接後、グラインダー仕上げする。  

 
 

（13）ひずみとり 

受注者は、溶接によって部材の変形が生じた場合、プレス、ガス炎加熱法等によ

って矯正しなければならない。ガス炎加熱法によって矯正する場合の鋼材表面温度

及び冷却法は、表3-2-56によるものとする。 

 

表3-2-56  ガス炎加熱法による線状加熱時の鋼材表面温度及び冷却法 
 

（表省略） 

 

（14）仮組立て 

① 受注者が、仮組立てを行う場合は、実際に部材を組み立てて行うこと（以下「実

仮組立」という。）を基本とする。 

ただし、シミュレーション仮組立などの他の方法によって実仮組立てと同等の

精度の検査が行える場合は、監督員の承諾を得て実施できる。 
 

 

 

 

 

 

 

表3-2-54 欠陥の補修方法 
 

欠  陥  の  種  類  補 修 方 法  

1 アークストライク  

母材 表面 に凹み を生 じた部分 は溶接 肉盛 りの 後

グラインダー仕上げする。わずかな痕跡のある程

度のものはグラインダー仕上げのみでよい  

2 組立溶接の欠陥  
欠陥部をアークエアガウジング等で除去し、必要

であれば再度組立溶接を行う。  

3 溶接われ  
われ部分を完全に除去し、発生原因を究明して、

それに応じた再溶接を行う。  

4
溶 接 ビ ー ド 表 面 の ピ ッ

ト  

アークエアガウジングでその部分を除去し、再溶

接する。  

5 オーバーラップ  グラインダーで削りを整形する。  

6 溶接ビード表面の凹凸  グラインダー仕上げする。  

7 アンダーカット  
程度に応じて、グラインダー仕上げのみ、または

溶接後、グラインダー仕上げする。  

 
 

（13）ひずみとり 

受注者は、溶接によって部材の変形が生じた場合、プレス、ガス炎加熱法等によ

って矯正しなければならない。ガス炎加熱法によって矯正する場合の鋼材表面温度

及び冷却法は、表3-2-55によるものとする。 

 

表3-2-55  ガス炎加熱法による線状加熱時の鋼材表面温度及び冷却法 
 

（表省略） 

 

（14）仮組立て 

① 受注者が、仮組立てを行う場合は、実際に部材を組み立てて行うこと（以下「実

仮組立」という。）を基本とする。 

ただし、他の方法によって実仮組立てと同等の精度の検査が行える場合は、監

督員の承諾を得て実施できる。 
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2．ボルトナット 

（1）ボルト孔の径は、表3-2-57に示すとおりとする。 

 

表3-2-57 ボルト孔の径 
 

（表省略） 

 

（2）ボルト孔の径の許容差は、表3-2-58に示すとおりとする。 

ただし、摩擦接合の場合は1ボルト群の20％に対しては＋1.0mmまで良いものとす

る。 

 

表3-2-58 ボルト孔の径の許容差 
 

（表省略） 

 

（3）仮組立て時のボルト孔の精度 

③ 受注者は、ボルト孔において貫通ゲージの貫通率及び停止ゲージの停止率を、

表3-2-59のとおりにしなければならない。 

 

表3-2-59 ボルト孔の貫通率及び停止率 
 

（表省略） 

 

3-2-12-6 落橋防止装置製作工 
 

1．製作加工 

PC鋼材等による落橋防止装置の製作加工については、以下の規定によるものとする
 

 

3-2-12-7 橋梁用防護柵製作工 
 

2．ボルト・ナット 

（1）ボルト・ナットの塗装仕上げをする場合については、本条1項の製作加工（1）塗

装仕上げをする場合の規定によるものとする。ただし、ステンレス性のボルト・ナ

ットの場合は、無処理としなければならない。 
 

 

3-2-12-8 アンカーフレーム製作工 
 

2．アンカーボルトのねじの種類 ピッチ及び精度 

受注者は、アンカーボルトのねじの種類、ピッチ及び精度は、表3-2-60によらなけ

ればならない。 

 

表3-2-60 ねじの種類、ピッチ及び精度 
 

（表省略） 

 

 

2．ボルトナット 

（1）ボルト孔の径は、表3-2-56に示すとおりとする。 

 

表3-2-56 ボルト孔の径 
 

（表省略） 

 

（2）ボルト孔の径の許容差は、表3-2-57に示すとおりとする。 

ただし、摩擦接合の場合は1ボルト群の20％に対しては＋1.0mmまで良いものとす

る。 

 

表3-2-57 ボルト孔の径の許容差 
 

（表省略） 

 

（3）仮組立て時のボルト孔の精度 

③ 受注者は、ボルト孔において貫通ゲージの貫通率及び停止ゲージの停止率を、

表3-2-58のとおりにしなければならない。 

 

表3-2-58 ボルト孔の貫通率及び停止率 
 

（表省略） 

 

3-2-12-6 落橋防止装置製作工 
 

1．製作加工 

PC鋼材による落橋防止装置の製作加工については、以下の規定によるものとする。
 

 

3-2-12-7 橋梁用防護柵製作工 
 

2．ボルト・ナット 

（1）ボルト・ナットの塗装仕上げをする場合については、本条1項の製作加工（1）塗

装仕上げをする場合の規定によるものとする。ただシーステンレス性のボルト・ナ

ットの場合は、無処理としなければならない。 
 

 

3-2-12-8 アンカーフレーム製作工 
 

2．アンカーボルトのねじの種類 ピッチ及び精度 

受注者は、アンカーボルトのねじの種類、ピッチ及び精度は、表3-2-59によらなけ

ればならない。 

 

表3-2-59 ねじの種類、ピッチ及び精度 
 

（表省略） 

 

 



改定 現行 摘 要 

3-2-12-11 工場塗装工 
 

3．気温 湿度の条件 

受注者は、気温、湿度の条件が表3-2-61の塗装禁止条件を満足しない場合、塗装を

行ってはならない。ただし、塗装作業所が屋内で、温度、湿度が調節されているとき

は、屋外の気象条件に関係なく塗装してもよい。これ以外の場合は、監督員と協議し

なければならない。 

表3-2-61 塗装禁止条件 
 

（表省略） 

 

10．下 塗 

（4）受注者は、塗装作業にエアレススプレー、ハケまたはローラーブラシを用いなけ

ればならない。 

また、塗布作業に際しては各塗布方法の特徴を理解して行わなければならない。
 

12．検 査 

（3）受注者は、同一工事、同一塗装系及び同一塗装方法により塗装された500m2単位毎

25点（1点あたり5回測定）以上塗膜厚の測定をしなければならない。ただし、1ロ

ットの面積が200m2に満たない場合は10m2ごとに1点とする。 

（6）受注者は、次に示す要領により塗膜厚の判定をしなければならない。 

④ 平均値、最小値、標準偏差のそれぞれ3条件のうち1つでも不合格の場合はさら

に同数の測定を行い、当初の測定値と合わせて計算した結果が基準値を満足すれ

ば合格とし、不合格の場合は、塗増し再検査しなければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2-12-11 工場塗装工 
 

3．気温 湿度の条件 

受注者は、気温、湿度の条件が表3-2-60の塗装禁止条件を満足しない場合、塗装を

行ってはならない。ただし、塗装作業所が屋内で、温度、湿度が調節されているとき

は、屋外の気象条件に関係なく塗装してもよい。これ以外の場合は、監督員と協議し

なければならない。 

表3-2-60 塗装禁止条件 
 

（表省略） 

 

10．下 塗 

（4）受注者は、塗装作業にエアレススプレー、ハケ、ローラーブラシを用いなければ

ならない。 

また、塗布作業に際しては各塗布方法の特徴を理解して行わなければならない。
 

12．検 査 

（3）受注者は、同一工事、同一塗装系及び同一塗装方法により塗装された500m2単位毎

25点（1点当たり5回測定）以上塗膜厚の測定をしなければならない。ただし、1ロ

ットの面積が200m2に満たない場合は10m2ごとに1点とする。 

（6）受注者は、次に示す要領により塗膜厚の判定をしなければならない。 

④ 平均値、最小値、標準偏差のそれぞれ3条件のうち1つでも不合格の場合は同数

の測定を行い、当初の測定値と合わせて計算した結果が基準値を満足すれば合格

とし、不合格の場合は、塗増し再検査しなければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第13節 橋梁架設工 
 

3-2-13-2 地組工 
 

1．地組部材の仮置き 

（3）仮置き中に部材が、汚損及び腐食を生じないように対策を講じなければならない。

（4）仮置き中に部材に、損傷、汚損及び腐食が生じた場合は、速やかに監督員に連絡

し、取り替えまたは補修等の処置を講じなければならない。 
 

 

第14節 法面工（共通） 
 

3-2-14-2 植生工 
 

8．芝串 

受注者は、張芝の脱落を防止するため、1m2あたり20～30本の芝串で固定するもの

とする。また、張付けにあたっては芝の長手を水平方向とし、縦目地を通さず施工し

なければならない。 
 

 

3-2-14-6 アンカー工 
 

10．孔内グラウト  

受注者は、孔内グラウトに際しては、設計図書に示されたグラウトを最低部から注

入するものとし、削孔内の排水及び排気を確実に行い所定のグラウトが孔口から排出

されるまで作業を中断してはならない。 
 

 

第16節 浚渫工（共通） 
 

3-2-16-3 浚渫船運転工 
 

5．堤防、護岸等の損傷防止 

受注者は、浚渫工（ポンプ浚渫船、グラブ船及びバックホウ浚渫船）の施工に使用

する浚渫船の固定、排送管の布設においては、堤防、護岸、水制等に損傷を与えない

ようにしなければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第13節 橋梁架設工 
 

3-2-13-2 地組工 
 

1．地組部材の仮置き 

（3）仮置き中に部材が、汚損、腐食をしないように対策を講じなければならない。 

（4）仮置き中に部材に、損傷、汚損、腐食が生じた場合は、速やかに監督員に連絡し、

取り替えまたは補修等の処置を講じなければならない。 
 

 

第14節 法面工（共通） 
 

3-2-14-2 植生工 
 

8．芝串 

受注者は、張芝の脱落を防止するため、1m2当たり20～30本の芝串で固定するもの

とする。また、張付けにあたっては芝の長手を水平方向とし、縦目地を通さず施工し

なければならない。 
 

 

3-2-14-6 アンカー工 
 

10．孔内グラウト  

受注者は、孔内グラウトに際しては、設計図書に示されたグラウトを最低部から注

入するものとし、削孔内の排水、排気を確実に行い所定のグラウトが孔口から排出さ

れるまで作業を中断してはならない。 
 

 

第16節 浚渫工（共通） 
 

3-2-16-3 浚渫船運転工 
 

5．堤防、護岸等の損傷防止 

受注者は、浚渫工（ポンプ浚渫船、グラブ船及びバックホウ浚渫船）の施工に使用

する浚渫船の固定、排送管の布設に、堤防、護岸、水制等に損傷を与えないようにし

なければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第17節 植栽維持工 
 

3-2-17-2 材 料 
 

1．一般事項 

受注者は、樹木・芝生管理工の施工に使用する肥料、薬剤については、施工前に監

督員に品質を証明する資料等の、確認を得なければならない。 

なお、薬剤については農薬取締法（平成26年6月改正 法律第8号）に基づくもので

なければならない。 

2．客土及び間詰土 

客土及び間詰土は育成に適した土壌とし、有害な粘土、瓦礫、ごみ、雑草、さ  さ

根等の混入及び病虫害等に侵されていないものでなければならない。 

3．補植用樹木類 

樹木・芝生管理工の補植で使用する樹木類は、植樹に耐えるようあらかじめ移植ま

たは、根回しした細根の多いもので、樹形が整い、樹勢が盛んで病虫害のない栽培  品

でなければならない。 
 

 

3-2-17-3 樹木・芝生管理工 
 

5．施工 

受注者は、樹木の堀取り、荷造り及び運搬、植付けにあたり、1日の植付け量を考

慮し、迅速に施工しなければならない。 
 

7．補植、移植の施工 

受注者は、補植、移植の施工にあたり、樹木類の鉢に応じて、余裕のある植穴を掘

り、瓦礫、不良土等の生育に有害な雑物を取り除き、植穴底部は耕して植付けなけれ

ばならない。 

8．樹木の植え込み 

樹木の植え込みは、根鉢の高さを根の付け根の最上端が土に隠れる程度に間土等を

用いて調整するものとし、深植えを行ってはならない。また、現場に応じて見栄えが

よく植穴の中心に植付けなければならない。 

9．移植先の土壌 

受注者は、移植先の土壌に問題があった場合は監督員に報告し、必要に応じて客

土・肥料・土壌改良剤を使用する場合は根の周りに均一に施工し、施肥は肥料が直接

樹木の根に触れないようにし均等に行わなければならない。 

12．補植、移植の植え付けの際の水極め 

受注者は、補植、移植の植付けの際の水極めについては、樹木に有害な雑物を含ま

ない水を使用し、木の棒等でつくなど、根の周りに間隙の生じないよう土を流入させ

なければならない。 

16．支柱の設置 

受注者は、支柱の設置については、ぐらつきのないよう設置しなければならない。

また、樹幹と支柱との取付け部については、杉皮等を巻きシュロ縄を用いて動かぬよ

う結束しなければならない。 

第17節 植栽維持工 
 

3-2-17-2 材 料 
 

1．一般事項 

受注者は、樹木・芝生管理工の施工に使用する肥料、薬剤については、施工前に監

督員に品質を証明する資料等の、確認を得なければならない。 

なお、薬剤については農薬取締法（平成19年3月改正 法律第8号）に基づくもので

なければならない。 

2．客土及び間詰土 

客土及び間詰土は育成に適した土壌とし、有害な粘土、瓦礫、ごみ、雑草、さ  さ

根等の混入及び病害虫等に侵されていないものでなければならない。 

3．補植用樹木類 

樹木・芝生管理工の補植で使用する樹木類は、植樹に耐えるようあらかじめ移植ま

たは、根回しした細根の多いもので、樹形が整い、樹勢が盛んで病害虫のない栽培  品

でなければならない。 
 

 

3-2-17-3 樹木・芝生管理工 
 

5．施工 

受注者は、樹木の堀取り、荷造り及び運搬、値付けにあたり、1日の植付け量を考

慮し、迅速に施工しなければならない。 

7．補植、移植の施工 

受注者は、補植、移植の施工にあたり、樹木類の鉢に応じて、余裕のある植穴を掘

り、瓦礫、不良土等の育成に有害な雑物を取り除き、植穴底部は耕して植付けなけれ

ばならない。 

8．樹木の植え込み 

樹木の植え込みは、根鉢の高さを根の付け根の最上端が土に隠れる程度に間土等を

用いて調整するものとし、深植を行ってはならない。また、現場に応じて見栄えがよ

く植穴の中心に植付けなければならない。 

9．移植先の土壌 

受注者は、移植先の土壌に問題があった場合は監督員に報告し、必要に応じて客

土・肥料・土壌改良剤を使用する場合は根の回りに均一に施工し、施肥は肥料が直接

樹木の根に触れないようにし均等に行わなければならない。 

12．補植、移植の植え付けの際の水極め 

受注者は、補植、移植の植付けの際の水極めについては、樹木に有害な雑物を含ま

ない水を使用し、木の棒等でつくなど、根の回りに間隙の生じないよう土を流入させ

なければならない。 

16．支柱の設置 

受注者は、支柱の設置については、ぐらつきのないよう設置しなければならない。

また、樹幹と支柱との取付け部については、杉皮等を巻きしゅろなわを用いて動かぬ

よう結束しなければならない。 



改定 現行 摘 要 

第18節 床版工 
 

3-2-18-2 床版工 
 

1．鉄筋コンクリート床版 

（4）受注者は、スペーサーについては、コンクリート製もしくはモルタル製を使用す

るのを原則とし、本体コンクリートと同等の品質を有するものとしなければならな

い。 

なお、それ以外のスペーサーを使用する場合はあらかじめ設計図書に関して監督

員のと協議しなければならない。スペーサーは、1m2あたり4個を配置の目安とし、

組立及びコンクリートの打込中、その形状を保つものとする。 

（6）受注者は、コンクリート打込み作業にあたり、コンクリートポンプを使用する場

合は以下によらなければならない。 

① ポンプ施工を理由にコンクリートの品質を低下させてはならない。 
 

（9）受注者は、コンクリート打込みにあたっては、型枠支保工の設置状態を常に監視

するとともに、所定の床版厚さ及び鉄筋配置の確保に努めなければならない。また、

コンクリート打ち込み後の養生については、第1編1-3-5-9養生に基づき施工しなけ

ればならない。 

（11）受注者は、工事完成時における足場及び支保工の解体にあたっては、鋼桁部材に

損傷を与えないための措置を講ずるとともに、鋼桁部材や下部工にコンクリート片

木片等の残材を残さないよう後片付け（第1編1-1-1-28後片付け）を行なわなけれ

ばならない。 

（12）受注者は、床版コンクリート打設前においては、主桁のそり、打設後においては、

床版の基準高を測定し、その記録を整備及び保管し、監督員または検査員の請求が

あった場合は速やかに提示しなければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第18節 床版工 
 

3-2-18-2 床版工 
 

1．鉄筋コンクリート床版 

（4）受注者は、スペーサーについては、コンクリート製もしくはモルタル製を使用す

るのを原則とし、本体コンクリートと同等の品質を有するものとしなければならな

い。 

なお、それ以外のスペーサーを使用する場合はあらかじめ設計図書に関して監督

員のと協議しなければならない。スペーサーは、1m2当たり4個を配置の目安とし、

組立及びコンクリートの打込中、その形状を保つものとする。 

（6）受注者は、コンクリート打込み作業にあたり、コンクリートポンプを使用する場

合は以下によらなければならない。 

① ポンプ施工を理由にコンクリートの品質を下げてはならない。 

（9）受注者は、コンクリート打込みにあたっては、型枠支保工の設置状態を常に監視

するとともに、所定の床版厚さ及び鉄筋配置の確保に努めなければならない。また、

コンクリート打ち込み後の養生については、第1編3-6-9養生に基づき施工しなけれ

ばならない。 

（11）受注者は、工事完成時における足場及び支保工の解体にあたっては、鋼桁部材に

損傷を与えないための措置を講ずるとともに、鋼桁部材や下部工にコンクリート片

木片等の残材を残さないよう後片付け（第1編1-1-28後片付け）を行なわなければ

ならない。 

（12）受注者は、床版コンクリート打設前及び完了後、キャンバーを測定し、その記録

を整備及び保管し、監督員または検査員の請求があった場合は速やかに提示しなけ

ればならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第4編 河 川 編 
 

第1章 築堤・護岸 
 

第3節 軽量盛土工 
 

4-1-3-2 軽量盛土工 
 

軽量盛土工の施工については、第3編3-2-11-2軽量盛土工の規定による。 
 

 

第6節 矢板護岸工 
 

4-1-6-2 作業土工（床掘り・埋戻し） 
 

作業土工の施工については、第3編3-2-3-3作業土工（床堀り・埋戻し）の規定による。
 

 

第7節 法覆護岸工 
 

4-1-7-2 材 料 
 

表4-1-1 純ポリ塩化ビニル：（厚さ1mm、色：透明）の品質規格 

試験項目 内  容 単  位 規格値 試験方法 

比  重   1.25以下 JIS K 6773 

硬  さ   80±5 JIS K 6773 

引張強さ  Ｎ/mm2 11.8以上 JIS K 6773 

伸  び  ％ 290以上 JIS K 6773 

※老 化 性 質 量 変 化 率 ％ ±7 JIS K 6773 

※
耐 

薬 

品 

性 

ｱﾙｶﾘ 

引張強さ変化率 ％ ±15 JIS K 6773 

伸び    変化率 ％ ±15 JIS K 6773 

質量    変化率 ％ ±3 JIS K 6773 

食塩水 

引張強さ変化率 ％ ±7 JIS K 6773 

伸び    変化率 ％ ±7 JIS K 6773 

質量    変化率 ％ ±1 JIS K 6773 

柔 軟 性  ℃ -30以下 JIS K 6773 

引裂強さ  
Ｎ/m 

(kgf/cm) 

58800以上 

（60以上） 

JIS K 6252-1 

JIS K 6252-2 

    ※公的試験機関のみの試験項目  

 

 

 

 

 

 

 

 

第4編 河 川 編 
 

第1章 築堤・護岸 
 

第3節 軽量盛土工 
 

4-1-3-2 軽量盛土工 
 

軽量盛土の施工については、第3編3-2-11-2軽量盛土工の規定による。 
 

 

第6節 矢板護岸工 
 

4-1-6-2 作業土工（床掘り・埋戻し） 
 

作業土工の施工については、第3編3-2-3-3作業土工の規定による。 
 

 

第7節 法覆護岸工 
 

4-1-7-2 材 料 
 

表4-1-1 純ポリ塩化ビニル：（厚さ1mm、色：透明）の品質規格 

試験項目 内  容 単  位 規格値 試験方法 

比  重   1.25以下 JIS K 6773 

硬  さ   80±5 JIS K 6773 

引張強さ  Ｎ/mm2 11.8以上 JIS K 6773 

伸  び  ％ 290以上 JIS K 6773 

※老 化 性 質 量 変 化 率 ％ ±7 JIS K 6773 

※
耐 

薬 

品 
性 

ｱﾙｶﾘ 

引張強さ変化率 ％ ±15 JIS K 6773 

伸び    変化率 ％ ±15 JIS K 6773 

質量    変化率 ％ ±3 JIS K 6773 

食塩水 

引張強さ変化率 ％ ±7 JIS K 6773 

伸び    変化率 ％ ±7 JIS K 6773 

質量    変化率 ％ ±1 JIS K 6773 

柔 軟 性  ℃ -30°以下 JIS K 6773 

引裂強さ  
Ｎ/m 

(kgf/cm) 

58800以上 

（60以上） 
JIS K 6252 

    ※公的試験機関のみの試験項目  

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

表4-1-2 エチレン酢酸ビニル：（厚さ1mm、色：透明）の品質規格 

試験項目 内  容 単  位 規格値 試験方法 

比  重   1.0以下 JIS K 6773 

硬  さ   93±5 JIS K 6773 

引張強さ  Ｎ/mm2 15.6以上 JIS K 6773 

伸  び  ％ 400以上 JIS K 6773 

※老 化 性 質 量 変 化 率 ％ ±7 JIS K 6773 

※
耐 

薬 

品 

性 

ｱﾙｶﾘ 

引張強さ変化率 ％ ±15 JIS K 6773 

伸び    変化率 ％ ±15 JIS K 6773 

質量    変化率 ％ ±3 JIS K 6773 

食塩水 

引張強さ変化率 ％ ±7 JIS K 6773 

伸び    変化率 ％ ±7 JIS K 6773 

質量    変化率 ％ ±1 JIS K 6773 

柔 軟 性  ℃ -30以下 JIS K 6773 

引裂強さ  
Ｎ/m 

(kgf/cm) 

58800以上 

（60以上） 

JIS K 6252-1 

JIS K 6252-2 

※公的試験機関のみの試験項目 
 

 

第8節 擁壁護岸工 
 

4-1-8-4 プレキャスト擁壁工 
 

プレキャスト擁壁工の施工については、第3編3-2-15-2プレキャスト擁壁工の規定 

による。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表4-1-2 エチレン酢酸ビニル：（厚さ1mm、色：透明）の品質規格 

試験項目 内  容 単  位 規格値 試験方法 

比  重   1.0以下 JIS K 6773 

硬  さ   93±5 JIS K 6773 

引張強さ  Ｎ/mm2 15.6以上 JIS K 6773 

伸  び  ％ 400以上 JIS K 6773 

※老 化 性 質 量 変 化 率 ％ ±7 JIS K 6773 

※
耐 

薬 

品 

性 

ｱﾙｶﾘ 

引張強さ変化率 ％ ±15 JIS K 6773 

伸び    変化率 ％ ±15 JIS K 6773 

質量    変化率 ％ ±3 JIS K 6773 

食塩水

引張強さ変化率 ％ ±7 JIS K 6773 

伸び    変化率 ％ ±7 JIS K 6773 

質量    変化率 ％ ±1 JIS K 6773 

柔 軟 性  ℃ -30°以下 JIS K 6773 

引裂強さ  
Ｎ/m 

(kgf/cm) 

58800以上 

（60以上） 
JIS K 6252 

※公的試験機関のみの試験項目  

 

 

第8節 擁壁護岸工 
 

4-1-8-4 プレキャスト擁壁工 
 

プレキャスト擁壁工の施工については、第3編2-15-2プレキャスト擁壁工の規定 

による。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第3章 樋門・樋管 
 

第5節 樋門・樋管本体工 
 

4-3-5-6 函渠工 
 

7．鋼管の布設 

（6）受注者は、以下の場合には、鋼製部材の現場塗装を行ってはならない。 

③ 塗料の乾燥前に降雨、降雪、降霜のおそれがあるとき。 
 

 

第6節 護床工 
 

4-3-6-2 作業土工（床掘り・埋戻し） 
 

作業土工の施工については、第3編3-2-3-3作業土工（床掘り・埋戻し）の規定による。
 

4-3-6-3 根固めブロック工 
 

根固めブロック工の施工については、第3編3-2-3-17根固めブロック工の規定による。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3章 樋門・樋管 
 

第5節 樋門・樋管本体工 
 

4-3-5-6 函渠工 
 

7．鋼管の布設 

（6）受注者は、以下の場合には、鋼製部材の現場塗装を行ってはならない。 

③ 塗料の乾燥前に降雨、雪、霜のおそれがあるとき。 
 

 

第6節 護床工 
 

4-3-6-2 作業土工（床掘り・埋戻し） 
 

作業土工の施工については、第3編4-2-3-3作業土工（床掘り・埋戻し）の規定による。
 

4-3-6-3 根固めブロック工 
 

根固めブロック工の施工については、第3編4-2-3-17根固めブロック工の規定による。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第4章 水 門 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

国土交通省 仮締切堤設置基準（案）        （平成26年12月一部改正）

ダム・堰施設技術協会 ダム・堰施設技術基準（案） 

（基準解説編・設備計画マニュアル編） （平成28年10月）
 

 

第5節 軽量盛土工 
 

4-4-5-1 一般事項 
 

本節は、軽量盛土工として、輸送工その他これらに類する工種について定める。
 

 

第9節 鋼管理橋上部工 
 

4-4-9-9 架設工（トラベラークレーン架設） 
 

架設工（トラベラークレーン架設）の施工については、第3編3-2-13-8架設工（ト 

ラベラークレーン架設）の規定による。 
 

 

4-4-9-11 現場継手工 
 

現場継手工の施工については、第3編3-2-3-23現場継手工の規定による。 
 

 

第14節 コンクリート管理橋上部工（PC橋） 
 

4-4-14-3 ポストテンション桁製作工 
 

 ポストテンション桁製作工の施工については、第3編3-2-3-13ポストテンション桁製

作工の規定による。 
 

 

第18節 舗装工 
 

4-4-18-2 材 料 
 

材料については、第3編3-2-6-2材料の規定による。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第4章 水 門 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

国土交通省 仮締切堤設置基準（案）       （平成26年12月一部改正） 

ダム・堰施設技術協会 ダム・堰施設技術基準（案）（基準解説編・マニュアル編）

 （平成26年9月） 
 

 

第5節 軽量盛土工 
 

4-4-5-1 一般事項 
 

   本節は、軽量盛土工として、輸送その他これらに類する工種について定める。 
 

 

第9節 鋼管理橋上部工 
 

4-4-9-9 架設工（トラベラークレーン架設） 
 

架設工（トラベラークレーン架設）の施工については、第3編3-2-13-8架設工（ト 

ラベラークレーン）の規定による。 
 

 

4-4-9-11 現場継手工 
 

 現場継手の施工については、第3編3-2-3-23現場継手工の規定による。 
 

 

第14節 コンクリート管理橋上部工（PC橋） 
 

4-4-14-3 ポストテンション桁製作工 
 

ポストテンション桁の施工については、第3編3-2-3-13ポストテンション桁製作工 

の規定による。 
 

 

第18節 舗装工 
 

4-4-18-2 材 料 
 

材料につては、第3編3-2-6-2材料の規定による。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第5章 堰 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

ダム･堰施設技術協会 ダム･堰施設技術基準(案)    

(基準解説編・施工計画マニュアル編)（平成28年10月）

国土開発技術研究センター ゴム引布製起伏堰技術基準（案） （平成12年10月）

国土交通省 仮締切堤設置基準（案）       （平成26年12月一部改正） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅱ鋼橋編） （平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅲコンクリート橋編） 

 （平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅳ下部構造編）  

 （平成24年3月） 

日本道路協会 鋼道路橋施工便覧 （平成27年3月） 

日本道路協会 道路橋支承便覧 （平成16年4月） 

土木学会 プレストレストコンクリート工法設計施工指針 （平成3年3月） 
 

 

第3節 工場製作工 
 

4-5-3-1 一般事項 
 

2．施工計画書 

受注者は、原寸、工作、溶接及び仮組立てに関する事項を施工計画書へ記載しなけ

ればならない。 
 

4-5-3-5 検査路製作工 
 

検査路製作工の施工については、第3編3-2-12-4検査路製作工の規定による。
 

 

第6節 可動堰本体工 
 

4-5-6-1 一般事項 
 

2．適用規定 

受注者は、可動堰本体工の施工にあたっては、ダム・堰施設技術協会 ダム・堰施

設技術基準（案）（基準解説編・設備計画マニュアル編）（平成28年10月）及び国土交

通省 ダム・堰施設技術基準（案）（平成28年3月） 第7章施工の規定による。これに

より難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 
 

 

 

 

 

第5章 堰 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

ダム･堰施設技術協会 ダム･堰施設技術基準(案)   (基準解説編・マニュアル編) 

（平成26年9月）

国土開発技術研究センター ゴム引布製起伏堰技術基準（案） （平成12年10月）

国土交通省 仮締切堤設置基準（案）       （平成26年12月一部改正） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅱ鋼橋編） （平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅲコンクリート橋編） 

 （平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅳ下部構造編）  

 （平成24年3月） 

日本道路協会 鋼道路橋施工便覧 （昭和60年2月） 

日本道路協会 道路橋支承便覧 （平成16年4月） 

土木学会 プレストレストコンクリート工法設計施工指針 （平成3年3月） 
 

 

第3節 工場製作工 
 

4-5-3-1 一般事項 
 

2．施工計画書 

受注者は、原寸、工作、溶接及び組立てに関する事項を施工計画書へ記載しなけれ

ばならない。 
 

4-5-3-5 検査路製作工 
 

検査路製作工の規定については、第3編3-2-12-4検査路製作工の規定による。 
 

 

第6節 可動堰本体工 
 

4-5-6-1 一般事項 
 

2．適用規定 

受注者は、可動堰本体工の施工にあたっては、ダム・堰施設技術基準（案）（基準

解説編・マニュアル編）（平成26年9月） 第7章施工の規定による。これにより難い場

合は、監督員の承諾を得なければならない。 
 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第7節 固定堰本体工 
 

4-5-7-1 一般事項 
 

2．適用規定 

受注者は、固定堰本体工の施工にあたっては、ダム・堰施設技術協会 ダム・堰施

設技術基準（案） （基準解説編・設備計画マニュアル編）（平成28年10月）及び国土

交通省 ダム・堰施設技術基準（案）（平成28年3月） 第7章施工の規定による。こ

れにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 
 

 

第8節 魚道工 
 

4-5-8-1 一般事項 
 

2．適用規定 

受注者は、魚道工の施工にあたっては、ダム・堰施設技術協会 ダム・堰施設技術

基準（案） （基準解説編・設備計画マニュアル編）（平成28年10月）及び国土交通省

ダム・堰施設技術基準（案）（平成28年3月） 第7章施工の規定による。これにより

難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 
 

 

 

第17節 コンクリート管理橋上部工（PC箱桁橋） 
 

4-5-17-1 一般事項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第7節 固定堰本体工 
 

4-5-7-1 一般事項 
 

2．適用規定 

受注者は、固定堰本体工の施工にあたっては、ダム・堰施設技術基準（案） （基

準解説編・マニュアル編）（平成26年9月） 第7章施工の規定による。これにより難

い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 
 

 

 

第8節 魚道工 
 

4-5-8-1 一般事項 
 

2．適用規定 

受注者は、魚道工の施工にあたっては、ダム・堰施設技術基準（案）（基準解説編・

マニュアル編）（平成26年9月） 第7章施工の規定による。これにより難い場合は、

監督員の承諾を得なければならない。 
 

 

 

 

第17節 コンクリート管理橋上部工（PC箱桁橋） 
 

6-5-17-1 一般事項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第6章 排水機場 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

ダム・堰施設技術協会 ダム・堰施設技術基準（案） 

（基準解説編・設備計画マニュアル編）（平成28年10月）

国土交通省 仮締切堤設置基準（案）         （平成26年12月一部改正）

河川ポンプ施設技術協会 揚排水ポンプ設備技術基準（案）同解説 （平成27年2月）
 

 

 

 

第9章 河川修繕 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 鋼道路橋防食便覧 （平成26年3月） 

日本道路協会 道路維持修繕要綱 （昭和53年7月） 

ダム･堰施設技術協会 ダム・堰施設技術基準（案） 

（基準解説編・設備計画マニュアル編） （平成28年10月）

河川ポンプ施設技術協会 揚排水ポンプ設備技術基準（案）同解説 （平成 27

年2月） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6章 排水機場 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

ダム・堰施設技術協会 ダム・堰施設技術基準（案）（基準解説編・マニュアル編）

 （平成26年9月） 

国土交通省 仮締切堤設置基準（案）       （平成26年12月一部改正） 

河川ポンプ施設技術協会 揚排水ポンプ設備技術基準（案）同解説 （平成13年） 
 

 

 

 

第9章 河川修繕 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 鋼道路橋防食便覧 （平成26年3月） 

日本道路協会 道路維持修繕要綱 （昭和53年7月） 

ダム･堰施設技術協会 ダム・堰施設技術基準（案）（基準解説編・マニュアル編）

 （平成26年9月） 

河川ポンプ施設技術協会 揚排水ポンプ設備技術基準（案）同解説（平成13年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第5編 砂 防 編 
 

第1章 砂防堰堤 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

土木学会 コンクリート標準示方書（ダムコンクリート編） （平成25年10月）

土木学会 コンクリート標準示方書（施工編） （平成25年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編Ⅱ鋼橋編） （平成24年3月） 

日本道路協会 鋼道路橋防食便覧 （平成26年3月） 

   砂防・地すべり技術センター 砂防ソイルセメント施工便覧  （平成28年度版）
 

 

第5節 軽量盛土工 
 

5-1-5-2 軽量盛土工 
 

 軽量盛土工の施工については、第3編3-2-11-2軽量盛土工の規定による。 
 

 

第6節 法面工 
 

5-1-6-1 一般事項 
 

2．適用規定 

受注者は、法面の施工にあたって、「道路土工－切土工・斜面安定工指針 3設計と

施工」（日本道路協会、平成21年6月）、「のり枠工の設計・施工指針第8章吹付枠工、第

9章プレキャスト枠工、第10章現場打ちコンクリート枠工、第11章中詰工」（全国特定

法面保護協会、平成25年10月）、「グラウンドアンカー設計・施工基準、同解説第7章施

工」（地盤工学会、平成24年5月）の規定による。これ以外の施工方法による場合は、

施工前に設計図書に関して監督員の承諾を得なければならない。 
 

 

第10節 護床工・根固め工 
 

5-1-10-5 間詰工 
 

間詰工の施工については、第5編5-1-8-7間詰工の規定による。 
 

 

第12節 付帯道路工 
 

5-1-12-5 アスファルト舗装工 
 

アスファルト舗装工の施工については、第3編3-2-6-7アスファルト舗装工の規定によ

る。 
 

5-1-12-9 集水桝工 
 

集水桝工の施工については、第3編3-2-3-30集水桝工の規定による。 

第5編 砂 防 編 
 

第1章 砂防堰堤 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

土木学会 コンクリート標準示方書（ダムコンクリート編） （平成25年10月） 

土木学会 コンクリート標準示方書（施工編） （平成25年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編Ⅱ鋼橋編） （平成24年3月） 

日本道路協会 鋼道路橋防食便覧 （平成26年3月） 
 

（追加） 

 

第5節 軽量盛土工 
 

5-1-5-2 軽量盛土工 
 

 軽量盛土好悪施工については、第3編3-2-11-2軽量盛土工の規定による。 
 

 

第6節 法面工 
 

5-1-6-1 一般事項 
 

2．適用規定 

受注者は、法面の施工にあたって、「道路土工－のり面工・斜面安定工指針 3設計

と施工」（日本道路協会、平成21年6月）、「のり枠工の設計・施工指針第8章吹付枠工、

第9章プレキャスト枠工、第10章現場打ちコンクリート枠工、第11章中詰工」（全国特

定法面保護協会、平成25年10月）、「グラウンドアンカー設計・施工基準、同解説第7

章施工」（地盤工学会、平成24年5月）の規定による。これ以外の施工方法による場合

は、施工前に設計図書に関して監督員の承諾を得なければならない。 
 

 

第10節 護床工・根固め工 
 

5-1-10-5 間詰工 
 

間詰コンクリートの施工については、第5編5-1-8-7間詰工の規定による。 
 

 

第12節 付帯道路工 
 

5-1-12-5 アスファルト舗装工 
 

アスファルト舗装工の施工については、第3編3-2-6-7舗装工の規定による。 
 

 

5-1-12-9 集水桝工 
 

集水桝の施工については、第3編3-2-3-30集水桝工の規定による。 



改定 現行 摘 要 

第2章 流路 
 

第6節 根固め・水制工 
 

5-2-6-6 捨石工 
 

 捨石工の施工については、第3編3-2-3-19捨石工の規定による。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2章 流路 
 

第6節 根固め・水制工 
 

5-2-6-6 捨石工 
 

捨石工の規定については、第3編3-2-3-19捨石工の規定による。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第6編 ダ ム 編 
 

第2章 フィルダム 
 

第3節 掘削工 
 

6-2-3-3 過掘の処理 
 

1．一般事項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6編 ダ ム 編 
 

第2章 フィルダム 
 

第3節 掘削工 
 

6-2-3-3 過掘の処理 
 

1．対象工種 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第7編 道 路 編 
 

第1章 道路改良 
 

第9節 カルバート工 
 

7-1-9-8 防水工 
 

1．一般事項 

受注者は、防水工の接合部や隅角部における増張り部等において、防水材相互が密

着するよう施工しなければならない。 
 

 

第11節 落石雪害防止工 
 

7-1-11-6 防雪柵工 
 

4．雪崩予防柵のバーの設置 

受注者は、雪崩予防柵のバーの設置にあたっては、バーの間隙から雪が抜け落ちな

いようにバーを設置しなければならない。 
 

 

第2章 舗装 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うも

のとし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 アスファルト舗装工事共通仕様書解説 （平成4年12月） 

日本道路協会 道路土工要綱         （平成21年6月） 

日本道路協会 道路緑化技術基準・同解説          （平成28年3月） 
 

（以下省略） 

 

第11節 道路植栽工 
 

7-2-11-1 一般事項 
 

3．適用規定 

受注者は、道路植栽工の施工については、「道路緑化技術基準・同解説2-3施工」（日

本道路協会、平成28年3月）の規定、「道路土工要綱」（日本道路協会、平成21年6月）

の規定及び本編7-2-11-3道路植栽工の規定による。これにより難い場合は、監督員の

承諾を得なければならない。 
 

7-2-11-3 道路植栽工 
 

10．添木の設置 

受注者は、添木の設置について、ぐらつきのないよう設置しなければならない。樹幹と添

木との取付け部は、杉皮等を巻きシュロ縄を用いて動かぬよう結束するものとする。 

第7編 道 路 編 
 

第1章 道路改良 
 

第9節 カルバート工 
 

7-1-9-8 防水工 
 

1．一般事項 

受注者は、防水工の接合部や隅角部における増貼部等において、防水材相互が密着

するよう施工しなければならない。 
 

 

第11節 落石雪害防止工 
 

7-1-11-6 防雪柵工 
 

4．雪崩予防柵のバーの設置 

受注者は、雪崩予防柵のバーの設置にあたっては、バーの隙間から雪が抜け落ちな

いようにバーを設置しなければならない。 
 

 

第2章 舗装 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うも

のとし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 アスファルト舗装工事共通仕様書解説 （平成4年12月） 

日本道路協会 道路土工要綱         （平成21年6月） 

日本道路協会 道路緑化技術基準・同解説          （昭和63年12月）
 

（以下省略） 

第11節 道路植栽工 
 

7-2-11-1 一般事項 
 

3．適用規定 

受注者は、道路植栽工の施工については、「道路緑化技術基準・同解説第4章設計・

施工」（日本道路協会、昭和63年12月）の規定、「道路土工要綱」（日本道路協会、平

成21年6月）の規定及び本編7-2-11-3道路植栽工の規定による。これにより難い場合

は、監督員の承諾を得なければならない。 
 

7-2-11-3 道路植栽工 
 

10．添木の設置 

受注者は、添木の設置について、ぐらつきのないよう設置しなければならない。樹

幹と添木との取付け部は、杉皮等を巻きしゅろなわを用いて動かぬよう結束するもの

とする。 



改定 現行 摘 要 

第3章 橋梁下部 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅱ鋼橋編） （平成24年3月）

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅳ下部構造編）（平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅴ耐震設計編） （平成24年3月）

日本道路協会 鋼道路橋施工便覧            （平成27年3月）

日本道路協会 道路橋支承便覧             （平成16年4月）

日本道路協会 鋼道路橋防食便覧                （平成26年3月）

日本道路協会 道路橋補修便覧             （昭和54年2月）

日本道路協会 杭基礎施工便覧             （平成27年3月）

日本道路協会 杭基礎設計便覧             （平成27年3月）
 

（以下省略） 

 

第8節 鋼製橋脚工 
 

7-3-8-9 橋脚フーチング工 
 

4．適用規定 

受注者は、アンカーフレームの架設については、「鋼道路橋施工便覧Ⅲ現場施工編

第3章架設」（日本道路協会、平成27年3月）による。コンクリートの打込みによって

移動することがないように据付け方法を定め、施工計画書に記載しなければならない

また、フーチングのコンクリート打設が終了するまでの間、アンカーボルト・ナッ

トが損傷を受けないように保護しなければならない。 
 

 

7-3-8-10 橋脚架設工 
 

1．適用規定 

受注者は、橋脚架設工の施工については、第3編3-2-13-3架設工（クレーン架設）、

「道路橋示方書・同解説（Ⅱ鋼橋編）第18章施工」（日本道路協会、平成24年3月）の

規定による。これ以外の施工方法による場合は、設計図書に関して監督員の承諾を得

なければならない。 
 

 

（削除） 

 

 

 

 

第3章 橋梁下部 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅱ鋼橋編） （平成24年3月）

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅳ下部構造編）（平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅴ耐震設計編） （平成24年3月）

日本道路協会 鋼道路橋施工便覧            （昭和60年2月）

日本道路協会 道路橋支承便覧             （平成16年4月）

日本道路協会 鋼道路橋防食便覧               （平成26年3月） 

日本道路協会 道路橋補修便覧             （昭和54年2月）

日本道路協会 杭基礎施工便覧             （平成19年1月）

日本道路協会 杭基礎設計便覧             （平成19年1月）
 

（以下省略） 

 

第8節 鋼製橋脚工 
 

7-3-8-9 橋脚フーチング工 
 

4．適用規定 

受注者は、アンカーフレームの架設については、「鋼道路橋施工便覧Ⅳ架設編第3章

架設工法」（日本道路協会、昭和60年2月）による。コンクリートの打込みによって移

動することがないように据付け方法を定め、施工計画書に記載しなければならない。

また、フーチングのコンクリート打設が終了するまでの間、アンカーボルト・ナッ

トが損傷を受けないように保護しなければならない。 
 

 

7-3-8-10 橋脚架設工 
 

1．適用規定 

受注者は、橋脚架設工の施工については、第3編3-2-13-3架設工（クレーン架設）、

「道路橋示方書・同解説（Ⅱ鋼橋編）第18章施工」（日本道路協会、平成24年3月）の

規定による。これ以外の施工方法による場合は、設計図書に関して監督員の承諾を得

なければならない。 
 

2．仮締めボルト 

受注者は、部材の組立てに使用する仮締めボルトとドリフトピンの合計をその箇所

の連結ボルト数の1/2以上とし、架設応力に耐えるだけの仮締めボルトとドリフトピ

ンを用いなければならない。 
 

 

 



改定 現行 摘 要 

2．異常時の処置 

受注者は、組立て中に損傷があった場合、速やかに監督員に連絡した後、取換えま

たは補修等の処置を講じなければならない。 

3．地耐力の確認 

受注者は、ベント設備・ベント基礎については、架設前にベント設置位置の地耐力

を確認しておかなければならない。 

4．架設用吊金具の処理方法 

受注者は、架設用吊金具の処理方法として、鋼製橋脚の橋脚梁天端に設置した架設

用吊金具及び外から見える架設用吊金具は切断後、平滑に仕上げなければならない。

その他の橋脚内面等に設置した架設用吊金具はそのまま残すものとする。 

5．水抜孔有効径の確認 

受注者は、中込コンクリート打設後、水抜孔の有効性を確認しなければならない。

受注者は、ベースプレート下面に無収縮モルタルを充填しなければならない。使用

する無収縮モルタルはプレミックスタイプとし、無収縮モルタルの品質は設計図書に

よるものとする。 
 

 

7-3-8-11 現場継手工 
 

2．適用規定（2）  

受注者は、現場継手工の施工については、「道路橋示方書・同解説（Ⅱ鋼橋編）18

章施工」（日本道路協会、平成24年3月）、「鋼道路橋施工便覧Ⅲ現場施工編第3章架設」

（日本道路協会、平成27年3月）の規定による。これ以外による場合は、設計図書に

関して監督員の承諾を得なければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．異常時の処置 

受注者は、組立て中に損傷があった場合、速やかに監督員に連絡した後、取換えま

たは補修等の処置を講じなければならない。 

4．地耐力の確認 

受注者は、ベント設備・ベント基礎については、架設前にベント設置位置の地耐力

を確認しておかなければならない。 

5．架設用吊金具の処理方法 

受注者は、架設用吊金具の処理方法として、鋼製橋脚の橋脚梁天端に設置した架設

用吊金具及び外から見える架設用吊金具は切断後、平滑に仕上げなければならない。

その他の橋脚内面等に設置した架設用吊金具はそのまま残すものとする。 

6．水抜孔有効径の確認 

受注者は、中込コンクリート打設後、水抜孔の有効性を確認しなければならない。

受注者は、ベースプレート下面に無収縮モルタルを充填しなければならない。使用

する無収縮モルタルはプレミックスタイプとし、無収縮モルタルの品質は設計図書に

よるものとする。 
 

 

7-3-8-11 現場継手工 
 

2．適用規定（2）  

受注者は、現場継手工の施工については、「道路橋示方書・同解説（Ⅱ鋼橋編）18

章施工」（日本道路協会、平成24年3月）、「鋼道路橋施工便覧Ⅳ架設編第2章架設工事」

（日本道路協会、昭和60年2月）の規定による。これ以外による場合は、設計図書に

関して監督員の承諾を得なければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第4章 鋼橋上部 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅱ鋼橋編） （平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅴ耐震設計編）  （平成24年3月） 

日本道路協会 鋼道路橋施工便覧                  （平成27年3月） 
 

（以下省略） 

 

第5節 鋼橋架設工 

7-4-5-11 現場継手工 
 

現場継手工の施工については、第3編3-2-3-23現場継手工の規定による。 
 

 

 

第5章 コンクリート橋上部 
 

第6節 プレビーム桁橋工 
 

7-5-6-9 落橋防止装置工 
 

落橋防止装置工の施工については、第3編3-2-12-6落橋防止装置製作工の規定による。
 

 

第7節 PCホロースラブ橋工 
 

7-5-7-5 落橋防止装置工 
 

落橋防止装置工の施工については、第3編3-2-12-6落橋防止装置製作工の規定による
 

 

第10節 PC箱桁橋工 
 

7-5-10-5 落橋防止装置工 
 

落橋防止装置工の施工については、第3編3-2-12-6落橋防止装置製作工の規定による
 

 

第11節 PC片持箱桁橋工 
 

7-5-11-1 一般事項 
 

3．架設に用いる仮設備及び架設用機材 

受注者は、架設に用いる仮設備及び架設用機材については、工事目的物の品質・性

能に係る安全性が確保できる規模と強度を有することを確認しなければならない。
 

 

 

 

第4章 鋼橋上部 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅱ鋼橋編） （平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅴ耐震設計編）  （平成24年3月） 

日本道路協会 鋼道路橋施工便覧                  （昭和60年2月） 
 

（以下省略） 

 

第5節 鋼橋架設工 
 

7-4-5-11 現場継手工 
 

 継手工の施工については、第3編3-2-3-23現場継手工の規定による。 
 

 

 

第5章 コンクリート橋上部 
 

第6節 プレビーム桁橋工 
 

7-5-6-9 落橋防止装置工 
 

落橋防止装置工の施工については、第3編3-2-12-6落橋防止装置工の規定による。 
 

 

第7節 PCホロースラブ橋工 
 

7-5-7-5 落橋防止装置工 
 

落橋防止装置工の施工については、第3編3-2-12-6落橋防止装置工の規定による。 
 

 

第10節 PC箱桁橋工 
 

7-5-10-5 落橋防止装置工 
 

落橋防止装置工の施工については、第3編3-2-12-6落橋防止装置工の規定による。 
 

 

第11節 PC片持箱桁橋工 
 

7-5-11-1 一般事項 
 

3．架設に用いる仮設備及び架設用機 
 

受注者は、架設に用いる仮設備及び架設用機材については、工事目的物の品質・性

能に係る安全性が確保できる規模と強度を有することを確認しなければならない。
 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第6章 トンネル（ＮＡＴＭ） 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

建設省 道路トンネル技術基準            （平成元年5月） 

日本道路協会 道路トンネル技術基準（構造編）・同解説 （平成15年11月）

日本道路協会 道路トンネル非常用施設設置基準・同解説 （平成13年10月）

土木学会 トンネル標準示方書 山岳工法編・同解説   （平成28年8月） 

土木学会 トンネル標準示方書 開削工法編・同解説   （平成28年8月） 

土木学会 トンネル標準示方書 シールド工法編・同解説 （平成28年8月） 
 

（以下省略） 

 

第4節 支保工 
 

7-6-4-4 ロックボルト工 
 

3．ナット緊結 

受注者は、ロックボルトの定着後、ベアリングプレートが掘削面や吹付けコンクリ

ート面に密着するように、スパナやパイプレンチを用いてナットで緊結しなければな

らない。 
 

 

第5節 覆工 
 

7-6-5-3 覆工コンクリート工 
 

3．コンクリートの締固め 

受注者は、コンクリートの締固めにあたっては、棒状バイブレータを用い、打込み

後速やかに締め固めなければならない。ただし、棒状バイブレータの使用が困難で、

かつ型枠に近い場所には型枠バイブレータを使用して確実に締め固めなければなら

ない。 

なお、流動性を向上させた中流動コンクリート等を使用した場合は、材料分離を防

止するために内部振動機ではなく型枠バイブレーターを使用するものとする。 

5．つま型枠の施工 

受注者は、つま型枠の施工にあたり、コンクリートの圧力に耐えられる構造とし、

モルタル漏れのないように取り付けなければならない。つま型枠は、防水シートを破

損しないように施工しなければならない。また、溝型枠を設置する場合は、その構造

を十分に検討し不具合のないように施工しなければならない。 
 

 

 

 

第6章 トンネル（ＮＡＴＭ） 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

建設省 道路トンネル技術基準            （平成元年5月） 

日本道路協会 道路トンネル技術基準（構造編）・同解説 （平成15年11月）

日本道路協会 道路トンネル非常用施設設置基準・同解説 （平成13年10月）

土木学会 トンネル標準示方書 山岳工法・同解説   （平成18年7月） 

土木学会 トンネル標準示方書 開削工法・同解説   （平成18年7月） 

土木学会 トンネル標準示方書 シールド工法・同解説 （平成18年7月） 
 

（以下省略） 

 

第4節 支保工 
 

7-6-4-4 ロックボルト工 
 

3．ナット緊結 

受注者は、ロックボルトの定着後、ベアリングプレートが掘削面や吹付けコンクリ

ート面に密着するようにナットで緊結しなければならない。 
 

 

 

第5節 覆工 
 

7-6-5-3 覆工コンクリート工 
 

3．コンクリートの締固め 

受注者は、コンクリートの締固めにあたっては、棒状バイブレータを用い、打込み

後速やかに締め固めなければならない。ただし、棒状バイブレータの使用が困難で、

かつ型枠に近い場所には型枠バイブレータを使用して確実に締め固めなければなら

ない。 
 

 

 

5．妻型枠の施工 

受注者は、妻型枠の施工にあたり、コンクリートの圧力に耐えられる構造とし、モ

ルタル漏れのないように取り付けなければならない。 
 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第7章 コンクリートシェッド 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅲコンクリート橋編） 

 （平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅳ下部構造編） 

 （平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅴ耐震設計編） （平成24年3月） 

日本道路協会 道路土工要綱               （平成21年6月） 

日本道路協会 道路土工－擁壁工指針     （平成24年7月） 

日本道路協会 道路土工－カルバート工指針    （平成22年3月） 

日本道路協会 道路土工－仮設構造物工指針   （平成11年3月） 

土木学会 プレストレストコンクリート工法設計施工指針  （平成3年4月） 

日本道路協会 杭基礎施工便覧                   （平成27年3月） 

日本道路協会 杭基礎設計便覧                   （平成27年3月） 
 

（以下省略） 

 

第4節 プレキャストシェッド上部工 
 

7-7-4-7 防水工 
 

2．防水工の接合部や隅角部 

受注者は、防水工の接合部や隅角部における増張り部等において、防水材相互が充

分密着するよう施工しなければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第7章 コンクリートシェッド 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、基準類と設計図書

に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は監

督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅲコンクリート橋編） 

 （平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅳ下部構造編） 

 （平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅴ耐震設計編） （平成24年3月） 

日本道路協会 道路土工要綱               （平成21年6月） 

日本道路協会 道路土工－擁壁工指針     （平成24年7月） 

日本道路協会 道路土工－カルバート工指針    （平成22年3月） 

日本道路協会 道路土工－仮設構造物工指針   （平成11年3月） 

土木学会 プレストレストコンクリート工法設計施工指針  （平成3年4月） 

日本道路協会 杭基礎施工便覧                   （平成19年1月） 

日本道路協会 杭基礎設計便覧                   （平成19年1月） 
 

（以下省略） 

 

第4節 プレキャストシェッド上部工 
 

7-7-4-7 防水工 
 

2．防水工の接合部や隅角部 

受注者は、防水工の接合部や隅角部における増貼部等において、防水材相互が充分

密着するよう施工しなければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第8章 鋼製シェッド 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅱ鋼橋編） （平成24年3月）

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅳ下部構造編）（平成24年3月）

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅴ耐震設計編）   （平成24年3月）

日本道路協会 鋼道路橋施工便覧                     （平成27年3月）

日本道路協会 鋼道路橋設計便覧                    （昭和55年9月）

日本道路協会 道路橋支承便覧                  （平成16年4月）

日本道路協会 鋼道路橋防食便覧                （平成26年3月）

日本道路協会 立体横断施設技術基準・同解説        （昭和54年1月）

日本道路協会 鋼道路橋の細部構造に関する資料集   （平成3年7月） 

日本道路協会 杭基礎施工便覧                       （平成27年3月）

日本道路協会 杭基礎設計便覧                       （平成27年3月）
 

（以下省略） 

 

 

第9章 地下横断歩道 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 立体横断施設技術基準・同解説  （昭和54年1月） 

日本道路協会 杭基礎設計便覧         （平成27年3月） 

日本道路協会 道路土工－カルバート工指針    （平成22年3月） 
 

 

第5節 現場打構築工 
 

7-9-5-6 防水工 
 

1．施工 

受注者は、防水工の接合部や隅角部における増張り部等において、防水材相互が密

着するよう施工しなければならない。 
 

 

 

第8章 鋼製シェッド 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅱ鋼橋編） （平成24年3月）

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編  Ⅳ下部構造編）（平成24年3月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅴ耐震設計編）   （平成24年3月）

日本道路協会 鋼道路橋施工便覧                     （昭和60年2月）

日本道路協会 鋼道路橋設計便覧                    （昭和55年9月）

日本道路協会 道路橋支承便覧                  （平成16年4月）

日本道路協会 鋼道路橋防食便覧                （平成26年3月） 

日本道路協会 立体横断施設技術基準・同解説        （昭和54年1月）

日本道路協会 鋼道路橋の細部構造に関する資料集   （平成3年7月） 

日本道路協会 杭基礎施工便覧                       （平成19年1月）

日本道路協会 杭基礎設計便覧                       （平成19年1月）
 

（以下省略） 

 

 

第9章 地下横断歩道 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 立体横断施設技術基準・同解説  （昭和54年1月） 

日本道路協会 杭基礎設計便覧         （平成19 年1月） 

日本道路協会 道路土工－カルバート工指針    （平成22年3月） 
 

 

第5節 現場打構築工 
 

7-9-5-6 防水工 
 

1．施工 

受注者は、防水工の接合部や隅角部における増貼部等において、防水材相互が密着

するよう施工しなければならない。 
 

 

 



改定 現行 摘 要 

第10章 地下駐車場 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 駐車場設計・施工指針 （平成4年11月） 

駐車場整備推進機構 大規模機械式駐車場設計・施工技術資料 （平成10年6月） 

日本道路協会 道路構造令の解説と運用 （平成27年6月） 
 

 

第6節 構築工 
 

7-10-6-3 防水工 
 

1．防水工の接合部 

受注者は、防水工の接合部や隅角部における増張り部等において、防水材相互が密

着するよう施工しなければならない。 
 

 

第11章 共同溝 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 共同溝設計指針        （昭和61年3月） 

道路保全技術センター プレキャストコンクリート共同溝設計・施工要領（案） 

 （平成6年3月） 

土木学会 トンネル標準示方書 シールド工法編・同解説 （平成28年8月） 
 

 

第6節 現場打構築工 
 

7-11-6-5 防水工 
 

1．防水材相互の密着 

受注者は、防水工の接合部や隅角部における増張り部等において、防水材相互が密

着するよう施工しなければならない。 
 

 

 

 

 

 

第10章 地下駐車場 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 駐車場設計・施工指針 （平成4年11月） 

駐車場整備推進機構 大規模機械式駐車場設計・施工技術資料 （平成10年6月） 

日本道路協会 道路構造令の解説と運用 （平成16年2月） 
 

 

第6節 構築工 
 

7-10-6-3 防水工 
 

1．防水工の接合部 

受注者は、防水工の接合部や隅角部における増貼部等において、防水材相互が密着

するよう施工しなければならない。 
 

 

第11章 共同溝 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 共同溝設計指針        （昭和61年3月） 

道路保全技術センター プレキャストコンクリート共同溝設計・施工要領（案） 

 （平成6年3月） 

土木学会 トンネル標準示方書 シールド工法・同解説 （平成18年7月） 
 

 

第6節 現場打構築工 
 

7-11-6-5 防水工 
 

1．防水材相互の密着 

受注者は、防水工の接合部や隅角部における増貼部等において、防水材相互が密着

するよう施工しなければならない。 
 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第14章 道路維持 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 道路維持修繕要綱          （昭和53年7月） 

日本道路協会 舗装再生便覧         （平成22年11月）

日本道路協会 舗装調査・試験法便覧                   （平成19年6月） 

日本道路協会 道路橋補修便覧                   （昭和54年2月） 

日本道路協会 道路トンネル維持管理便覧（本体工編）         （平成27年6月） 

日本道路協会 道路緑化技術基準・同解説      （平成28年3月） 
 

 

第4節 舗装工 
 

7-14-4-4 舗装打換え工 
 

 

第17節 現場塗装工 
 

7-14-17-3 橋梁塗装工 
 

1．塩分の付着水洗い 

受注者は、海岸地域に保管されていた場合、海上輸送を行った場合、その他臨海地

域を長距離輸送した場合など部材に塩分の付着が懸念された場合には、塩分付着量の

測定を行いNaClが50mg/m2以上の時は水洗いする。 

 

2．さび落とし清掃 

受注者は、被塗物の表面を塗装に先立ち、さび落とし清掃を行うものとし、素地調

整は設計図書に示す素地調整種別に応じて、以下の仕様を適用しなければならない。
 

 

第18節 トンネル工 
 

7-14-18-3 裏込注入工 
 

2．裏込注入の施工 

受注者は、裏込注入工の施工にあたって、縦断方向の施工順序としては埋設注入管

のうち標高の低い側より、逐次高い方へ片押しで作業しなければならない。ただし、

覆工コンクリートの巻厚が薄く、注入材の偏りによって覆工コンクリートが変形し、

新たなひび割れが発生するおそれのある場合には、左右交互にバランスのとれた注入

順序とする。また、トンネル横断内の施工順序としては、下部から上部へ作業を進め

るものとする。 
 

 

 

第14章 道路維持 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類による。

これにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うもの

とし、疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

日本道路協会 道路維持修繕要綱          （昭和53年7月） 

日本道路協会 舗装再生便覧         （平成22年11月）

日本道路協会 舗装調査・試験法便覧                   （平成19年6月） 

日本道路協会 道路橋補修便覧                   （昭和54年2月） 

日本道路協会 道路トンネル維持管理便覧         （平成5年11月） 

日本道路協会 道路緑化技術基準・同解説      （昭和63年12月）
 

 

第4節 舗装工 
 

7-15-4-4 舗装打換え工 
 

 

第17節 現場塗装工 
 

7-14-17-3 橋梁塗装工 
 

1．さび落とし清掃 

受注者は、被塗物の表面を塗装に先立ち、さび落とし清掃を行うものとし、素地調

整は設計図書に示す素地調整種別に応じて、以下の仕様を適用しなければならない。

 

2．塩分の付着水洗い 

受注者は、海岸地域に保管されていた場合、海上輸送を行った場合、その他臨海地

域を長距離輸送した場合など部材に塩分の付着が懸念された場合には、塩分付着量の

測定を行いNaClが50mg/m2以上の時は水洗いする。 
 

 

第18節 トンネル工 
 

7-14-18-3 裏込注入工 
 

2．裏込め注入の施工 

受注者は、裏込注入工の施工にあたって、縦断方向の施工順序としては埋設注入管

のうち標高の低い側より、逐次高い方へ片押しで作業しなければならない。また、ト

ンネル横断内の施工順序としては、下部から上部へ作業を進めるものとする。 
 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第15章 雪 寒 
 

第3節 除雪工 
 

7-15-3-1 一般事項 
 

4．作業区分 

除雪工における作業時間帯による作業区分は、表7-15-1のとおりとする。 

 

表7-15-1 作業区分 

作業区分 作業時間帯 

昼間作業 7時00分～19時00分 

夜間作業 19時00分～7時00分 

 
 

 

 

第16章 道路修繕 
 

第3節 工場製作工 
 

7-16-3-6 RC橋脚巻立て鋼板製作工 
 

3．形鋼製作 

（1）受注者は、フーチングアンカー筋の位置を正確に計測し、加工図を作成し、設計

図書に関して監督員の承諾を得なければならない。 

（2）形鋼の加工は、工場で行うものとする。 
 

 

第24節 橋脚巻立て工 
 

7-16-24-5 橋脚コンクリート巻立て工 
 

6．騒音と粉じん対策 

施工中、特にコンクリートへの削孔と橋脚面の下地処理のために発生する騒音と粉

じんについては、第1編総則1-1-1-30環境対策の規定による。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第15章 雪 寒 
 

第3節 除雪工 
 

7-15-3-1 一般事項 
 

4．作業区分 

除雪工における作業時間帯による作業区分は、表7-15-1のとおりとする。 

 

表15-1 作業区分 

作業区分 作業時間帯 

昼間作業 7時00分～19時00分 

夜間作業 19時00分～7時00分 

 
 

 

 

第16章 道路修繕 
 

第3節 工場製作工 
 

7-16-3-6 RC橋脚巻立て鋼板製作工 
 

3．型鋼製作 

（1）受注者は、フーチングアンカー筋の位置を正確に計測し、加工図を作成し、設計

図書に関して監督員の承諾を得なければならない。 

（2）型鋼の加工は、工場で行うものとする。 
 

 

第24節 橋脚巻立て工 
 

7-16-24-5 橋脚コンクリート巻立て工 
 

6．騒音と粉じん対策 

施工中、特にコンクリートへの削孔と橋脚面の下地処理のために発生する騒音と粉

じんについては、第1編総則1-1-30環境対策の規定による。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第8編 公 園 緑 地 編 
 

第1章 基 盤 整 備 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

 受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、下記の基準類による。こ

れにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、基準類と設計図書に相

違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と

協議しなければならない。  

日本公園緑地協会 都市公園技術標準解説書（平成28年度版） （平成28年 6月） 
  日本道路協会   道路土工―施工指針           （平成21年6月） 
  日本道路協会   道路土工要綱              （平成21年 6月） 
     日本道路協会   道路土工―軟弱地盤対策工指針（平成24年度版）（平成24年 8月）

     日本道路協会   道路土工―盛土工指針（平成22年度版）    （平成22年 4月）

     日本道路協会   道路土工―切土工・斜面安定工指針     （平成21年 6月）

     日本道路協会   道路土工―擁壁工指針 （平成24年度版）   （平成24年 3月）

     日本道路協会   道路土工―カルバート工指針 （平成21年度版）（平成22年 3月） 

（中略） 

国土開発技術研究センター  河川土工マニュアル          （平成 21年 4月）

土木研究センター 建設発生土利用技術マニュアル（平成24年度版）（平成25年12月）

     全日本建設技術協会 土木構造物標準設計 第2巻－擁壁工－   （平成12年 9月）

     地盤工学会 グラウンドアンカー設計・施工基準・同解説     （平成25年5月） 

（中略） 

国土交通省 東日本大震災からの復興に係る公園緑地整備に関する技術的指針 
（平成24年3月） 

 

 

第5節 植栽基盤工  

 8-1-5-7 人工地盤工  

1．受注者は、防水の施工については、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）第9章及び

公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）第3章防水改修工事の規定による。  

 

 

 

 

 

 

 

第8編 公 園 緑 地 編 
 

第1章 基 盤 整 備 
 

第2節 適用すべき諸基準 
 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、下記の基準類による。これ

により難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、基準類と設計図書に相違

がある場合は、原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協

議しなければならない。 
 

日本公園緑地協会 都市公園技術標準解説書(平成25年度版)   （平成25年 6月） 
  日本道路協会   道路土工―施工指針           （平成21年6月） 
  日本道路協会   道路土工要綱               （平成21年 6月） 
     日本道路協会   道路土工―軟弱地盤対策工指針      （平成24年 8月）

     日本道路協会   道路土工―盛土工指針          （平成22年 4月）

     日本道路協会   道路土工―切土工・斜面安定工指針    （平成21年 6月）

     日本道路協会   道路土工―擁壁工指針          （平成24年 3月）

     日本道路協会   道路土工―カルバート工指針       （平成22年 3月）  

（中略） 

国土開発技術研究センター  河川土工マニュアル                    （平成5年6月） 
土木研究センター   建設発生土利用技術マニュアル  （平成25年12月） 

     全日本建設技術協会   土木構造物標準設計 第2巻   （平成12年 9月） 
     地盤工学会 グラウンドアンカー設計・施工基準・同解説 （平成25年12月）  

（中略） 

国土交通省 東日本大震災からの復興に係る公園整備に関する技術的指針  
                               （平成24年3月）  

 

第5節 植栽基盤工  

 8-1-5-7 人工地盤工  

 1．受注者は、防水の施工については、「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」第

3章防水改修工事の規定による。  

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第8節 擁壁工  

8-1-8-8  石積工  

1．石積工の施工については、以下の各号の規定による。 

(4) 受注者は、根石
ね い し

、天端
て ん ば

石
いし

、笠
かさ

石
いし

の形状、大きさ、向きに考慮し、上に載せる石を想

定して施工しなければならない。 

なお、
ね い し

根石は、石積最下部に据えられ、上部の石の重量を受ける石のこととする。
て ん ば い し

天端石は、石積頂部に据えられる2面あるいは3面の見え掛かり面を持つ石のことと

する。 
かさいし

笠石は、石積頂部に据えられる平らな加工された石で、稜線の通るものとする。

(5) 受注者は、石積工の施工については、強度や安定性、美観上好ましくない
よ つ ま き

四ッ巻、
や つ ま き

八ッ巻、重箱、
あご

腮、棚、
さかさいし

逆 石、裏石（あぶり出し）、毛抜き合端
あ い ば

、笑い合端
あ い ば

は避け

なければならない。 

なお、
よ つ ま き

四ッ巻は、石積において、石積の正面から見たとき、1個の石を4個の石で取

り囲んだような状況で積まれたもののこととする。 
や つ ま き

八ッ巻は、石積において、石積の正面から見たとき、1個の石を8個の石で取り囲ん

だような状況で積まれたもののこととする。 

重箱は、石積において、同じ大きさの石を2つ以上上下に重ねたもののこととする。
あご

腮は、石積において、上段の石が下段の石の法線より前に出る目違いの一種のこと

とする。目違いは、石を積むとき、石積の断面から見て、合端
あ い ば

の線は一定の線上に

なるように積むが、この線が一定の線上になく、不規則な扇形をすることとする。

棚は、石積において、上段の石が下段の石の法線より、後ろに下がる目違いの一種

のこととする。 
さかさいし

逆 石は、石が安定するように石の控え側を下向きになるように積むのが通常であ

るが、石の控え側を上向きの状態で積まれた石や、控えの大きいものを上石に、小

さいものを下石に使用することとする。 

裏石（あぶり出し）は、石の控えの寸法より、面の寸法を大きくしたもののことと

する。 

毛抜き合端
あ い ば

は、毛抜きの合端
あ い ば

のように、石が互いに薄く接している合端
あ い ば

のこととす

る。なお、
あ い ば

合端は、石材と石材が接触する部分のこととする。 

笑い合端
あ い ば

は、石積において、合端
あ い ば

の凸部同士が接触しているため、合端
あ い ば

の接触面が

小さく、石積の全面から見ると隙間の多い状態で積まれているもののこととする。

(6) 受注者は、目地及び合端
あ い ば

に植物を植栽する場合には、植栽スペースを確保しておか

なければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

第8節 擁壁工  

8-1-8-8  石積工  

1．石積工の施工については、以下の各号の規定による。 

(4) 受注者は、根石、天端石、笠石の形状、大きさ、向きに考慮し、上に載せる石を想

定して施工しなければならない。 

なお、
ね い し

根石は、石積最下部に据えられ、上部の石の重量を受ける石のこととする。
て ん ば い し

天端石は、石積頂部に据えられる2面あるいは3面の見え掛かり面を持つ石のことと

する。 
かさいし

笠石は、石積頂部に据えられる平らな加工された石で、稜線の通るものとする。

(5) 受注者は、石積工の施工については、強度や安定性、美観上好ましくない
よ つ ま き

四ッ巻、
や つ ま き

八ッ巻、重箱、
あご

腮、棚、
さかさいし

逆 石、裏石（あぶり出し）、毛抜き合端、笑い合端は避け

なければならない。 

なお、
よ つ ま き

四ッ巻は、石積において、石積の正面から見たとき、1個の石を4個の石で取

り囲んだような状況で積まれたもののこととする。 
や つ ま き

八ッ巻は、石積において、石積の正面から見たとき、1個の石を8個の石で取り囲ん

だような状況で積まれたもののこととする。 

重箱は、石積において、同じ大きさの石を2つ以上上下に重ねたもののこととする。
あご

腮は、石積において、上段の石が下段の石の法線より前に出る目違いの一種のこと

とする。目違いは、石を積むとき、石積の断面から見て、合端の線は一定の線上に

なるように積むが、この線が一定の線上になく、不規則な扇形をすることとする。

棚は、石積において、上段の石が下段の石の法線より、後ろに下がる目違いの一種

のこととする。 
さかさいし

逆 石は、石が安定するように石の控え側を下向きになるように積むのが通常であ

るが、石の控え側を上向きの状態で積まれた石や、控えの大きいものを上石に、小

さいものを下石に使用することとする。 

裏石（あぶり出し）は、石の控えの寸法より、面の寸法を大きくしたもののことと

する。 

毛抜き合端は、毛抜きの合端のように、石が互いに薄く接している合端のこととす

る。なお、
あ い ば

合端は、石材と石材が接触する部分のこととする。 
笑い合端は、石積において、合端の凸部同士が接触しているため、合端の接触面が

小さく、石積の全面から見ると隙間の多い状態で積まれているもののこととする。

(6) 受注者は、目地及び合端に植物を植栽する場合には、植栽スペースを確保しておか

なければならない。 
 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第2章 植   栽 
 

第1節 摘要  

2．構造物撤去工は第3編3-2-9構造物撤去工の規定による。 
3．仮設工は、第3編3-2-10仮設工の規定による。  

 

第2節 適用すべき諸基準  

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、下記の基準類による。こ

れにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、基準類と設計図書に相

違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と

協議しなければならない。  

日本公園緑地協会 都市公園技術標準解説書（平成28年度版）（平成28年 6月） 
日本緑化ｾﾝﾀｰ 公共用緑化樹木等品質寸法規格基準(案)の解説 （平成21年 2月） 
建設省  都市緑化における下水汚泥の施用指針      （平成 7年 9月） 
日本道路協会 道路緑化技術基準・同解説         （平成28年3月）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2章 植   栽 
 

第1節 摘要  

2．構造物撤去工は第3編第2章第9節構造物撤去工の規定による。 
3．仮設工は、第3編第2章第10節仮設工の規定による。  

 

第2節 適用すべき諸基準  

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、下記の基準類による。こ

れにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、基準類と設計図書に相

違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と

協議しなければならない。  

日本公園緑地協会 都市公園技術標準解説書（平成25年度版） （平成25年 6月） 
日本緑化ｾﾝﾀｰ  公共用緑化樹木等品質寸法規格基準(案)の解説   （平成21年2月）

建設省   都市緑化における下水汚泥の施用指針       （平成7年9月） 
日本道路協会  道路緑化技術基準・同解説         （昭和63年12月） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第3節 植栽工  

 8-2-3-2  材料  

表8-2-1 公共用緑化樹木等品質寸法基準（案）における用語の定義 

用 語 定    義 

公 共 用 緑 化        
樹  木  等 

主として公園緑地、道路、その他公共施設等の緑化に用いられる樹木等

をいう。 

   樹  形 樹木の特性、樹齢、手入れの状態によって生ずる幹と樹冠によって構成

される固有の形をいう。なお、樹種特有の形を基本として育成された樹

形を「自然樹形」という。 

   樹  高 
（略称：Ｈ）        

樹木の樹冠の頂端から根鉢の上端までの垂直高をいい、一部の突出した

枝は含まない。なお、ヤシ類など特殊樹にあって「幹高」と特記する場

合は幹部の垂直高をいう。 

   幹  周 
（略称：Ｃ）        

樹木の幹の周長をいい、根鉢の上端より、1.2ｍ上りの位置を測定する。

この部分に枝が分岐しているときは、その上部を測定する。幹が2本以

上の樹木においては、おのおのの周長の総和の70％をもって幹周とする

なお、「根元周」と特記する場合は、幹の根元の周長をいう。 

枝張（葉張）        
（略称：Ｗ）            
 

樹木の四方面に伸長した枝（葉）の幅をいう。測定方向により幅に長短

がある場合は、最長と最短の平均値とする。なお、一部の突出した枝は

含まない。葉張とは低木についていう。 

株 立 （ 物 ）        
 

樹木の幹が根元近くから分岐して、そう状を呈したものをいう。なお株

物とは低木でそう状を呈したものをいう。 

株 立 数        
（略称:ＢＮ）        

株立（物）の 根元近くから分岐している幹（枝）の数をいう。樹高と株

立数の関係については以下のように定める。 
2 本 立-1本は所要の樹高に達しており、他は所要の樹高の70％以上

に達していること。 
3本立以上-指定株立数について、過半数は所要の樹高に達しており、他

は所要の樹高の70％以上に達していること。 

   単  幹 幹が根元近くから分岐せず1本であるもの。 

   根  鉢 樹木の移植に際し、掘り上げられる根系を含んだ土のまとまりをいう。

ふ る い 掘 り        
 

樹木の移植に際し、土のまとまりをつけず掘り上げること。ふるい根、

素掘りともいう。 

   根  巻 
 

樹木の移動に際し、土を着けたままで鉢を掘り、土を落とさないよう、

鉢の表面を縄その他の材料で十分締め付けて堀り上げること。 

コ ン テ ナ        樹木等を植付ける栽培容器をいう。 

仕 立 物        樹木の自然な育成にまかせるものではなく、その樹木が本来持っている

自然樹形とは異なり、人工的に樹形を作って育成したもの。 

寄せ株育成物        
 

数本の樹木等を根際で寄せて、この部分を一体化させて株立状に育成し

たもの。 

接 ぎ 木 物        樹木等の全体あるいは部分を他の木に接着して育成したもの。 

  

第3節 植栽工  

 8-2-3-2  材料  

表8-2-1 公共用緑化樹木等品質寸法基準（案）における用語の定義 

用 語 定    義 

公 共 用 緑 化        
樹  木  等 

主として公園緑地、道路、その他公共施設等の緑化に用いられる樹木等

をいう。 

   樹  形 樹木の特性、樹齢、手入れの状態によって生ずる幹と樹冠によって構成

される固有の形をいう。なお、樹種特有の形を基本として育成された樹

形を「自然樹形」という。 

   樹  高 
（略称：Ｈ）        

樹木の樹冠の頂端から根鉢の上端までの垂直高をいい、一部の突出した

枝は含まない。なお、ヤシ類など特殊樹にあって「幹高」と特記する場

合は幹部の垂直高をいう。 

   幹  周 
（略称：Ｃ）        

樹木の幹の周長をいい、根鉢の上端より、1.2ｍ上りの位置を測定する。

この部分に枝が分岐しているときは、その上部を測定する。幹が2本以

上の樹木においては、おのおのの周長の総和の70％をもって幹周とする

なお、「根元周」と特記する場合は、幹の根元の周長をいう。 

枝張（葉張）        
（略称：Ｗ）            
 

樹木の四方面に伸長した枝（葉）の幅をいう。測定方向により幅に長短

がある場合は、最長と最短の平均値とする。なお、一部の突出した枝は

含まない。葉張とは低木についていう。 

株 立 （ 物 ）        
 

樹木の幹が根元近くから分岐して、そう状を呈したものをいう。なお株

物とは低木でそう状を呈したものをいう。 

株 立 数        
（略称:ＢＮ）        

株立（物）の 根元近くから分岐している幹（枝）の数をいう。樹高と株

立数の関係については以下のように定める。 
2 本 立-1本は所要の樹高に達しており、他は所要の樹高の70％以上

に達していること。 
3本立以上-指定株立数について、過半数は所要の樹高に達しており、他

は所要の樹高の70％以上に達していること。 

   単  幹 幹が根元近くから分岐せず1本であるもの。 

   根  鉢 樹木の移植に際し、掘り上げられる根系を含んだ土のまとまりをいう。

ふ る い 掘 り        
 

樹木の移植に際し、土のまとまりをつけず掘り上げること。ふるい根、

素掘りともいう。 

   根  巻 
 

樹木の移動に際し、土を着けたままで鉢を掘り、土を落とさないよう、

鉢の表面を縄その他の材料で十分締め付けて巻き上げること。 

コ ン テ ナ        樹木等を植付ける栽培容器をいう。 

仕 立 物        樹木の自然な育成にまかせるものではなく、その樹木が本来持っている

自然樹形とは異なり、人工的に樹形を作って育成したもの。 

寄せ株育成物        
 

数本の樹木を根際で寄せて、この部分を一体化させて株立状に育成した

もの。 

接 ぎ 木 物        樹木の全体あるいは部分を他の木に接着して育成したもの。 

  



改定 現行 摘 要 

表8-2-3 品質規格表（案）[樹勢] 

項 目 規    格 

   生  育 健全な生育状況を呈し、樹木全体で活力のある健康な状態で育っている

こと。 

    根 

 

根系の発達が良く、四方に均等に配分され、根鉢範囲に細根が多く、乾

燥していないこと。 

   根  鉢 

 

 

 

樹種の特性に応じた適正な根鉢、根株をもち、鉢くずれのないよう根巻

きやコンテナ等により固定され、乾燥していないこと。 

ふるい掘りでは、特に根部の養生を十分にするなど（乾き過ぎていない

こと）根の健全さが保たれ、損傷がないこと。 

    葉 

 

正常な葉形、葉色、密度（着葉）を保ち、しおれ（変色・変形）や衰弱

した葉がなく、生き生きしていること。 

樹 皮 （ 肌 ）        

 

損傷がないか、その痕跡がほとんど目立たず、正常な状態を保っている

こと。 

    枝 

 

樹種の特性に応じた枝の姿を保ち、徒長枝、枯損枝、枝折れ等の処理、

及び必要に応じ適切な剪定が行われていること。 

病 虫 害        

 

発生がないもの。過去に発生したことのあるものにあっては、発生が軽

微で、その痕跡がほとんど認められないよう育成されたものであること

    

2．地被類の材料については、下記の事項に適合したもの、またはこれと同等以上の品

質を有するものとする。使用する材料の寸法は、設計図書によるものとし、雑草の

混入がなく、根系が十分発達した細根の多いものとする。 

(3)シバ類、その他地被類の材料の品質は表8-2-4シバ類の品質規格表(案)、表8-2-5草花

類の品質規格表（案）及び表8-2-6その他地被類の品質規格表(案)によるものとする。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表8-2-3 品質規格表（案）[樹勢] 

項 目 規    格 

   生  育 健全な成長を呈し、樹木全体で活力ある健康な状態で育っていること。

    根 

 

根系の発達が良く、四方に均等に配分され、根鉢範囲に細根が多く、乾

燥していないこと。 

   根  鉢 

 

 

 

樹種の特性に応じた適正な根鉢、根株をもち、鉢くずれのないよう根巻

きやコンテナ等により固定され、乾燥していないこと。 

ふるい掘りでは、特に根部の養生を十分にするなど（乾き過ぎていない

こと）根の健全さが保たれ、損傷がないこと。 

    葉 

 

正常な葉形、葉色、密度（着葉）を保ち、しおれ（変色・変形）や衰弱

した葉がなく、生き生きしていること。 

樹 皮 （ 肌 ）        

 

損傷がないか、その痕跡がほとんど目立たず、正常な状態を保っている

こと。 

    枝 

 

樹種の特性に応じた枝を保ち、徒長枝、枯損枝、枝折れ等の処理、及び

必要に応じ適切な剪定が行われていること。 

病 虫 害        

 

発生がないもの。過去に発生したことのあるものにあっては、発生が軽

微で、その痕跡がほとんど認められないよう育成されたものであること

    

2．地被類の材料については、下記の事項に適合したもの、またはこれと同等以上の品

質を有するものとする。使用する材料の寸法は、設計図書によるものとし、雑草の

混入がなく、根系が十分発達した細根の多いものとする。 

(3)シバ類、その他地被類の材料の品質は表8-2-4シバ類の品質規格表(案)及び表8-2-5

その他地被類の品質規格表(案)によるものとする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

表8-2-5 草花類の品質規格表（案） 

項 目 規    格 

形 態 植物の特性に応じた形態であること。 

花 花芽の着花が良好かもしくは花およびつぼみが植物種の特性に応じた正

常な形態や花色であること。 

葉 

 

正常な葉形、葉色を保ち、萎縮、徒長、蒸れがなく、生き生きとしてい

ること。全体に、均一に密生し、一定の高さに刈込んであること。 

根 根系の発達が良く、細根が多く、乾燥していないこと。 

病  害  発生がないもの。 

虫  害  発生がないもの。過去に発生したことのあるものについては、発生が軽

微で、その痕跡がほとんど認められないよう育成されたものであること

 

表8-2-6 その他地被類の品質規格表（案） 

項 目 規    格 

形 態 植物の特性に応じた形態であること。 

葉 

 

正常な葉形、葉色、密度（着葉）を保ち、しおれ（変色、変形）や軟弱

葉がなく、生き生きしていること。 

根 根系の発達が良く、細根が多く、乾燥していないこと。 

病 虫 害        

 

発生がないもの。過去に発生したことのあるものについては、発生が軽

微で、その痕跡がほとんど認められないよう育成されたものであること

  

 8-2-3-11 樹名板工  

樹名板工の施工については、8-2-3-1一般事項の規定による。  

 

第5節 樹木整姿工  

 8-2-5-5 樹勢回復工  

2．樹木修復の施工については、設計図書によるものとし、これにより難い場合は、以

下の各号の規定による。 

(7) 受注者は、施工後の樹木の傷が安定するまで、樹木に支柱やロープで補強対策を行

わなければならない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表8-2-5 その他地被類の品質規格表（案） 

項 目 規    格 

形 態 植物の特性に応じた形態であること。 

葉 

 

正常な葉形、葉色、密度（着葉）を保ち、しおれ（変色、変形）や軟弱

葉がなく、生き生きしていること。 

根 根系の発達が良く、細根が多く、乾燥していないこと。 

病 虫 害        

 

発生がないもの。過去に発生したことのあるものについては、発生が軽

微で、その痕跡がほとんど認められないよう育成されたものであること

  

 8-2-3-11 樹名板工  

樹名板工の施工については、8-2-3-1一般事項工の規定による。  

 

第5節 樹木整姿工  

 8-2-5-5 樹勢回復工  

2．樹木修復の施工については、設計図書によるものとし、これにより難い場合は、以

下の各号の規定による。 

(7) 受注者は、施工後の樹木の傷が安定するまで、樹木に控え木やロープで補強対策を

行わなければならない。 
 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第3章 施 設 整 備  
 

第1節 適要  

2．構造物撤去工は第3編3-2-9構造物撤去工の規定による。 
3．仮設工は、第3編3-2-10仮設工の規定による。  

 

第2節 適用すべき諸基準  

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、下記の基準類による。こ

れにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、基準類と設計図書に

相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は監督

員と協議しなければならない。 
国土交通省 都市公園移動等円滑化基準            （平成18年12月）

国土交通省 都市公園の移動等円滑化整備ガイドライン【改訂版】（平成25年3月） 
日本公園緑地協会 都市公園技術標準解説書（平成28年度版）（平成28年 6月） 
日本公園緑地協会 ユニバーサルデザインによるみんなのための公園づくり 

       都市公園の移動等円滑化整備ガイドラインの解説 （平成20年 2月） 
国土技術政策総合研究所 防災公園計画・設計ガイドライン（案）（改訂版） 
                              （平成27年9月）  

（中略） 

日本下水道協会 下水道施設計画・設計指針と解説2009版    （平成21年10月）

日本電気協会 内線規程                   （平成28年10月） 

（中略） 

日本道路協会 舗装再生便覧                 （平成22年11月） 

（中略） 

土木学会   舗装標準示方書                （平成27年3月）  

 

第8節 修景施設整備工  

8-3-8-1 一般事項  

4．修景施設の仕上げについては、8-3-13施設仕上げ工の規定による。  

8-3-8-4 添景物工  

添景物工の施工については、8-3-8-3石組工、8-3-13施設仕上げ工の規定によるものの

ほか、設計図書によらなければならない。  

8-3-8-9 小規模水景施設工  

1．流れ、滝、池、州浜、壁泉、カスケード、カナールの施工については、以下の各号

の規定による。 

(6) 流れ工の仕上げの施工については、8-3-13施設仕上げ工の規定による。 
 

 

 

 

第3章 施 設 整 備  
 

第1節 適要  

2．構造物撤去工は第3編第2章第9節構造物撤去工の規定による。 
3．仮設工は、第3編第2章第10節仮設工の規定による。  

 

第2節 適用すべき諸基準  

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、下記の基準類による。こ

れにより難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、基準類と設計図書に

相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は監督

員と協議しなければならない。 
国土交通省 都市公園移動等円滑化基準            （平成18年12月）

国土交通省 都市公園の移動等円滑化整備ガイドライン【改訂版】 （平成25年3月）

日本公園緑地協会  都市公園技術標準解説書（平成25年度版）   （平成25年6月）

日本公園緑地協会  ユニバーサルデザインによるみんなのための公園づくり 
        都市公園の移動等円滑化整備ガイドラインの解説  （平成20年 2月）  

（追加） 

 

（中略） 

日本下水道協会 下水道施設計画・設計指針と解説2009版    （平成21年） 
日本電気協会 内線規程                   （平成24年2月）  

（中略） 

日本道路協会 舗装再生便覧                 （平成25年12月） 

（中略） 

土木学会   舗装標準示方書                （平成19年3月）  

 

第8節 修景施設整備工  

8-3-8-1 一般事項  

4．修景施設の仕上げについては、第8節第3章第13節施設仕上げ工の規定による。  

8-3-8-4 添景物工  

添景物工の施工については、8-3-8-3石組工、第8編第3章第13節施設仕上げ工の規定に

よるもののほか、設計図書によらなければならない。  

8-3-8-9 小規模水景施設工  

1．流れ、滝、池、州浜、壁泉、カスケード、カナールの施工については、以下の各号

の規定による。 

(6) 流れ工の仕上げの施工については、第8編第3章第13節施設仕上げ工の規定による。
 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第9節 遊戯施設整備工  

8-3-9-1 一般事項  

5．遊戯施設の仕上げについては、8-3-13施設仕上げ工の規定による。  

 

第10節 サービス施設整備工  

8-3-10-4 水飲み場工  

3．水飲みの仕上げについては設計図書によるものとし、これに示されていない場合は、

8-3-13施設仕上げ工の規定による。  

8-3-10-7 野外炉工  

2．受注者は、野外炉工の仕上げについては、設計図書によるものとし、これに示され

ていない場合は、8-3-13施設仕上げ工の規定による。  

 

第11節 管理施設整備工  

8-3-11-3 リサイクル施設工  

3．リサイクル施設設備の施工については、8-3-3給水設備工、8-3-4雨水排水設備工、

8-3-5汚水排水設備工、8-3-6電気設備工の規定による。  

 

8-3-11-5 ごみ施設工  

3．受注者は、ごみ置場の仕上げについては、8-3-13施設仕上げ工の規定による。  

 

8-3-11-7 門扉工  

1．門壁、門柱の施工については、第1編第3章無筋・鉄筋コンクリート、8-3-3-4貯水施

設工、8-3-13施設仕上げ工の規定によるもののほか、設計図書によらなければなら

ない。  

 

第12節 建築施設組立設置工  

8-3-12-1 一般事項  

3．建築施設組立設置工の設備については、8-3-3給水設備工、8-3-4雨水排水設備工、8-3-5
汚水排水設備工、8-3-6電気設備工の規定による。  

 

 

第13節 施設仕上げ工  

8-3-13-7 石仕上げ工  

1．石仕上げ工については、8-3-7-14石材系舗装工の規定による。  

 

 

 

 

 

第9節 遊戯施設整備工  

8-3-9-1 一般事項  

5．遊戯施設の仕上げについては、3-13施設仕上げ工の規定による。  

 

第10節 サービス施設整備工  

8-3-10-4 水飲み場工  

3．水飲みの仕上げについては設計図書によるものとし、これに示されていない場合は、

3-13施設仕上げ工の規定による。  

8-3-10-7 野外炉工  

2．受注者は、野外炉工の仕上げについては、設計図書によるものとし、これに示され

ていない場合は、3-13施設仕上げ工の規定による。  

 

第11節 管理施設整備工  

8-3-11-3 リサイクル施設工  

3．リサイクル施設設備の施工については、第8編第3章第3節給水設備工、第8編第3章
第4節雨水排水設備工、第8編第3章第5節汚水排水設備工、第8編第3章第6節電気設

備工の規定による。  

8-3-11-5 ごみ施設工  

3．受注者は、ごみ置場の仕上げについては、第8編第3章第13節施設仕上げ工の規定に

よる。  

8-3-11-7 門扉工  

1．門壁、門柱の施工については、第1編第3章無筋・鉄筋コンクリート、8-3-3-4貯水施

設工、第8編第3章第13節施設仕上げ工の規定によるもののほか、設計図書によらな

ければならない。  

 

第12節 建築施設組立設置工  

8-3-12-1 一般事項  

3．建築施設組立設置工の設備については、第8編第3章第3節給水設備工、第8編第3章第

4節雨水排水設備工、第8編第3章第5節汚水排水設備工、第8編第3章第6節電気設備工

の規定による。  

 

第13節 施設仕上げ工  

8-3-13-7 石仕上げ工  

1．石仕上げ工については、8-7-14石材系舗装工の規定による。  

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第4章 グラウンド・コート整備 
 

第 1 節 適要  

3．構造物撤去工は第 3編 3-2-9 構造物撤去工の規定による。 

4．仮設工は、第 3 編 3-2-10 仮設工の規定による。  

 

第 2 節 適用すべき諸基準  

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、下記の基準類による。これに

より難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある

場合は、原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議しなけれ

ばならない。 

日本公園緑地協会 都市公園技術標準解説書（平成 28 年度版） （平成 28 年 6 月） 

日本道路協会  道路土工要綱                      （平成 21 年 6 月） 

日本道路協会 アスファルト舗装工事共通仕様書同解説        （平成 4 年 12 月） 

日本道路協会 道路土工-施工指針                        （平成 21 年 6 月） 

日本道路協会 道路土工-擁壁工指針                   （平成 24 年 7 月） 

日本道路協会 道路土工-カルバート工指針              （平成 22 年 3 月） 

日本道路協会 道路土工-仮設構造物工指針              （平成 11 年 3 月） 

日本道路協会 舗装再生便覧（平成 22 年度版）        （平成 25 年 12 月）  

（中略） 

 日 本 体 育 施 設 協 会  グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 舗 装 施 工 指 針  第 ２ 版  

                          （ 平 成 26 年 1 月 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第4章 グラウンド・コート整備 
 

第 1 節 適要  

3．構造物撤去工は第 3編第 2章第 9節構造物撤去工の規定による。 

4．仮設工は、第 3 編第 2章第 10 節仮設工の規定による。  

 

第 2 節 適用すべき諸基準  

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、下記の基準類による。これに

より難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。なお、基準類と設計図書に相違がある

場合は、原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員と協議しなけれ

ばならない。 

日本公園緑地協会 都市公園技術標準解説書（平成 25 年度版） （平成 25 年 6 月） 

日本道路協会  道路土工要綱                      （平成 21 年 6 月） 

日本道路協会 アスファルト舗装工事共通仕様書同解説        （平成 4 年 12 月） 

日本道路協会 道路土工-施工指針                        （平成 21 年 6 月） 

日本道路協会 道路土工-擁壁工指針                   （平成 24 年 7 月） 

日本道路協会 道路土工-カルバート工指針              （平成 22 年 3 月） 

日本道路協会 道路土工-仮設構造物工指針              （平成 11 年 3 月） 

日本道路協会 舗装再生便覧                 （平成 25 年 12 月）  

（中略） 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第 3 節グラウンド・コート舗装工  

8-4-3-2  材料  

表 8-4-2 アスファルト弾性混合物 

項 目 標 準 値 試 験 方 法  

衝撃吸収性 10～45％ GB反発試験 

弾性反発性 3～12％ SB反発試験 

安定性 

 

15～35kg 

 

ﾌﾟﾛｸﾀｰﾆﾄﾞﾙ試験 

φ4.5㎜ 20℃ 

復元性 60％以上 20℃ 1時間 

(ﾀﾞｰｽｱｽﾌｧﾙﾄ貫入試験) 

密  度 13～19kN/m3 

（1.3～1.9g/cm3） 

 

 

 

 

耐候性：屋外暴露 

 

 

ひ び 割 れ 、 チ ョ ー キ

ン グ 、 退 色 な ど 著 し

い 劣 化 が 生 じ な い こ

と 。  

一年間以上屋外南面に

暴露または過去に施行

された競技場やコート

などの劣化状況判断に

よる。 

耐候性：促進暴露 JIS A 1415 

WS-A型ｳｪｻﾞｰﾒｰﾀｰ 

1000時間 

  

8-4-3-4 グラウンド・コート用舗装工  

1．下層路盤、上層路盤及び基層の施工については、第 3 編 3-2-6 一般舗装工の規定による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 節グラウンド・コート舗装工  

8-4-3-2  材料  

表 8-4-2 アスファルト弾性混合物 

項 目 標 準 値 試験方法 

衝撃吸収性 10～45％ GB反発試験 

弾性反発性 3～12％ SB反発試験 

安定性 

 

15～35％ 

 

ﾌﾟﾛｸﾀｰﾆﾄﾞﾙ試験 

φ4.5㎜ 20℃ 

復元性 60％以上 20℃ 1時間 

(ﾀﾞｰｽｱｽﾌｧﾙﾄ貫入試験) 

密  度 13～19kN/m3 

（1.3～1.9g/cm3） 

 

 

 

 

耐候性：屋外暴露 

 

 

ひび割れ、チョーキン

グ、退色など著しい劣

化が生じないこと。 

一年間以上屋外南面に

暴露または過去に施行

された競技場やコート

などの劣化状況判断に

よる。 

耐候性：促進暴露 JIS A 1415 

WS-A型ｳｪｻﾞｰﾒｰﾀｰ 

1000時間 

  

8-4-3-4 グラウンド・コート用舗装工  

1．下層路盤、上層路盤及び基層の施工については、第 3 編第 2 章第 6 節一般舗装工の規定

による。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第 4 節 スタンド整備工  

8-4-4-2  材料  

1．鋼材は、次の規格に適合したものまたは、これと同等以上の品質を有するものとする。

JIS B 1180  （六角ボルト） 

JIS B 1181  （六角ナット） 

JIS B 1186  （摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット） 

JIS B 1256  （平座金） 

JIS G 3101  （一般構造用圧延鋼材） 

JIS G 3201  （炭素鋼鍛鋼品） 

JIS G 3350  （一般構造用軽量形鋼） 

JIS G 3444  （一般構造用炭素鋼鋼管） 

JIS G 3452  （配管用炭素鋼管） 

JIS G 3466  （一般構造用角形鋼管） 

JIS G 4304  （熱間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯） 

JIS G 4305  （冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯） 

JIS G 5101  （炭素鋼鋳鋼品） 

JIS G 5501  （ねずみ鋳鉄品） 

JIS G 5502  （球状黒鉛鋳鉄品） 

JIS H 4000  （アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条） 

JIS H 4100  （アルミニウム及びアルミニウム合金の押出形材）  

 

第 5 節 グラウンド・コート施設整備工  

8-4-5-9 掲揚ポール工  

掲揚ポールの施工については、8-3-11-11 掲揚ポール工の規定によるもののほか、設計図

書によらなければならない。  

 

 

 

第5章 自 然 育 成  

第 1節 適要  

2．構造物撤去工は第 3編 3-2-9 構造物撤去工の規定による。 

3．仮設工は、第 3編 3-2-10 仮設工の規定による。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 節 スタンド整備工  

8-4-4-2  材料  

1．鋼材は、次の規格に適合したものまたは、これと同等以上の品質を有するものとする。  

 

JIS B 1186  （摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット） 

JIS B 1256  （平座金） 

JIS G 3101  （一般構造用圧延鋼材） 

JIS G 3201  （炭素鋼鍛鋼品） 

JIS G 3350  （一般構造用軽量形鋼） 

JIS G 3444  （一般構造用炭素鋼鋼管） 

JIS G 3452  （配管用炭素鋼管） 

JIS G 3466  （一般構造用角形鋼管） 

JIS G 4304  （熱間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯） 

JIS G 4305  （冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯） 

JIS G 5101  （炭素鋼鋳鋼品） 

JIS G 5501  （ねずみ鋳鉄品） 

JIS G 5502  （球状黒鉛鋳鉄品） 

JIS H 4000  （アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条） 

JIS H 4100  （アルミニウム及びアルミニウム合金の押出形材）  

 

第 5 節 グラウンド・コート施設整備工  

8-4-5-9 掲揚ポール工  

掲揚ポールの施工については、3-11-11 掲揚ポール工の規定によるもののほか、設計図書

によらなければならない。  

 

 

 

第5章 自 然 育 成  

第 1節 適要  

2．構造物撤去工は第 3編第 2 章第 9節構造物撤去工の規定による。 

3．仮設工は、第 3編第 2章第 10 節仮設工の規定による。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

第9編 下水道編 
 

第1章 下水道工 
 

第 1節 適   用 
 

3．その他、設計図書において定めのない事項については、公益社団法人日本下水道協

会下水道土木工事必携（案）2014年版の1．下水道土木工事共通仕様書（案）、2．下

水道土木工事施工管理基準及び規格値（案） によるものとする。  

 

第 2節 土   工 
 

9-1-2-2 埋戻し・盛土  

1．埋戻し又は盛土に使用する土は、良質な土砂又は設計図書に指定されたものとし、

塵芥その他の有害物は用いないこと。 

3．埋戻しは、埋戻箇所に湧水及び滞水がある場合は必ず排水したのちに実施し、水中

埋戻しは、行わないこと。 
 

 

第 3節 管渠布設工並びに築造工 
 

9-1-3-4 管布設工  

（切断・せん孔） 

13.ポリエチレン管を切断する場合、管軸に直角に切断標線を記入し、原則として専用

切断機で切断しなければならない。専用切断機がない場合はパイプカッター又は丸

のこなどで切断面の食い違いが生じないように切断し、グラインダーなどでバリや

食い違いを平らに仕上げること。 
 

 

9-1-3-8 埋設標識シートの布設  

1．設計書に基づき、布設する本管の上部に埋設標識シートを布設すること。 

2．埋設標識シートは、管の上部 30cm までの埋戻し及び締固めを行った後、当該部へ人

孔から人孔まで切れ目なく布設すること。 

3．埋戻しに当たっては、埋設標識シートを損傷しないよう注意すること。  

 

第 4節 土 留 工 
 

9-1-4-5 鋼 矢 板  

1．鋼矢板等を打ち込む場合は、あらかじめ布掘（溝掘）及び探針等を行って、埋設物

の有無を十分確認し、安全な位置に速やかに打ち込むとともに、その根入れは十分安

全な長さを取ること。  

第9編 下水道編 
 

第1章 下水道工 
 

第 1節 適   用 
 

3．その他、設計図書において定めのない事項については、公益財団法人下水道新技術

推進機構下水道土木工事必携（案）の1．下水道土木工事共通仕様書（案）、2．下水

道土木工事施工管理基準及び規格値（案） によるものとする。  

 

第 2節 土   工 
 

9-1-2-2 埋戻し・盛土  

1．埋戻し又は盛土に使用する土は、設計図書に指定されたものとし、塵芥その他の有

害物は用いないこと。 

3．埋戻しは、必ず排水したのちに実施し、水中埋戻しは、行わないこと。 
 

 

 

第 3節 管渠布設工並びに築造工 
 

9-1-3-4 管布設工  

（切断・せん孔）  

 

（追加） 

 

 

 

9-1-3-8 明示シートの布設  

1．設計書に基づき、布設する本管の上部に明示シートを布設すること。 

2．明示シートは、管の上部 30cm までの埋戻し及び締固めを行った後、当該部へ人孔か

ら人孔まで切れ目なく布設すること。 

3．埋戻しに当たっては、明示シートを損傷しないよう注意すること。  

 

第 4節 土 留 工 
 

9-1-4-5 鋼 矢 板  

1．鋼矢板等を打ち込む場合は、あらかじめ布掘等を行って、埋設物を十分確認し、安

全な位置に速やかに打ち込むとともに、その根入れは十分安全な長さを取ること。  
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第 5節 シールド工 
 

9-1-5-2 掘  進  

10．シールド掘進中異状が発生した場合は、掘進を中止する等の措置をとり、速やか

に応急措置を講ずるとともに、直ちに監督員に報告すること。 

12．シールド掘進中は、道路舗装、埋設物及び他の構造物に支障を与えないよう施工

すること。 

13．シールド掘進中は、各種ジャッキ・山留等に監視人をつけ、シールドの掘進長、

推力等を記録して所定の様式により「シールド掘進日報」を監視員に提出すること。
 

 

第 7節 管きょ更生工 
 

9-1-7-1 一般事項  

1．管きょ更生工は、管きょ内面被覆工、換気工、管きょ更生水替工、その他これらに

類する工種について定めるものとする。なお、適用範囲は、管きょ更生工のうち管

きょ内での人力作業を伴わない、小口径管とする。 

2．その他、特に定めのない事項においては、日本下水道協会 管きょ更生工法におけ

る設計・施工管理ガイドライン（案）によるものとする。  

9-1-7-2 材料  

1．受注者は、工事に使用する材料が下水道の更生管きょに求められる要求性能を満足

するものであり、公的審査証明機関等の審査証明を得たもの、またはこれと同等以

上の品質を有するものを受注者の責任において確認し、監督員または検査員の請求

があった場合は速やかに提示すること。 

2．受注者は，管きょ更生工の施工に使用する材料については、使用前に監督員に承諾

を得るとともに、材料が適正な管理下で製造されたことを証明する資料を提出しな

ければならない。また、受注者は、必要に応じ物性試験を行い監督員に提出しなけ

ればならない。  

9-1-7-3 管きょ内面被覆工  

（施工計画） 

1．受注者は、管きょ内面被覆工の施工にあたり、工事着手前に既設管の状況、流下下

水量・水位、道路状況、周辺環境、その他工事に係る諸条件を十分に調査し、その

結果に基づき現場に適応した施工計画を作成して監督員に提出しなければならない

2．管きょ更生工法の施工に従事する技術者は、この施工に豊富な実務経験と知識を有

 し熟知した者を配置すること。 

3．受注者は、事前に管きょ内面被覆工で採用する工法が更生管に必要な構造機能、流

下機能等の仕様を満足することを構造計算書、流量計算書に明示するとともに工法

選定理由を施工計画書に記載し、監督員に提出すること。  

 

第 5節 シールド工 
 

9-1-5-2 掘  進  

10．シールド掘進中異状が発生した場合は、速やかに応急措置を講ずるとともに、直

ちに監督員に報告すること。 

12．掘進中は、道路舗装、埋設物及び他の構造物に支障を与えないよう施工すること。

13．シールド掘進中は、各種ジャッキ、山留等に監視人をつけ、シールドの掘進長、

推力等を記録して所定の様式により「シールド掘進日報」を監視員に提出すること。
 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 
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（製管工法で使用する材料の保管、取扱い） 

4．受注者は、製管工法で使用する表面部材等は、長期にわたり屋外で紫外線暴露する

と、表面劣化により部材の物性が低下する恐れがあるため、保管場所は屋内を原則

とし、搬送・搬入時には適切な遮光措置を講じること。 

5. 受注者は、製管工法で使用する充てん材は水和性を有するため、その保管および搬

送・搬入時には、水濡れや結露がないよう十分に留意し、適切な措置を講じること。

6. 製管工法で使用する金属部材は、長期にわたる屋外暴露等による著しい発錆がない

ように適切な対策を講じること。  

（反転・形成工法で使用する材料の保管、取扱い） 

7. 受注者は、反転・形成工法で使用する更生材等を搬送、搬入、保管する場合には、

部材の温度変化に注意を図るともとに、また紫外線に当たると硬化するため、保冷

・遮光措置等を講じなければならない。なお、各工法の特性を十分に考慮した更生

材料の管理を講じること。 

8. 管きょ内面被覆工に先立ち、既設管きょ内を洗浄するとともに、既設管きょ内を円

視文はTVカメラ等によって調査をしなければならない。調査の項目は延長、調査方

法、取付け管突出し処理、浸入水処理、侵入根処理及びモルタル除去とし、その結

果をまとめ監督員に提出すること。既設管きょ調査の結果、前処理工の必要がある

場合には、監督員と協議し、管きょ更生工事に支障のないように切断・除去等によ

り処理をすること。  

（製管工法） 

9．既設管きょと表面部材などの間げきに充填するモルタルなどにより、既設管きょ

と表面部材等が一体化した構造であることを確認すること。 

10.表面部材等の水密性、管きょ更生後の耐荷能力、耐久性の確保等を目的とし、施工

計画書に示す充填材性状、充填材注入圧力、充填材注入量等を現場での記録により

確認すること。 

11.本管口切断及び取付け管口せん孔は、充填材を十分に硬化させた後に施工しなけ

ればならない。また、取付け管のせん孔は、管口位置確定が精度高く行える方法で

仮せん孔を行う等の位置確認を確実にしてから本せん孔する手順で行うこと。 

12.受注者は、取付け管口のせん孔は、作業当日中に完了することを原則とするが、仮

せん孔等とする場合は、事前に監督員へ報告を行い必要な対策を講じること。  

（裏込め） 

13.受注者は施工に先立ち、使用する充填材の選定等について監督員の承諾を得なけれ

ばならない。 

14.充填材注入量については流量計等を用いて連続的に注入量と時間を計測し、チャー

ト紙に記録すること。 

15.注入時に両管口に設置した立ち上げ管から充填材の流出を確認し、計画注入量と実

際の注入量の対比、充てん後の打音検査等により充填材の完全充填を確認すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 
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（形成・反転工法） 

16.更生材を既設管きょ内に設置するにあたり、損傷、シワおよびはく離等の発生を防

ぐことと、ならびに管きょ更生後の耐荷能力、耐久性の確保等を目的とし、施工計

画書こ示す挿人速度、硬化圧力、拡径、硬化温度、硬化時間等を現場での記録によ

り確認すること。 

17.本管口切断及び取付け管口せん孔は、更生材を十分に硬化させた後に施工すること

また、取付け管のせん孔は、管口位置確定が精度高く行える方法で仮せん孔を行う

等の位置確認を確実にしてから本せん孔する手順で行うこと。 

18.取付け管口のせん孔は、作業当日中に完了することを原則とするが、仮せん孔等と

する場合は、事前に監督員へ報告を行い必要な対策を講じなければならない。  

（仕上げ） 

19.本管管口仕上げ部においては、浸入水、仕上げ材のはく離、ひび割れなどの異常が

ないことを確認し、その結果を監督員に提出しなければならない。 

20.取付管口仕上げにおいては、取付管口の形態と流下性能を確保し、接続部分の耐荷

能力等を維持するとともに、せん孔仕上げの不良による漏水、浸入水を発生させて

いないことを確認すること。 

（仮設備） 

21.更生管の形成方法、既設管きょ断面、更生断面等の諸条件に適合した設備を選定す

ること。 

9-1-7-4 換気工  

受注者は、硫化水素の発生や酸素欠乏となることが予想される箇所では、「酸素

欠乏症等防止規則」（昭和47年労働省令第42号）に基づき、換気を行うなど適切

な措置をとらなければならない。 

9-1-7-5 管きょ更生水替工  

l.管きょ更生工を施工する区間で、管内の流水量が多く施工に支障がある場合は、仮

排水工又は仮止水工を計画しなければならない。 

2.管きょ断面、管きょ内流水量、道路状況（交通量、道路形状、種別、幅員）、現場

周辺環境、施工目的、更生工法の特徴等を考慮して、適切な仮排水工又は仮止水工

を計画しなければならない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18．提出・提示書類様式集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18．提出・提示書類様式集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18-1 



改定 現行 摘 要 

 

 

 

目 次 

 

様式－１    工事打合簿 ………………………………………………………………………… 18－ 4  

様式－２        部分検査申請書 …………………………………………………………………… 18－ 6 

様式－３        段階確認表 ………………………………………………………………………… 18－ 7  

様式－６        出来形管理表 ……………………………………………………………………… 18－ 8  

様式－７        出来形管理表 ……………………………………………………………………… 18－ 9 

様式－８        コンクリート品質管理表 ………………………………………………………… 18－10 

様式－９        杭打成績表 ………………………………………………………………………… 18－11 

様式－10      様式１再生資源利用実施書(または「計画書」)-建設資材搬入工事用- …… 18－12 

様式－11        様式２再生資源利用促進実施書(または「計画書」)-建設副産物搬出工事用-18－13 

様式－14        安全教育・訓練等の実施状況表  …………………………………………………18－14 

様式－15        現場環境改善の実施概要書  ………………………………………………………18－15 

様式－16        施工体制台帳…………………………………………………………………………18－16 

様式－17        再下請通知書…………………………………………………………………………18－18 

様式－18        施工体系図……………………………………………………………………………18－20 

様式－19        工事担当技術者台帳…………………………………………………………………18－21 

様式－20        創意工夫・工事特性・社会性等に関する実施状況………………………………18－22 

様式－21        土・休日・夜間作業届………………………………………………………………18－24 

様式－22    工事履行報告書………………………………………………………………………18－25 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※様式の改定による欠番（様式-4,5,12,13） 

 

 

 

 

 

目 次 

 

様式－１    工事打合簿 ………………………………………………………………………… 18－ 4  

様式－２        部分検査申請書 …………………………………………………………………… 18－ 5 

様式－３        段階確認表 ………………………………………………………………………… 18－ 6  

様式－６        出来形管理表 ……………………………………………………………………… 18－ 7  

様式－７        出来形管理表 ……………………………………………………………………… 18－ 8 

様式－８        コンクリート品質管理表 ………………………………………………………… 18－ 9 

様式－９        杭打成績表 ………………………………………………………………………… 18－10 

様式－10      様式１再生資源利用実施書(または「計画書」)-建設資材搬入工事用- …… 18－11 

様式－11        様式２再生資源利用促進実施書(または「計画書」)-建設副産物搬出工事用-18－12 

様式－14        安全教育・訓練等の実施状況表  …………………………………………………18－13 

様式－15        イメージアップの実施概要書  ……………………………………………………18－14 

様式－16        施工体制台帳…………………………………………………………………………18－15 

様式－17        再下請通知書…………………………………………………………………………18－17 

様式－18        施工体系図……………………………………………………………………………18－19 

様式－19        工事担当技術者台帳…………………………………………………………………18－20 

様式－20        創意工夫・工事特性・社会性等に関する実施状況………………………………18－21 

様式－21        土・休日・夜間作業届………………………………………………………………18－23 

様式－22    工事履行報告書………………………………………………………………………18－24 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※様式の改定による欠番（様式-4,5,12,13） 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

 



改定 現行 摘 要 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

 



改定 現行 摘 要 

  

 

様
式

－
1
5 

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
の

実
施

概
要

書
 

契
約

番
号
 

 
 

 
工

事
名
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

工
事
場

所
 

実
 

 
 施

  
 
項

  
 
目

 
数

 
 
 

量
 

実
 

 施
 

 期
 

 間
概
 

 算
 

 経
 

 費
摘

 
 
 

 
 
 

 
 

 
要

 

（
地

域
で
の

評
価
又

は
効

果
等

、
そ
の

他
）

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

18-14 

様
式

－
1
5 

現
場

環
境

改
善

の
実

施
概

要
書

 

契
約

番
号

 
 
 

 
工

事
名

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

工
事

場
所

 

実
 

 
 
施

 
 
 

項
  

 
目
 

数
 
 
 

量
 

実
 
 施

 
 
期
 

 間
概
 

 算
 

 
経
 

 費
摘
 

 
 

 
 

 
 
 

 
要

 

（
地
域
で

の
評

価
又

は
効

果
等
、

そ
の

他
）

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

18-15 


